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第
十
三
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議

(
A
P
D
A
会

議
）
が
三
月
十
七
日

S
十
八
日
、
神
戸
で

開
催
さ
れ
た
。
大
地
震
に
よ
る
壊
滅
的
な

打
撃
と
急
速
な
復
興
は
、
自
然
災
害
の
恐

ろ
し
さ
と
持
続
的
生
存
へ
の
人
間
の
強
靱

性
の
両
面
に
、
各
国
の
議
員
先
生
は
深
刻

な
印
象
を
も
た
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
”
人
口
と
開
発
“
の
根
源
に
通
ず
る
現

実
的
体
験
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
会
場

を
神
戸
に
選
定
し
た
こ
と
は
賢
明
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

今
回
の
会
議
は
さ
ら
に
捐
要
な
意
義
を

も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は

A
F
P
P
D
（人

口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
）
の
成
熟
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
新
し

い
次
元
へ
の
脱
皮
、
新
し
い
使
命
へ
の
発

想
で
あ
る
。
人
口
と
開
発
と
い
う
人
間
社

会
の
存
続
に
か
か
わ
る
い
く
た
の
重
要
な

問
題
に
つ
い
て
研
究
と
審
議
と
勧
告
を

巻

頭

舌
ロ

庭
、
小
さ
な
地
域
か
ら
、
国
へ
、
そ
し
て

結
局
に
お
い
て
人
類
全
体
の
地
球
問
題
に

通
ず
る
。

A
F
P
P
D
は
こ
の
よ
う
に
し

て
、
ア
ジ
ア
の
人
口
と
開
発
の
観
点
か
ら

第13圃APDA会議を終えて
-AFPPDの瑯弱見莫的展開への発想一

黒 田 俊 夫

行
っ
て
き
た

A
F
P
P
D
の
今
回
の
討
論

の
焦
点
は
”
水
“
で
あ
っ
た
。
人
間
の
生
命

に
、
食
糧
生
産
に
、
環
境
の
諸
問
題
の
根

底
に
あ
る
”
水
“
の
問
題
は
、
個
々
の
家

広
汎
な
問
題
に
と
り
組
ん
で
き
た
。
そ
し

て
、
ア
ジ
ア
は
経
済
開
発
の
分
野
に
お
い

て
、
そ
し
て
ま
た
人
口
の
分
野
に
お
い
て

著
し
い
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
ア
ジ
ア
は

世
界
経
済
の
牽
引
車
で
あ
る
と
ま
で
い
わ

れ
る
よ
う
に
成
熟
段
階
に
逹
し
て
い
る
。

A
F
P
P
D
は
も
は
や
ア
ジ
ア
だ
け
に

安
住
し
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
先

行
的
発
展
地
域
と
し
て
後
発
の
ア
フ
リ
カ

に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
冷
戦

構
造
の
崩
壊
後
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
は
内

乱
、
難
民
、
貧
困
、
伝
染
病
の
悲
惨
な
状

態
の
連
続
で
あ
る
。
先
輩
国
で
あ
る
ア
ジ

ア
は
後
輩
の
ア
フ
リ
カ
に
対
し
、
積
極
的

な
南
南
協
カ
・
援
助
の
シ
ス
テ
ム
を
ア
フ

リ
カ
の
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
早
急
に
構
築

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
神
戸
会
議
か
ら
生
ま

れ
る
べ
き
発
想
で
あ
る
。
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財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協

会

(
A
P
D
A
)
主
催
の
「
第
十
三
回

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会

議
員
代
表
者
会
議
」
（
後
援
•
兵
庫

県
、
神
戸
市
、
神
戸
都
市
情
報
セ
ン

i芍

タ
ー
、

A
F
P
P
D
.
U
N
F
P
A

・
ー

P
P
F
)
は
、
三
月
十
七
•
十

八
の
両
日
、
神
戸
市
・
国
際
交
流
協

会
会
議
場
に
、
日
本
、
中
国
、
イ
ン

ド
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー

な
ど
十
三
カ
国
の
国
会
講
員
と
国
連

人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
、
国
際
家

族
計
画
連
盟
（
ー

p
p
F
)
な
ど
の
国

際
機
関
代
表
を
含
め
約
七
十
名
が
参

加
し
て
開
か
れ
た
。

゜
「INGON POPULATION ANO DEVELOPMENT 

=APDA= 997 

《
＝
芳
ー
芍
に
》
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第13回人口と開発7ジア国会議員代表者会議開く

開
会
式
は
十
七
日
午
前
十
時
か
ら

行
わ
れ
、
前
田
福
三
郎
・

A
P
D
A

理
事
長
が
主
催
者
挨
拶
、
笹
山
幸
俊

今後の人口問題
解決に

画訓りな_.1i

テ
ー
マ
は
、
「
人
口
•
水
資
源
·

開
発
」
で
、
こ
れ
か
ら
の
人
口
問
題

を
解
決
す
る
上
で
、
地
球
規
模
的
な

範
囲
で
枯
渇
し
つ
つ
あ
る
水
資
源
に

保
健
衛
生
、
食
料
生
産
等
の
観
点
か

ら
ど
の
よ
う
に
取
り
紺
ん
で
い
く
べ

き
か
に
つ
い
て
幅
広
く
論
謙
し
た
。

人
口
問
題
を
論
ず
る
上
で
、
「
水
」

を
テ
ー
マ
に
と
り
上
げ
、
総
合
的
に

議
論
を
展
開
し
た
の
は
今
回
が
初
め

て
で
、
今
後
の
人
口
問
題
解
決
に
画

期
的
な
一
石
を
投
じ
た
会
謙
と
い
え

よ
う
。
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~ -"'"' 
熱心に討議する各国代表

多忙な国会スケジュールを縫って~ 日本国議員団

•
神
戸
市
長
の
歓
迎
挨
拶
、
桜
井
新
・
A
F

P
P
D
（
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
議
長
、
中
山
太
郎
・
国
際

人
口
問
題
講
員
懇
談
会
会
長
（
谷
津
義
男
・

式会
同
懇
談
会
副
幹
事
長
代
読
）
、
ナ
フ
ィ
ス
・

開
サ
デ
ィ
ッ
ク
・

U
N
F
P
A
（
国
連
人
口
基

金
）
事
務
局
長
（
北
谷
勝
秀
•
同
甚
金
上
級
願

問
代
読
）
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
（
別
面
掲
載
）
。

午
前
十
一
時
か
ら
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
っ
た
。

先
ず
、

A
P
D
A
が
平
成
八
年
度
に
厚
生

省
の
委
託
調
査
と
し
て
実
施
し
た
「
ア
ジ
ア

の
人
口
都
市
化
と
開
発
調
査
ー
フ
ィ
リ

ピ
ン
国
」
に
つ
い
て
黒
田
俊
夫
・
日
本
大
学

人
口
研
究
所
名
誉
所
長
が
講
演
。
質
疑
を

行
っ
た
。
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第13回人口と開発アジア国会議員代表者会議開く

講演する黒田俊夫氏（左）と

プラソップ・ラタナコーン議長

人
口
白
書
(State
of 
W
o
r
l
d
 P
o
p
u
l
a
t
i
o
n
 

ア
ジ
ア
諸
国
の
都
市
化
と
開
発

現
在
、
世
界
規
模
で
都
市
化
が
進
行
し
て

い
ま
す
。

U
N
F
P
A
の
一
九
九
六
年
度
の

ー
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
ー

プ

ラ

ソ

ッ

プ

・

ラ

タ

ナ

コ

ー

ン

（

タ

イ

）

1
9
6
9
)

で
は
、
テ
ー
マ
と
し
て
「
都
市
化
」
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。
都
市
化
を
考
え
る
場

合
、
都
市
の
規
模
、
都
市
の
状
態
、
都
市
I

農
村
の
連
関
な
ど
が
頂
要
で
す
。

A
P
D
A

で
は
一
九
九
六
年
八
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
都

市
化
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

世
界
全
体
で
見
る
と
来
世
紀
の
初
め
に
は

二
人
に
一
人
が
都
市
部
に
住
む
と
予
想
さ
れ

て
お
り
、

G
l
o
b
a
l
U
r
b
a
n
i
z
a
t
i
o
n
 (
地
球

の
都
市
化
）
は
来
世
紀
に
向
け
た
項
嬰
な
課

題
の
一
っ
と
し
て
注
意
が
必
要
で
す
。
こ
の

意
味
に
お
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
は
途

上
国
の
都
市
化
の
状
況
を
把
握
す
る
上
で
参

考
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
都
市
化
は
あ
ら
ゆ
る
国
に
お
い
て

生
じ
て
い
る
現
象
で
す
。
人
口
増
加
に
伴
う

都
市
部
の
環
境
悪
化
と
イ
ン
フ
ラ
・
保
健
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
不
足
な
ど
、
各
国
同
じ
よ
う

議

長

な
都
市
化
に
伴
う
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
進
展
レ
ベ
ル
は
国
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
都
市
化
の
過
程
を
先
進
国
と
途
上
国

と
で
比
較
し
た
場
合
、
先
進
国
の
事
例
で
は

都
市
化
が
産
業
化
に
伴
っ
て
進
展
し
ま
し
た

が
、
一
方
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
途
上
国
で

は
産
業
化
の
進
展
の
度
合
い
と
都
市
化
の
進

展
が
別
々
に
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
進
ん
で
い

る
、
と
い
う
違
い
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
途

上
国
で
は
、
都
市
化
の
速
度
が
あ
ま
り
に
も

速
い
た
め
、
産
業
化
が
追
い
つ
か
ず
調
整
が

間
に
合
わ
な
い
と
い
っ
た
状
態
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
の
特
徴
を
述
べ
る
と
、
ま

ず
第
一
に
「
多
文
化
社
会
」
が
挙
げ
ら
れ
、
こ

れ
は
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
大
き
く
違
う
点
で

す
。
人
口
の
面
か
ら
い
え
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

国
の
人
口
は
六
九
0
0
万
人
で
、
中
国
、
イ

ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
に
比
べ
る
と
少
な

い
が
、
ア
ジ
ア
の
国
別
人
口
か
ら
見
れ
ば
比

較
的
人
口
が
多
い
方
と
い
え
ま
す
。
次
に
そ

の
人
口
動
態
を
人
口
転
換
指
数
か
ら
見
る
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
場
合
、
ま
だ

0
•
六
三
と
低

い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
人
口
転
換
指
数

7
 



は
、
出
生
や
死
亡
か
ら
割
り
出
さ
れ
る
近
代

化
の
度
合
い
を
見
る
指
標
で
す
が
、
こ
の
指

数
が
一
に
近
い
ほ
ど
人
口
転
換
が
進
ん
で
い

る
状
態
を
示
し
、

0
に
近
い
ほ
ど
人
口
転
換

が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
示
し
ま
す
。

O・

六
三
と
い
う
数
字
は
ま
だ
四
割
ほ
ど
も
改
善

の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
香
港
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
等
に
比

べ
大
き
く
差
が
開
い
て
い
ま
す
。

都
市
化
の
進
展
の
程
度
か
ら
見
た
場
合
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
比

べ
て
都
市
化
率
が
非
常
に
高
く
、
総
人
口
に

占
め
る
都
市
人
口
比
率
は
五
0
％
以
上
に
上

り
、
ま
た
都
市
化
の
進
展
過
程
も
早
く
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
都
市
化
は
、
都
市

人
口
増
加
の
嬰
因
に
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

と
比
較
し
て
見
た
場
合
、
い
く
つ
か
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
場

合
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
流
入
よ
り

も
、
人
口
の
自
然
増
加
が
都
市
成
長
の
第
一

の
理
由
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
都
市

人
口
増
加
の
第
二
の
理
由
が
行
政
区
分
の
変

更
に
よ
る
都
市
的
地
域
の
拡
大
に
よ
る
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
再
区
分
は
、
こ
れ
ま

で
都
市
的
地
域
に
区
分
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

地
域
が
都
市
的
地
域
に
再
区
分
さ
れ
る
こ
と

で
す
。
最
小
行
政
単
位
で
あ
る
バ
ラ
ン
ガ
イ

が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
、
こ
の
バ
ラ
ン
ガ

イ
の
拡
張
に
伴
い
、
再
区
分
が
行
わ
れ
都
市

人
口
に
含
ま
れ
る
結
果
、
都
市
人
口
が
増
加

し
て
い
る
の
で
す
。
行
政
の
再
区
分
は
、
財

政
的
な
観
点
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
統
計
的
に
も
明
ら
か
で
す
。
都
市

人
口
の
増
加
を
国
全
体
で
見
た
場
合
、
純
移

動
に
よ
る
増
加
が
六
％
に
し
か
な
ら
な
い
の

に
対
し
て
、
自
然
増
加
が
六

0
%
、
再
区
分

が
一
二
五
％
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
も
人
口
が
首
都
に
一

極
集
中
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
人
口

の
分
散
化
を
奨
励
し
て
き
た
よ
う
に
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
お
い
て
も
マ
ニ
ラ
首
都
圏
の
人
口

集
中
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
六
O
I
七
0
年
代

頃
に
は
国
民
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
と
し
て
補

助
金
を
与
え
、
ル
ソ
ン
島
か
ら
他
島
へ
の
移

動
を
勧
奨
し
、
ま
た
行
政
区
分
の
再
区
分
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
で
も
、
三
大
都
市
圏
へ
の
人
口
集
中

を
防
ぐ
対
策
と
し
て
、
新
産
業
都
市
促
進
法

を
制
定
し
、
新
産
業
都
市
と
し
て
二
五
都
市

の
地
域
発
展
の
促
進
を
図
っ
た
経
験
が
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
中
規
模
都
市
に
産
業
基
盤

を
作
り
、
人
口
と
産
業
を
合
わ
せ
て
成
長
さ

せ
る
よ
う
試
み
た
の
で
す
。
こ
の
結
果
一
〇

ー―

1
0
年
後
に
は
、
こ
れ
ら
の
都
市
に
人
口

が
集
中
し
分
散
化
が
達
成
で
き
ま
し
た
。

次
に
地
域
別
都
市
人
口
増
加
率
を
見
る
と

一
九
八

0
年
ー
一
九
九

0
年
の
都
市
人
口
増

加
率
は
、
マ
ニ
ラ
首
都
圏
の
人
口
増
加
率
が

以
前
は
五

・
O
％
程
で
あ
っ
た
も
の
が
一
―
―

・
O

％
程
度
へ
低
下
し
て
き
て
い
る
一
方
、
首
都

周
辺
部
地
域
（
陰
の
都
市
圏
地
域
）
は
、
六
・

-
％
と
都
市
人
口
が
大
き
く
増
加
し
て
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
周
辺
地
域
は
、
首
都
園
に

比
べ
て
税
金
が
安
く
、
比
較
的
イ
ン
フ
ラ
開

発
も
進
ん
で
い
る
た
め
、
人
口
の
吸
引
力
が

あ
る
と
い
え
ま
す
。

最
後
に
今
後
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
の
展
望
を

見
た
場
合
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
の
識
字
率
の
高

さ
が
大
き
な
希
望
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で

識
字
率
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
は

そ
れ
に
見
合
っ
た
十
分
な
成
長
を
見
せ
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
こ
こ
数
年
、
ラ
モ

ス
大
統
領
の
下
で
経
済
成
長
が
進
展
し
、
ア

ジ
ア
地
域
内
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
璽
要

8
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性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ラ
モ
ス
政
権
は
、

↑̂
 

h
i
l
i
p
p
i
n
e
s
 2
0
0
0
"

を
発
表
し
、
識
字
率

の
高
さ
が
今
後
プ
ラ
ス
の
効
果
を
発
揮
す
る

と
見
て
い
ま
す
。
こ
の
政
策
と
あ
い
ま
っ

て
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
は
近
い
将
来
、
タ
イ
や
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
が
め
ざ
ま
し
い
経
済
成
長
を
遂

げ
た
よ
う
に
、
大
き
な
経
済
社
会
成
長
を
逹

成
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
の
で
す
。

こ
の
調
査
実
施
に
あ
た
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

大
学
の
人
口
研
究
所
を
は
じ
め
、
今
調
社
に

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
の
現

地
機
関
、
関
係
者
一
同
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

質

疑

応

答

イ
ン
ド
＂
ク
リ
エ
ン
議
員

都
市
化
は
世
界
的
な
問
題
で
す
。
ア
ジ
ア

諸
国
で
は
都
市
化
が
進
み
、
現
境
等
に
も
強

い
圧
力
を
与
え
て
お
り
、
そ
の
対
策
を
と
る

必
要
性
が
あ
り
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例

は
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
も
応
用
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
＂
コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
議
員

大
変
興
味
深
い
発
表
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
た
だ
、
私
の
理
解
で
は
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
は
依
然
と
し
て
農
村
社
会
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
マ
ニ
ラ
を
中

心
と
し
て
都
市
化
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
他

の
国
に
比
べ
て
農
村
人
口
比
率
が
高
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の

都
市
化
は
農
村
部
か
ら
都
市
へ
の
移
動
に
伴

う
も
の
で
は
な
い
か
と
思
つ
の
で
す
が
い
か

が
で
し
ょ
う
。

黒
田農

村
部
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
が
あ
る

こ
と
は
事
実
で
す
。
こ
の
事
実
に
対
応
す
る

た
め
に
政
府
も
過
度
の
集
中
を
雌
け
る
た
め

の
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
統

計
を
見
る
限
り
こ
の
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
農
村
地
域
か
ら
都
市
へ
流
入
す
る

と
い
う
よ
り
も
、
都
市
内
部
で
の
人
口
の
自

然
増
加
、
そ
し
て
都
市
中
心
部
か
ら
大
都
市

園
の
周
辺
地
区
へ
の
移
動
が
発
生
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
現
在
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
が
定
着

し
て
き
て
い
ま
す
。
大
都
市
圏
に
区
分
さ
れ

て
い
な
い
、
都
市
周
辺
部
を
「
陰
の
都
市
園

フ
ィ
リ
ピ
ン
＂
オ
ス
カ
ー
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
議
員

経
済
成
長
に
つ
い
て
た
い
へ
ん
楽
観
的
な

展
望
を
述
べ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
代
表
の
議
員
と

し
て
ま
ず
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
、
こ
の
都

市
化
の
調
査
は
内
容
が
正
確
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
し
か
し
数
点
コ
メ
ン
ト
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

確
か
に
、
経
済
成
長
が
起
こ
っ
て
行
政
区

分
が
、
農
村
地
域
か
ら
都
市
へ
と
変
化
し
ま

す
。
し
か
し
バ
ラ
ン
ガ
イ
の
レ
ベ
ル
か
ら
急

●
調
査
は
内
容
が
正
確

地
域
」
と
呼
ぶ
の
で
す
が
、
地
域
振
興
策
の

基
に
こ
の
周
辺
地
域
に
首
都
圏
の
都
市
化
が

拡
大
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
ミ
ン
ダ
ナ

オ
島
は
か
つ
て
は
人
口
流
出
元
で
し
た
。
ミ

ン
ダ
ナ
オ
か
ら
と
く
に
ル
ソ
ン
島
へ
の
人
口

移
動
が
激
し
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
も
、
現
在
は
人

口
増
加
が
発
生
し
て
き
て
お
り
、
マ
ニ
ラ
首

都
園
へ
の
一
極
集
中
の
状
況
が
変
化
し
て
き

て
い
ま
す
。

，
 



ペ
ト
ナ
ム
:
ホ
ー
・
ト
ン
・
ズ
ア
ン
謙
員

マ
ニ
ラ
都
市
圏
、
セ
プ
で
都
市
化
が
急
激

に
進
展
し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を
考
え
る

と
き
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
場
合
、
農
村
地
域
の

生
活
現
境
が
非
常
に
厳
し
い
と
い
う
現
実
を

考
慮
に
人
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
都
市
ー
農
村
の
問
題

を
考
え
る
上
で
、
全
体
の
開
発
を
実
現
す
る

●
都
市
開
発
が
先
か

農
村
開
発
が
先
か

に
都
市
地
域
に
区
分
変
更
さ
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
マ
ル
コ
ス
政
権
の
前
期
で
は
私
た
ち

は
大
変
高
い
経
済
成
長
率
を
達
成
し
て
い
た

わ
け
で
す
が
、
後
期
に
な
っ
て
経
済
成
長
が

停
滞
し
、
ま
た
マ
ル
コ
ス
大
統
領
に
よ
る
戒

厳
令
の
布
告
な
ど
が
行
わ
れ
、
時
に
は
マ
イ

ナ
ス
成
長
に
な
る
な
ど
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
経
済

は
沈
滞
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
再
び
ラ
モ
ス

大
統
領
の
下
で
、
民
主
化
と
共
に
高
い
経
済

成
長
を
達
成
し
て
き
て
い
ま
す
。
一
か
月
前

に
出
さ
れ
た
大
統
領
報
告
で
は
八
％
の
経
済

成
長
を
達
成
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

優
先
順
位
を
つ
け
る
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
問
題
で
す
。
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
と
し
て

も
、
農
村
と
都
市
は
強
い
結
び
付
き
が
あ
り

ま
す
。
日
本
の
場
合
は
経
済
発
展
が
最
優
先

で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
は
既
存
の
都

市
基
盤
を
利
用
し
て
、
ま
ず
都
市
を
発
展
さ

せ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
都
市
ー
農
村
格
差

が
拡
大
し
た
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
優
先
順
位
を

つ
け
る
か
と
い
う
こ
と
は
発
展
段
階
に
よ
っ

て
異
な
る
問
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
適
切

な
開
発
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
大
都
市
、

中
都
市
、
農
村
の
す
べ
て
の
地
域
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
開
発
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
、
農

黒
田 •

各
国
独
自
に

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
開
発
を

た
め
に
、
経
済
学
者
に
よ
っ
て
は
、
都
市
の

開
発
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
い
っ
て
行
政

は
農
村
地
域
の
開
発
を
優
先
し
よ
う
と
し
ま

す
。
ど
の
よ
う
に
、
優
先
順
位
を
つ
け
た
ら

よ
い
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

カ
ミ
リ
ア
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
上
院
議
員

都
市
化
の
現
象
は
不
可
避
で
、
経
済
的
開

発
と
社
会
的
開
発
の
両
方
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
都
市
化
の
社
会
的
側
面
に
注

目
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
犯

罪
な
ど
、
規
範
や
伝
統
的
価
値
観
の
崩
壊
が

マ
レ
ー
シ
ア

マ
イ
ナ
ス
を
防
ぐ
方
法
は

●
都
市
化
に
伴
う

村
と
都
市
と
の
あ
い
だ
に
重
要
な
連
携
が
あ

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

確
か
に
、
経
済
活
動
年
齢
人
口
の
人
々
が

都
市
へ
出
稼
ぎ
に
い
く
ほ
う
が
経
済
的
に
見

れ
ば
、
効
率
的
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の

結
果
、
都
市
の
生
活
現
境
の
悪
化
が
引
き
起

こ
さ
れ
、
こ
の
環
境
悪
化
に
よ
り
、
一
部
の

人
々
が
地
方
小
都
市
へ
と
戻
る
、
と
い
う
事

例
を
日
本
は
経
験
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
都
市
と
農
村
の
統
合

的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
前
提
に
、
優
先
順
位
は
各

国
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
各
国
政
府
が
独
自

な
条
件
の
下
で
作
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
、

と
思
い
ま
す
。

/0 
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発
生
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
都
市

化
に
伴
う
経
済
発
展
が
社
会
に
も
た
ら
す
マ

イ
ナ
ス
の
影
響
を
出
さ
な
い
方
法
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

都
市
化
は
、
他
の
途
上
国
に
も
同
様
に
発

生
し
て
い
る
問
題
で
す
。
現
在
、
我
々
は
地

球

村

(
G
l
o
b
a
l

V
i
l
l
a
g
e
)
に
住
ん
で
お

り
、
世
界
の
二

0
％
が
富
ん
で
い
て
、
八
〇

％
が
貧
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

途
上
国
は
先
進
国
に

O
D
A
等
の
援
助
を

頼
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
は

O
D
A
は
非
常
に
限

定
さ
れ
て
い
て
、
途
上
国
側
は
先
進
国
か
ら

の
援
助
に
対
し
て
自
由
に
意
見
や
問
題
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

都
市
化
ー
人
ロ
ー
環
境
な
ど
す
べ
て
の
問

題
は
相
互
に
関
連
し
て
お
り
、
そ
れ
を
解
決

す
る
上
で
財
源
は
非
常
に
大
切
で
す
。

黒
田都

市
の
労
働
力
に
つ
い
て
で
す
が
、
現
在

多
く
の
発
展
途
上
国
の
大
都
市
で
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
事
例
で

は
、
こ
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
を
資

議

長

産
と
し
て
活
か
し
、
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー

に
組
み
込
ん
で
き
て
い
ま
す
。
日
本
の
場
合

も
若
年
労
働
力
が
減
少
し
て
き
て
い
る
中
、

元
気
で
経
験
豊
か
な
中
高
年
労
働
者
を
い
か

に
組
み
込
む
か
、
検
討
の
必
要
性
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

こ
の
あ
と
、
午
後
二
時
半
か
ら
は
、

A
P
D
A
が
平
成
八
年
度
の
農
林
水
産

省
委
託
調
査
と
し
て
実
施
し
た
「
ア
ジ

ア
諸
国
の
農
業
・
農
村
開
発
調
査

I

ラ
オ
ス
国
」
に
つ
い
て
川
野
重
任
•
東

京
大
学
名
誉
教
授
が
講
演
。
質
疑
を

行
っ
た
。

ア
ジ
ア
諸
国
の
農
業
・
農
村
開
発
調
査

ー
ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
段
饒
加
農
業
・
農
村
開
発
基
礎
調
査
ー

ー
ラ
オ
ス
国
ー

コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

調
査
は
一
九
九
六
年
七
月
に
予
備
調
査
、

九
月
に
本
調
雀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
査
の

主
題
は
ラ
オ
ス
の
人
口
問
題
、
家
族
計
画
、

さ
ら
に
農
業
を
中
心
と
し
た
経
済
発
展
の
問

題
を
主
題
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
発
表
で
は
農
業
を
中
心
と
し
た
経

済
発
展
の
問
題
を
中
心
と
し
て
報
告
を
行
い

ま
す
。
ラ
オ
ス
の
問
題
の
重
要
な
と
こ
ろ

は
、
ラ
オ
ス
は
地
理
的
に
海
が
な
く
周
り
を

全
部
外
国
に
囲
ま
れ
た
内
陸
国
と
い
う
こ
と

で
す
。
つ
ま
り
、
北
の
方
は
中
国
並
び
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
東
は
ベ
ト
ナ
ム
、
南
は
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
西
は
タ
イ
と
五
つ
の
国
に
囲
ま
れ

て
い
る
国
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
ラ
オ
ス
の

国
の
動
き
は
周
り
の
国
に
影
響
す
る
点
が
非

常
に
多
い
と
い
う
こ
と
。
の
み
な
ら
ず
、
ラ

オ
ス
は
山
が
非
常
に
多
く
‘

1
0
0
0
m
以

上
の
山
が
国
土
の
八
0
％
以
上
を
占
め
る
と

言
う
山
国
で
す
。
し
か
も
そ
の
、
山
、
谷
、

川
に
遮
ら
れ
て
、
国
が
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で

必
ず
し
も
統
一
体
を
な
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
が
特
色
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
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フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
時
代
に
こ
の
国
は
人

口
が
少
な
く
、
国
土
も
小
さ
い
、
し
た
が
っ

て
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
対
す
る

投
資
は
無
意
味
で
あ
る
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム

そ
の
他
に
比
べ
て
も
も
っ
と
も
、
投
資
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
歴
史
的
事
実
が
今
も
っ
て
強
く
影
響
し
て

い
ま
す
。
現
在
も
、
ラ
オ
ス
全
土
を
結
ぶ
道

路
・
通
信
な
ど
が
徹
底
し
て
欠
如
し
て
い
ま

す
。
中
国
と
の
国
境
付
近
で
は
、
中
国
冗
が

使
用
さ
れ
、
タ
イ
と
の
国
境
付
近
で
は
バ
ー

ツ
が
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
必
ず
し
も
ラ
オ
ス

の
通
貨
が
す
べ
て
の
地
域
で
徹
底
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
大
き
な

特
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
こ
の
国
の
経
済
の
水
準
は
低

く
、
ま
た
、
民
族
的
に
も
六
八
の
部
族
に
分

か
れ
て
お
り
、
ラ
オ
ス
全
体
と
し
て
の
経
済

の
動
き
が
必
ず
し
も
明
確
に
把
握
で
き
な
い

現
状
に
あ
り
ま
す
。

調
賓
の
対
象
と
目
的
で
す
が
、
こ
の
国
の

人
口
の
九

0
％
が
農
林
業
に
従
事
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
林
業
か
ら
得
ら
れ
る

国
民
所
得
は
わ
ず
か
に
六

0
％
以
下
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
農
林
業
所
得
は
低
く
、
国
内

で
食
料
を
自
給
で
き
ず
に
、
輸
入
し
て
い
ま

す
。
輸
入
の
一

0
％
が
食
料
で
す
。
九
0

%

が
農
林
業
人
口
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

白
給
で
き
て
い
な
い
の
で
す
。
輸
出
し
て
い
る

の
は
「
木
製
品
・
木
材
」
「
織
物
」
「
電
力
」
。
木
材

翡
に
よ
っ
て
秤
狂
収
壊
が
進
ん
で
い
ま
す
。

人
口
の
約
二

0
％
が
山
腹
に
、
六
0
％
が

メ
コ
ン
川
流
域
に
居
住
し
、
残
り
の
二

0

%

が
山
頂
地
域
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
山

腹
に
居
住
し
て
い
る
農
耕
民
が
山
林
を
焼
き

払
い
、
そ
の
灰
を
肥
料
と
し
て
移
動
し
な
が

ら
、
陸
稲
そ
の
他
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
傾
斜
地
で
焼
畑
農
業
が

行
わ
れ
る
こ
と
で
、
雨
が
降
っ
た
場
合
に
、

洪
水
や
土
壌
劣
化
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

土
中
栄
養
素
が
流
出
し
森
林
の
再
生
が
非
常

に
困
難
に
な
る
、
と
い
う
問
題
が
起
こ
っ
て

き
ま
す
。
こ
の
森
林
阪
壊
の
防
止
は
、
単
に

ラ
オ
ス
一
国
の
菫
嬰
な
問
題
で
は
な
い
。
周

り
の
国
々
と
っ
て
ラ
オ
ス
の
森
林
破
壊
が
大

変
な
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

ラ
オ
ス
国
の
森
林
保
全
が
周
辺
国
の
電
力
、

水
の
安
定
確
保
、
洪
水
防
止
な
ど
に
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

問
題
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
移
動
耕
作
に

よ
っ
て
発
生
す
る
森
林
破
壊
を
い
か
に
防
ぐ

か
と
い
う
問
題
。
も
う
―
つ
の
問
題
は
六

0

％
の
人
口
が
住
ん
で
い
る
メ
コ
ン
川
流
域
の

平
原
の
米
の
生
産
性
が
低
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
生
産
性
は
、
日
本
の
半
分
以
下
で

す
。
こ
の
水
田
農
業
の
生
産
性
を
い
か
に
高

め
る
か
。
こ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
で
米
の
輸

人
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
い

か
に
実
現
す
る
か
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て

き
ま
す
。
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最
初
の
課
題
の
森
林
破
壊
は
、
移
動
耕
作

に
よ
る
焼
畑
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
北
部
山
岳
地
域
で
人

口
増
加
が
生
じ
、
移
動
耕
作
の
頻
度
が
高
く

な
り
、
土
壌
流
出
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
必
ず
し
も
環
境
破
壊
的
で
は
な
か
っ
た

焼
畑
が
環
境
破
壊
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
問

題
を
生
み
出
す
の
で
す
。
し
た
が
い
ま
し

て
、
こ
の
問
題
を
ど
う
防
ぐ
か
、
が
課
題
と

な
り
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
期
間
的
に
も
限
定
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
こ
の
限
定
の
中
で
、
調
査
を

行
う
た
め
に
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
か
ら
航
空

機
で
交
通
の
便
が
よ
い
ル
ア
ン
・
パ
バ
ン
県

を
調
査
対
象
地
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

こ
の
移
動
耕
作
の
頻
度
が
上
が
り
、
休
閑

期
間
が
短
く
な
り
、
焼
畑
が
環
境
破
壊
的
な

も
の
と
な
る
の
は
、
そ
の
地
域
の
農
業
の
生

産
性
が
低
い
た
め
で
す
。
生
産
性
が
低
い
た

め
、
土
地
が
集
約
的
に
利
用
で
き
ず
、
他
に

方
法
が
な
い
た
め
に
移
動
耕
作
の
期
間
を
短

く
す
る
結
果
、
土
壌
流
出
が
生
じ
て
き
て
い

る
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
実
情
を
把
握
し
、
解
決

法
を
見
出
す
た
め
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
調
行
を
行
う
上
で
、
調
査
対
象
地
を
選

定
し
ま
し
た
。
ま
ず
ル
ア
ン
・
パ
バ
ン
県
の

農
業
部
の
ご
協
力
を
得
て
、
対
象
地
域
の
六

か
村
長
に
対
す
る
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
も
と
に
、
村
民
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
を

行
う
二
か
村
を
選
定
し
ま
し
た
。
こ
の
二
か

村
は
、

日
幹
線
か
ら
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の

幹
線
に
近
い
村
。

口
幹
線
か
ら
二

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い

の
幹
線
に
遠
い
村
。

と
い
う
特
色
を
持
っ
た
村
で
す
。
こ
の
二
か

村
で
農
民
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

ラ
オ
ス
の
場
合
、
道
路
か
ら
の
距
離
で
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
す
べ
て
が
規
定

し
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
道
路

の
制
約
に
よ
っ
て
農
業
投
入
物
、
肥
料
や
農

薬
な
ど
の
人
手
が
限
定
さ
れ
、
さ
ら
に
生
産

物
の
販
売
も
制
限
さ
れ
る
の
で
す
。

農
業
の
発
展
・
経
済
の
発
展
に
は
道
路
や

橋
の
整
備
が
是
非
必
要
で
す
。
道
路
や
橋
が

あ
れ
ば
、
指
導
者
も
訪
問
し
や
す
く
な
り
、

農
業
生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
移
動
耕
作
を
い
か
に
減
ら
す
か
と
い
う

問
題
を
考
え
る
場
合
に
も
こ
の
問
題
は
童
要

で
す
。
も
と
も
と
、
移
動
農
業
を
行
っ
て
い

る
人
々
の
耕
作
面
積
は
、
単
位
当
た
り
収
量

の
高
い
メ
コ
ン
川
流
域
の
水
田
よ
り
小
さ

い
。
単
位
当
た
り
収
量
も
水
田
よ
り
低
く
、

収
穫
が
不
安
定
で
条
件
が
悪
い
。
ま
た
同
地

域
の
人
口
増
加
率
は
高
い
。
な
ど
の
条
件
が

そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
品

種
改
良
、
農
薬
、
肥
料
の
使
用
等
が
生
産
力

を
高
め
る
た
め
に
重
要
で
す
が
、
そ
の
た
め

に
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
こ
の
場
合
に
も
特
に

必
要
と
な
る
の
で
す
。

移
動
耕
作
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、
ラ
オ

ス
政
府
は
土
地
の
利
用
区
分
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
生
産
性
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
集
中
的
な
利
用
を
限
ら

れ
た
地
域
の
中
で
行
う
し
か
な
い
た
め
に
、

農
民
は
移
動
の
頻
度
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
の
で
す
。

ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
比
較
で

す
が
、
ネ
パ
ー
ル
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
水

や
土
の
漏
出
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
努
力
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ラ
オ
ス
に
は
そ
の
投

資
余
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、
移
動

耕
作
を
減
ら
す
に
は
移
動
耕
作
を
行
っ
て
い
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る
農
家
を
メ
コ
ン
流
域
の
水
田
農
業
の
生
産

性
を
高
め
、
そ
の
地
域
へ
の
移
動
を
行
う
こ

と
も
考
慮
し
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
平
原
地
帯
の
水
田
の
改

善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ラ
オ
ス

の
恒
常
的
耕
地
は
国
土
面
積
の
四
％
で
日
本

の
十
数
％
に
比
べ
て
も
極
め
て
低
い
も
の
で

す
。
新
た
な
恒
常
的
農
地
を
開
発
す
る
こ
と

は
国
土
の
地
理
的
な
条
件
か
ら
い
っ
て
も
な

か
な
か
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

こ
の
四
％
の
土
地
を
も
っ
と
集
約
的
に
利
用

し
生
産
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
恒
常
的
農
地
に
対
す
る

灌
漑
は
不
十
分
で
、
恒
常
的
人
工
灌
漑
が
で
き

て
い
る
の
は
二
％
に
過
ぎ
ず
、
残
り
の
九
八
％

は
不
安
定
な
天
水
田
で
収
量
も
不
安
定
で
す
。

こ
の
溜
漑
設
備
は
メ
コ
ン
川
か
ら
灌
漑
用

水
を
引
き
入
れ
る
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
ポ
ン
プ
湘
漑
で
も
水
路
灌
漑

で
も
資
金
が
必
要
で
す
。
資
金
が
な
け
れ

ば
、
雨
水
に
依
存
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
生
産
が
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

ラ
オ
ス
は
、
社
会
主
義
の
国
と
し
て
、
生

産
か
ら
消
費
ま
で
政
府
が
す
べ
て
を
決
め
て

い
ま
し
た
。
こ
の
ラ
オ
ス
が
‘

1
0
年
前
か

ら
、
新
経
済
政
策
を
打
ち
出
し
、
社
会
主
義

計
画
経
済
を
止
め
て
市
場
経
済
化
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
市
場
経
済
化
と
い
う
こ
と
は
、
農
産

物
の
値
段
を
消
費
者
が
決
め
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
物
の
値
段
が
需
要
と
供
給
の
均
衡
の

中
で
決
定
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
需
要

が
増
大
す
れ
ば
生
産
も
増
大
し
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
市
場
経
済
化
を
し
て
も
道
路
が

な
け
れ
ば
、
物
も
情
報
も
運
べ
ま
せ
ん
。
こ

の
均
衡
を
成
立
さ
せ
、
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
に
は
、
や
は
り
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
の
整
備
が
も
っ
と
も
重
要
に
な
っ
て

く
る
の
で
す
。

社
会
主
義
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済
制
度

へ
の
移
行
期
に
あ
る
国
で
は
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
よ
い
か
を
模
索
中
の
状
態
に
あ
り
ま

す
。
現
実
的
に
は
、
経
済
体
制
の
転
換
を

図
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
国
は
ま
だ
市
場
経

済
化
の
コ
ー
ス
に
乗
っ
て
ま
せ
ん
。
こ
の
問

題
を
改
善
す
る
た
め
の
方
策
を
い
く
つ
も
各

国
政
府
が
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
問
題
は
、
そ

れ
を
い
か
に
実
現
す
る
か
で
す
。

一
九
八
六
年
ラ
オ
ス
国
が
新
経
済
政
策
を

採
用
し
て
以
降
、
日
本
は
援
助
を
始
め
ま
し

た
。
こ
の
一

0
年
間
の
日
本
か
ら
ラ
オ
ス
国

に
対
す
る
無
償
援
助
は
「
四
五

0
億
円
」
に

上
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
金
額
は
ラ
オ
ス
人

口
が
四
六

0
万
人
と
す
れ
ば
、
人
ロ
一
人
当

た
り
一
万
円
に
も
上
る
金
額
で
す
。
一
九
九

五
年
に
も
四
五
億
円
程
度
の
供
与
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
援
助
は
、
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
空
港
の
構

築
、
国
道
一
三
号
線
な
ど
の
幹
線
道
路
の
橋

の
補
修
に
使
用
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
国
政

府
も
ラ
オ
ス
国
の
抱
え
る
問
題
を
把
握
し

て
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
資
金
を
供
与
し
て
い

る
の
で
す
。
ラ
オ
ス
国
の
開
発
に
関
し
て
は

イ
ン
フ
ラ
が
極
め
て
重
要
で
す
。

ま
た
、
人
的
協
力
の
面
で
は
、
今
ま
で
に

ラ
オ
ス
か
ら
専
門
家
七
四
二
人
が
日
本
に
来

て
研
修
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
二
五
八
人
の

専
門
家
が
日
本
か
ら
訪
問
し
て
い
ま
す
。
ラ

オ
ス
国
政
府
か
ら
の
調
査
依
頼
に
基
づ
き
政

府
委
託
の
調
査
団
も
一

0
0
0
人
が
訪
問

し
、
各
種
調
蒼
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
一
九
九
五
年
―
一
月
か
ら
一
九
九
七
年

1
0
月
ま
で
の
二
年
間
、
農
業
発
展
を
阻
害

し
て
い
る
原
因
の
特
定
を
行
い
、
具
体
的
な

,4 
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改
善
方
法
の
検
討
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
依
頼
に
基
づ

き
、
日
本
は
農
村
開
発
、
林
業
保
全
等
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
村
開
発
な
ど
に
今
後
五
年
間
協
力
を
続
け

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

移
動
耕
作
の
も
と
で
人
口
が
増
え
、
も

し
、
十
分
な
管
理
が
な
け
れ
ば
、
森
林
伐
採

を
行
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
環
境
破
壊
が
発

生
し
ま
す
。
こ
の
環
境
破
壊
の
影
響
は
単
に

ラ
オ
ス
国
に
止
ま
ら
ず
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ

イ
も
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
周
り
の
国
々
が
一
体
と
な
っ
て

協
力
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
国
際
協

力
が
必
要
に
な
る
の
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
協
力
が
効
果
を
発
揮
す

る
た
め
に
は
、
ラ
オ
ス
の
人
々
が
ど
の
よ
う

な
意
識
の
下
で
、
行
動
し
て
い
る
の
か
を
知

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ど
れ
く
ら
い
、
外
か

ら
の
援
助
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

か
。
ど
の
く
ら
い
自
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る

か
。
さ
ら
に
、
ラ
オ
ス
の
人
々
が
社
会
主
義

下
で
の
依
存
心
を
ど
の
程
度
脱
却
し
て
い
る

か
が
頂
要
な
調
査
検
討
課
題
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
水
田
地
帯
の
生
産

イ
ン
ド
＂
マ
ハ
ジ
ャ
ン
議
員

計
画
経
済
が
山
岳
地
帯
の
人
々
に
ど
の
よ

●
森
林
伐
採
の
防
止
策
は

I

力
を
調
べ
、
移
住
が
可
能
か
ど
う
か
を
調
べ

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
は
ま
だ
ま
だ
部
分
的
な
も
の
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

ラ
オ
ス
の
発
展
の
た
め
に
は
、
ど
こ
に

行
っ
て
も
ラ
オ
ス
の
言
葉
が
通
じ
、
ラ
オ
ス

の
貨
幣
が
使
え
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ラ
オ
ス
の
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
イ

ン
ド
シ
ナ
地
域
の
ほ
か
の
国
も
影
響
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
は
ラ
オ
ス

の
開
発
を
放
棄
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
現

在
、
共
通
に
ア
ジ
ア
と
し
て
の
協
力
が
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ラ
オ
ス
の
農
業
開

質

疑

応

答

発
、
人
口
問
題
、
現
境
保
全
は
そ
の
た
め
の

事
例
で
あ
り
ま
す
。

Ill
耕
地
の
効
率
的
利
用
が
カ
ギ

う
な
影
響
を
与
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た

山
岳
地
帯
に
適
切
な
穀
物
が
あ
る
と
思
う
の

で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
作
物
が
適
合
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

確
か
に
森
林
伐
採
は
よ
く
な
い
が
、
食
べ

る
も
の
が
な
け
れ
ば
伐
採
す
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
森
林
伐
採
を
止
め
さ

せ
る
に
は
、
代
替
策
が
必
要
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
、
国
民
一
人
当
た
り

-
O
O
U
S
S
と
い
う
O
D
A
が
出
て
い
る

の
に
そ
れ
を
泄
漑
に
使
っ
て
い
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
焼
畑
地
域
に
適
合
し
た
品
種
改

良
が
直
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

川
野移

動
耕
作
に
つ
い
て
の
ご
質
問
と
森
林
破

壊
に
つ
い
て
の
ご
質
問
は
同
じ
観
点
か
ら
答

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の

地
域
で
の
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
森
林
破
壊
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

環
境
破
壊
が
生
じ
る
の
は
耕
地
の
効
率
的
利

用
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
単
位
面
積
当
た

り
の
収
量
が
増
加
し
な
い
か
ら
現
境
破
壊
が
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引
き
起
こ
さ
れ
る
の
で
す
。
移
動
耕
作
地
に

お
け
る
灌
漑
は
可
能
で
す
が
費
用
が
か
か
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
栽
培
品
種
な
ど
も
改

善
可
能
で
す
が
、
現
在
、
酉
側
の
協
力
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
十
分
導
入
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
耕
地
の

効
率
的
利
用
が
で
き
、
収
量
が
高
ま
れ
ば
、

移
住
の
必
要
性
は
な
く
な
る
の
で
す
。

ま
た
、
森
林
保
全
と
は
い
っ
て
も
森
林
を

放
置
し
て
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
森
林
を
枝
打
ち
し
、
下
草
を
払
う
な
ど

の
管
理
が
必
要
で
、
そ
れ
を
十
分
に
行
う
こ

と
で
生
産
性
の
高
い
森
林
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
現
在
あ
る
恒
常
的
耕
地
を
拡

張
す
る
こ
と
は
困
難
で
も
、
も
っ
と
高
度
利

用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
恒
常
耕
地
だ
け
で
も
灌
漑
を
導
人
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
十
分
な
イ
ン
フ
ラ
が
実

現
で
き
れ
ば
種
子
の
選
択
な
ど
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
も
し
、
恒
常
的
農
地
だ
け
で
も

そ
の
生
産
性
を
二
倍
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
食
糧
輸
入
が
必
要
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の

程
度
の
増
産
は
、
先
進
国
で
は
す
で
に
経
験

が
あ
り
、
十
分
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
資
金

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

ペ
ト
ナ
ム
＂
ポ
ー
・
ト
ン
・
ズ
ア
ン
議
員

ラ
オ
ス
の
農
業
に
関
し
て
、
私
自
身

U
N

D
P
な
ど
の
調
査
団
に
加
わ
っ
て
、
調
査
を

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
農
業
投
入

物
を
増
や
す
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

U
N

D
P
な
ど
が
や
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
現

状
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
移
動
耕
作
を
止
め

さ
せ
る
た
め
の
調
社
も
数
多
く
行
っ
て
お
り

ま
す
が
現
実
的
に
は
あ
ま
り
改
善
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。

ラ
オ
ス
の
農
業
発
展
を
も
っ
と
も
阻
ん
で

い
る
の
は
人
的
資
源
の
不
足
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
ラ
オ
ス
の
開
発
を
行
う
場
合
、
人
的

資
源
の
検
討
を
ま
ず
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

川
野人

的
協
力
に
つ
い
て
で
す
が
、
日
本
国
政

府
の
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、
ラ
オ
ス
か
ら
日

本
に
来
て
研
修
を
受
け
た
方
が
七
四

0
名、

日
本
か
ら
教
え
に
行
っ
た
専
門
家
が
二
百
数

十
名
、
ま
た
私
ど
も
の
よ
う
な
調
賓
で
ラ
オ

ス
を
訪
問
し
た
人
が
一

0
0
0
名
に
も
上
っ

●
人
的
資
源
の
検
討
が
重
要

タ
イ
＂
ソ
ン
ワ
ス
デ
ィ
議
員

ラ
オ
ス
の
開
発
を
図
る
場
合
、
ご
指
摘
の

と
お
り
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
タ
イ
も
ル
ア
ン
・
パ
バ
ン
空
港

整
備
事
業
へ
の
援
助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
道
路
網
の
拡
充
も
不
可
欠
で
す
。
現

●
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要

て
い
ま
す
。

日
本
に
来
て
研
修
を
受
け
た
ラ
オ
ス
の

方
々
が
、
何
を
学
ん
で
い
っ
た
か
。
私
自
身

そ
の
報
告
を
ぜ
ひ
知
り
た
い
と
思
い
ま
す

し
、
専
門
家
の
派
遣
に
つ
い
て
も
ど
の
よ
う

な
結
果
が
出
た
の
か
知
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

農
業
開
発
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
に
つ
い

て
は
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
し
か
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
農
業
開
発
に
し
ろ
、
農

業
投
人
物
を
利
用
す
る
に
せ
よ
、
試
験
研

究
、
農
業
普
及
で
あ
る
に
せ
よ
、
す
べ
て
人

間
が
行
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
人
間
資
源
開
発

が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
ま
っ
た
＜
効
果
を
発

揮
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
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講演する内嶋善兵衛氏

議

長

ハ
オ
・
イ
・
チ
ュ
ン
（
中
国
）

在
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
タ
イ
11
ラ
オ
ス
国

際
橋
梁
の
設
置
に
同
意
し
、
タ
イ
と
ラ
オ
ス

を
つ
な
ぐ
第
二
、
第
三
の
橋
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
橋
が
作
ら
れ
て
も
使
わ

『
水
•
生
物
・
人
間
』

れ
て
い
な
い
の
で
す
。
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す

る
と
同
時
に
そ
れ
を
ど
う
利
用
す
る
か
と
い

う
ソ
フ
ト
面
で
の
拡
充
が
重
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

午
後
三
時
四
十
五
分
か
ら
は
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
で
あ
る
「
水
」
問
題
に
移
り
、

「
地
球
環
境
と
水
資
源
」
と
題
し
、
内
嶋
善
兵
術
•
宮
崎
公
立
大
学
人
文
学
部
長

が
講
演
、
質
疑
を
行
っ
た
。

I

地
球
環
境
と
水
資
源
ー
i

地
球
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

は
太
陽
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
依
存
し
て
い

る
。
地
表
面
に
届
い
た
太
陽
か
ら
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
0
・
1
％
が
植
物
に
よ
っ
て
固
定
さ

れ
る
。
こ
れ
は
、
地
球
上
層
部
に
到
達
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一

0
万
分
の
一
の
量
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
、
人
類
は
植
物
の

使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一

0
倍
を
工
業
に

よ
っ
て
使
用
し
て
い
る
。
ど
う
し
て
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
可
能
か
と
い
え
ば
、
過
去
に
蓄

積
さ
れ
た
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
化
石
燃

料
の
使
用
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

「
水
」
と
い
う
観
点
か
ら
述
べ
る
な
ら
ば
、

水
は
化
学
的
反
応
の
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
あ

り
、
物
理
的
な
過
程
の
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
で

あ
る
。
ま
た
、
水
蒸
気
と
い
う
形
で
、
太
陽

か
ら
の
紫
外
線
の
防
御
幕
と
し
て
の
機
能
を

持
つ
。
温
度
の
保
存
媒
体
で
あ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
質
量
の
保
存
媒
体
で
あ
る
。

ま
た
水
は
生
命
に
と
っ
て
資
源
で
あ
り
、

環
境
で
あ
り
、
居
住
空
間
と
し
て
の
多
面
的

な
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
水
資
源
の
質

が
人
類
の
活
動
に
よ
っ
て
劣
化
が
起
こ
っ
て

き
て
い
る
。
地
球
上
に
お
け
る
水
の
存
在
を

考
え
て
み
る
と
、
海
水
は
陸
上
生
物
に
と
っ

て
ほ
と
ん
ど
利
用
不
能
。
そ
し
て
淡
水
資
源

は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
氷
の
中
に
あ
る
。
ま

た
、
淡
水
の
三
0
％
が
地
下
水
の
形
で
保
存

さ
れ
て
い
る
。
大
気
中
に
存
在
し
て
い
る
水

は
わ
ず
か
一

0
日
分
に
匹
敵
す
る
程
度
し
か

な
い
。
大
気
中
の
循
環
が
あ
る
か
ら
後
の
一
―
―

0
0
日
以
上
の
天
候
が
支
え
ら
れ
て
い
る
。

地
球
上
を
平
均
し
て
み
る
と
年
間
八
0
0

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
降
雨
が
あ
る
。
そ
の
中
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で
、
平
均
四
八
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
が
大
気
中

に
蒸
散
し
、
地
表
面
を
流
れ
出
る
三
一
五
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
だ
け
が
農
業
用
や
、
飲
料
用
と

し
て
使
用
可
能
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
大
気
の
状
態
と
植
物
生
産
に
着

い
て
述
べ
て
み
る
。
こ
こ
で
阻
要
な
概
念
と

な
っ
て
く
る
も
の
が
「
放
射
乾
燥
度
」
と
い
う

概
念
で
あ
る
。
こ
の
数
値
が
「
一
」
よ
り
小
さ

い
地
域
は
水
が
湿
潤
で
あ
る
と
い
え
、
「
七
」

以
上
は
砂
漠
地
帯
と
な
る
。
こ
の
尺
度
で
見

る
と
地
球
上
で
植
物
生
産
の
で
き
る
地
域
が

限
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
水
不
足
の
一
番
の

問
題
は
、
自
然
条
件
と
し
て
「
水
」
の
少
な
い

地
域
に
人
口
増
加
の
著
し
く
高
い
途
上
国
が

位
置
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、

放
射
乾
燥
度
と
植
物
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
変
換
効
率
を
考
え
て
み
る
。
こ
れ
は
乾

燥
の
度
合
い
と
植
物
が
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

固
定
し
生
産
す
る
効
率
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
変
換
効
率
、
つ
ま
り
植
物
の
牛
産
性
は
放

射
乾
燥
度
が
「
一
•
五
」
以
上
に
な
る
と
そ
の

変
換
効
率
が
落
ち
る
こ
と
に
な
る
。

乾
燥
度
と
植
物
の
生
産
性
と
い
う
点
か
ら

い
え
ば
、
人
間
が
介
在
し
な
い
場
合
、
逆
相

関
ぐ
ら
い
で
対
応
す
る
。
つ
ま
り
乾
燥
度
が

高
く
な
れ
ば
そ
れ
に
比
例
し
て
生
産
性
が
落

ち
て
い
く
。
し
か
し
、
人
間
が
介
在
す
る
こ

と
で
こ
の
割
合
が
悪
く
な
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
人
類
は
自
然
が
用
意

し
た
農
業
適
地
を
利
用
し
て
農
業
生
産
を
行

う
し
か
な
い
。
現
在
こ
の
農
業
適
地
は
ほ
と

ん
ど
開
発
し
尽
く
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の

増
産
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

人
間
は
土
地
利
用
を
除
い
た
全
植
物
の
中

で
一
五
％
を
利
用
し
、
使
用
で
き
な
い
部
分

を
除
い
た
そ
の
植
物
生
産
の
二
五
％
を
使
っ

て
い
る
。

現
在
、
淡
水
資
源
に
圧
迫
を
加
え
て
い
る

水
の
使
用
の
中
で
は
農
業
用
水
の
利
用
が
最

も
大
き
い
。
特
に
一
九
五

0
年
以
降
急
激
に

増
え
て
い
る
。

蒸
発
量
の
季
節
的
偏
り
が
あ
る
。
中
緯
度

地
域
で
は
一
般
的
に
い
っ
て
土
壌
水
分
が
不

足
す
る
。
ア
ジ
ア
の
場
合
そ
の
主
嬰
部
分

は
、
冬
期
の
雨
が
少
な
く
、
夏
期
に
雨
が
補

充
さ
れ
る
。

農
業
生
産
か
ら
い
え
ば
、
畑
作
の
場
合
、

土
壌
中
の
水
分
が
八

0
％
の
と
き
、
そ
の
生

産
性
は
最
大
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
安
定

し
た
生
産
を
行
お
う
と
す
れ
ば
、
農
業
技

術
、
濯
漑
が
最
重
要
と
な
る
。
し
か
し
、
そ

の
灌
漑
の
結
果
、
乾
燥
地
域
で
は
塩
類
蓄
積

が
生
じ
る
。
イ
ン
ド
で
は
二

0
0
0
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
地
球
上
の
全
塩
類
集
積
地
の
三
六

％
を
占
め
て
お
り
、
同
様
に
中
国
は
一
五
％

を
占
め
て
い
る
。
現
在
、
灌
漑
用
水
の
取
水

に
よ
り
中
緯
度
地
域
の
現
境
が
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
中
央
ア
ジ
ア
に

位
置
す
る
ア
ラ
ル
海
で
は
、
一
九
六

0
年
に

は
そ
の
最
深
部
水
位
が
五
三

m
あ
っ
た
も
の

が
、
一
九
九

0
年
に
は
三
三

mと
浅
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
ア
ラ
ル
海
そ

の
も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
原
因
は

ア
ラ
ル
海
に
流
れ
込
む
シ
ル
ダ
リ
ヤ
川
と
ア
ム

ダ
リ
ヤ
川
が
綿
花
の
栽
培
や
小
麦
の
栽
頒
3

た

め
の
灌
漑
に
よ
っ
て
取
水
し
尽
く
さ
れ
、
水

が
流
人
し
な
く
な
っ
た
結
果
な
の
で
あ
る
。

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
水
の
性
質
と
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
非
常
に
良
く
解
か

し
こ
ん
で
流
れ
て
く
る
と
い
う
性
質
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
人
間
の
活
動
に
よ
っ
て

水
を
使
う
こ
と
で
そ
の
水
は
汚
れ
て
い
き
、

利
用
不
可
能
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
数
十
年
の
気
候
の
変
化
は
非

常
に
激
し
い
。
過
去
一
•
五
万
年
間
に
お
け

18 
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●
な
ぜ
塩
害
が

る
温
度
上
昇
の
数
十
倍
を
記
録
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
気
候
の
温
暖
化
に
よ
っ
て
蒸
発

力
が
増
え
、
土
填
水
分
が
減
少
し
、
乾
燥
化

が
進
む
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
温
度

変
化
に
伴
う
、
蒸
散
量
の
変
化
と
、
降
雨
量

の
予
測
が
ま
だ
あ
ま
り
確
定
し
て
い
な
い
の

で
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
は
は
っ
き
り
と
は

言
え
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
淡
水
資
源
は
非
常
に

限
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
水
は
人
間
だ
け
の

も
の
で
は
な
い
。
地
球
上
の
す
べ
て
の
生
物

が
等
し
く
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
水
中

で
生
活
し
て
い
る
生
物
に
と
っ
て
は
生
活
頂

境
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
水
の
持
つ
多
面

性
の
視
点
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

質

疑

応

答

イ
ン
ド
~
ク
リ
エ
ン
議
員

塩
害
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
た
く
思
い

ま
す
。
塩
害
被
害
を
受
け
て
い
る
土
壊
面
積

国
際
的
に
水
収
支
を
ど
の
よ
う
に
し
て
改

I
i
i
灌
漑
農
業
で
は

避
け
ら
れ
な
い
結
果

は
イ
ン
ド
が
最
大
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ど

う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

内
嶋塩

害
は
、
乾
燥
地
、
半
乾
燥
地
に
お
け
る

灌
漑
農
業
に
不
可
避
な
結
果
で
す
。
水
が
溶

解
し
た
塩
分
が
乾
燥
地
気
候
の
な
か
で
、
そ

の
水
分
が
蒸
散
し
塩
分
が
高
ま
っ
て
し
ま
い

ま
す
。通

常
小
麦
を
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
で
栽

培
す
る
の
に
必
要
な
水
が
三
0
0
0
ト
ン
な

の
で
す
が
、
こ
の
問
題
の
改
善
の
た
め
に
塩

類
を
除
洗
（
リ
ー
チ
ン
グ
）
し
な
が
ら
農
業
を

行
お
う
と
す
る
と
、
六
0
0
0
ト
ン
の
水
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
除
洗
の
た
め
の
水

を
ど
う
す
る
か
、
そ
し
て
ま
た
高
い
濃
度
の

塩
分
を
摂
り
込
ん
だ
排
水
を
ど
う
す
る
か
も

問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア

内
嶋「

水
」
を
考
え
る
際
に
は
、
私
た
ち
は
非
常

に
身
勝
手
な
考
え
方
を
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
「
水
」
を
必
嬰
と
し
て
い
る
の
は
人
間
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
棲
生
物
に
と
っ
て

は
居
住
空
間
で
あ
り
、
様
々
な
機
能
を
持
っ

て
い
ま
す
。
水
の
持
つ
、
資
源
・
環
境
・
居

住
空
間
と
し
て
の
機
能
を
い
か
に
調
整
す
る

か
が
菫
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
水
を
汚
染
し
な
い
で
使
う
方
法
を
技
術

的
に
開
発
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ア
ジ
ア

の
場
合
、
降
水
量
の
季
節
的
な
変
動
が
大
き

い
と
い
う
特
色
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
変
動
を

い
か
に
平
準
化
す
る
か
が
、
農
業
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る
上
で
菫
要
な
役
割
を
持
つ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
現
実
的
に
は
、
乾
期
に
水
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
農
業
池
を
い
か
に
網
の

目
の
よ
う
に
使
う
か
が
菫
要
だ
と
思
い
ま

す
。
巨
大
な
ダ
ム
は
環
境
へ
の
影
響
が
大
き

く
あ
ま
り
促
進
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま

す。 •
キ
メ
細
か
い
農
業
池
の
利
用
を

善
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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農
業
生
産
に
お
け
る
脅
威
と
し
て
土
壌
劣

化
、
淵
水
•
塩
害
•
酸
性
化
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
土
壌
肥
沃
度
つ
ま
り
、
土
中
有
機
物

•
土
壌
栄
養
素
の
減
少
も
農
業
生
産
を
制
約

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
補
う
た
め

に
、
肥
料
を
補
充
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
が
、
米
の
場
合
一
六
の
栄
養
素
が
必
要

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
民
は
窒
素
し

か
施
肥
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
農
薬
も
農
業
生

産
性
を
上
げ
る
の
に
不
可
欠
で
す
が
、
農
薬

議

長

イ

ブ

ラ

ヒ

ム

・

ア

リ

（

マ

レ

ー

シ

ア

）

二
日
目
の
十
八
日
は
午
前
九
時
か
ら
「
持
続
可
能
な
農
業
開
発
と
水
資
源
」
と

題
し
、
ポ
ー
・
ト
ン
・
ズ
ア
ン
・
ペ
ト
ナ
ム
国
会
議
員
（
カ
ン
ト
ー
大
学
教
授
）

が
講
演
、
質
疑
を
行
っ
た
。

水
資
源
と
持
続
可
能
な
農
業
開
発

二

H
H
(
3
/
1
8
)
 

内
嶋

フ
ィ
リ
ピ
ン

お
話
に
従
え
ば
、
将
来
的
に
は
大
洋
が
乾

燥
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

は
じ
め
に
も
お
話
し
し
ま
し
た
と
お
り
、

地
球
上
の
水
は
循
環
し
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
海
洋
が
干
上
が
る
よ
う
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
地
球
の
温
暖
化
が
進

む
こ
と
で
、
ニ
―

0
0
年
頃
に
は
約
六

0
セ

ン
チ
海
水
位
が
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
上
昇
の
大
部
分
は

温
度
が
上
が
り
海
の
水
が
膨
張
す
る
こ
と
で

引
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
ほ
か

は
氷
山
の
氷
が
解
け
て
流
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

の
過
剰
散
布
に
よ
っ
て
益
虫
ま
で
殺
し
、
耐
性

を
付
け
た
害
虫
だ
け
が
大
量
発
生
し
た
り
、
こ

れ
ま
で
、
害
虫
と
し
て
考
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
も
の
が
、
害
虫
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
種
子
の
耐
性
の
劣
化
な
ど
も
生
じ

て
き
ま
す
。
農
業
生
産
を
行
う
場
合
、
こ
の

よ
う
に
様
々
な
克
服
す
べ
き
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
水
の
質
•
量
・
管
理
が
非
常
に
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
先
程
、
内
嶋
先
生
の
ご

講
演
の
中
で
、
地
球
上
の
淡
水
資
源
の
量
に

つ
い
て
厳
密
な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
理

解
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
地
球
上
全
体
の

水
を
四
リ
ッ
タ
ー
の
ビ
ン
に
人
っ
た
状
態
と

み
な
し
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
淡
水
は
テ
ィ
ー

ス
プ
ー
ン
一
杯
程
度
し
か
な
い
の
で
す
。

現
在
水
の
使
用
が
急
激
に
増
え
て
い
ま

す
。
現
代
人
は
平
均
四

0
0
リ
ッ
ト
ル
を
一

日
で
消
費
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
水
の

消
費
は
所
得
と
深
い
関
連
が
あ
っ
て
、
貧
困

者
の
場
合
は
一
日
に
二

0
リ
ッ
ト
ル
程
度
し

か
使
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
農
村
部
で
は
一

日
一
人
当
た
り
一
リ
ッ
ト
ル
も
使
わ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
大
都
市
で
は
水

の
利
用
が
非
常
に
多
い
の
で
す
。

さ
て
、
農
業
生
産
を
行
う
の
に
ど
れ
く
ら
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講演するボー・トン・ズアン氏（左）と

イプラヒム・アリ議長

い
の
水
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ア
ジ
ア

の
多
く
の
地
域
で
は
米
を
食
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
米
を
一
日
一
人
が
必
要
と
す
る
量
だ
け

作
る
の
に
八
0
0
リ
ッ
ト
ル
の
淡
水
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
人
口
増

加
に
伴
う
消
費
の
増
大
に
対
応
す
る
た
め

に
、
日
本
を
除
く
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
淮
漑
対

象
面
積
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
唯
一
の
例
外
は

日
本
で
す
が
、
日
本
の
場
合
は
都
市
化
の
影
響

で
農
耕
地
が
都
巾
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
結
果
、

湘
漑
が
不
用
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

水
資
源
は
、
今
後
の
増
加
す
る
人
口
に
対

応
す
る
た
め
に
も
、
そ
の
利
用
方
法
を
具
体

的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
水
資
源
の
利
用
方
法
と
し
て
い
く
つ

か
の
提
案
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
水
の
資
源
と

い
う
考
え
方
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
農
業
生
産
の

た
め
の
水
資
源
を
考
え
た
場
合
、
具
体
的
な

対
策
と
し
て
は
、
既
存
の
灌
漑
•
排
水
の
復

旧
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
直
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
利
用
効
率
を
高
め
る
こ
と
も

菫
要
で
す
。

た
と
え
ば
、
先
ほ
ど
か
ら
話
題
に
上
が
っ

て
い
る
ラ
オ
ス
の
場
合
で
す
と
、
瀧
漑
の
重

要
性
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
瀧
漑

が
あ
っ
て
も
そ
の
利
用
効
率
は
三

0
％
程
度

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
持
続
可
能
な
農
業
生
産
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
現
場
に
お
け
る
水
管
理
・
経

営
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に

い
っ
て
、
農
業
従
事
者
は
無
制
限
に
水
を
使

い
ま
す
。
水
が
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
認
識
が
な
い
の
で
す
。
「
農
業
従
事
者
の

農
業
用
水
使
用
に
対
す
る
教
育
」
が
ぜ
ひ
必

要
で
す
。
必
要
な
と
き
に
必
要
な
量
を
使
う
と

い
2
叙
育
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、
利
用
者
に
水
路
の
補
修
を
義
務
づ
け
る

等
の
方
策
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
の
現
状
を
考
え
る
場
合
、

食
料
増
産
を
果
た
そ
う
と
思
っ
た
ら
天
水
使

用
集
約
農
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
乾
燥
種
子
法
を
活
用
す
る
こ
と
で
天
水

農
業
で
も
二
期
作
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
貯
水
池
な
ど
、
小
規
模
な
水
の
貯
蔵
場

所
を
作
っ
て
、
降
雨
量
の
変
動
に
備
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
旱

魃
に
強
い
タ
イ
プ
の
種
子
を
採
用
す
る
こ
と

な
ど
も
対
策
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
地
下
水
は
使
用
し
た
後
に
復
旧
が
非
常

に
困
難
で
、
地
下
水
を
農
業
用
水
に
無
制
限

に
利
用
す
る
こ
と
は
規
制
す
る
べ
き
。

ま
た
、
新
し
い
瀧
祇
設
備
を
作
る
と
い
う

よ
り
は
既
存
の
設
備
を
改
善
す
る
こ
と
で
灌

漑
対
象
面
積
を
拡
大
す
る
な
ど
の
方
策
を
と
る

こ
と
の
方
が
効
果
的
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
上
流
地
域
で
の
濯
漑
面
積
が
拡
大

す
る
こ
と
で
下
流
の
塩
害
が
激
し
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
メ
コ
ン
川
の
事
例
で
は
上

2/ 



流
で
の
取
水
が
増
え
る
こ
と
で
、
メ
コ
ン
川

の
水
量
が
減
少
し
、
そ
れ
ま
で
、
海
水
の
被

害
を
受
け
な
か
っ
た
地
域
ま
で
海
水
が
侵
入

し
、
塩
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
東
地
域
で
、
海
水
を
脱
塩
し
て

淡
水
に
し
て
い
ま
す
が
こ
の
技
術
は
あ
ま
り

に
も
費
用
が
か
か
り
農
業
用
に
は
使
え
ま
せ

ん
。
今
私
た
ち
が
行
う
べ
き
こ
と
は
、
立
法

者
と
し
て
水
資
源
の
適
切
な
配
分
を
考
え
る

こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

大
規
模
な
淵
漑
計
画
が
あ
る
場
合
、
そ
の
灌

漑
事
業
は
農
業
従
事
者
だ
け
で
実
行
す
る
の

で
は
な
く
、
多
角
的
な
観
点
が
必
要
で
す
。

そ
こ
に
は
政
府
が
関
与
す
る
べ
き
で
す
し

政
府
の
役
人
は
技
術
的
な
知
識
を
持
っ
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
従
事
者
か
ら
料
金
を
収
集
す

る
こ
と
が
必
嬰
で
す
。
民
衆
か
ら
選
ば
れ
た

人
が
料
金
を
集
め
、
そ
の
人
の
給
与
に
当
て

る
な
ど
す
る
こ
と
で
灌
漑
の
管
理
が
容
易
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
て

い
る
水
の
価
格
設
定
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

米
国
で
は
農
家
が
水
の
使
用
権
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
農
家
が
、
米
を
栽
培
し
な
い
場

合
、
市
に
そ
の
水
使
用
権
を
売
却
し
、
市
は

ま
た
そ
の
水
の
使
用
権
を
必
要
な
人
に
売
却

す
る
の
で
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
無
理
し

て
水
を
使
っ
た
り
、
必
嬰
な
人
が
使
え
な
い

と
い
う
状
態
が
改
善
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
過

剰
の
水
の
使
用
を
改
め
る
た
め
に
、
水
利
用

税
を
課
し
て
そ
の
料
金
を
水
使
用
量
に
対
し

て
累
進
性
を
持
た
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な

ど
の
対
策
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
立
法
者
の
行
う
べ
き
こ
と
は
、
水
配
分

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
で
す
。
た
と
え

ば
、
ダ
ム
建
設
を
考
え
る
場
合
、
そ
の
ダ
ム

建
設
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
利
益
と
費
用

を
十
分
に
多
角
的
に
考
え
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

結
論
と
し
て
は
、
現
在
、
水
は
先
進
国
、

発
展
途
上
国
を
問
わ
ず
厘
要
な
問
題
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
様
々
な
努
力
を
制
度
化
し
て
い
く
こ
と

が
甫
嬰
で
す
。
ま
た
、
大
規
模
灌
漑
と
小
規

模
灌
漑
を
適
宜
バ
ラ
ン
ス
す
る
こ
と
な
ど
も

菫
嬰
で
す
。

イ
ン
ド
＂
ク
リ
エ
ン
謙
員

水
管
理
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
途
上
国
に
と
っ
て
、
も
っ
と

も
経
済
性
が
高
く
効
率
の
よ
い
方
法
、
つ
ま

り
、
途
上
国
に
と
っ
て
の
適
性
技
術
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
地
下
水
の
枯
渇
の
問

題
、
つ
ま
り
現
在
、
地
下
水
位
が
低
下
し
て

い
る
と
い
う
問
題
に
触
れ
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

ま
た
日
本
の
事
例
を
示
し
て
、
産
業
転
換

が
あ
ま
り
に
も
進
み
す
ぎ
た
結
果
、
農
地
が

利
用
さ
れ
な
く
な
り
、
灌
漑
が
減
る
と
い
う

事
例
を
お
示
し
に
な
り
ま
し
た
が
、
各
国
で

工
業
化
の
進
展
に
伴
い
同
じ
現
象
が
起
こ
る

と
す
れ
ば
、
農
業
生
産
の
未
来
は
明
る
く
な

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
お
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

●
途
上
国
に
と
っ
て
の

水
管
理
技
術
は
'
’

質

疑

応

答
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フ
ィ
リ
ピ
ン

大
規
模
ダ
ム
の
建
設
が
環
境
を
破
壊
す
る

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
ダ
ム
の
建
設
等
を

行
う
場
合
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
厘
要

な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
三
人
の
方
か
ら
の
質
問
は
終
わ
っ

た
わ
け
で
す
が
、
議
長
自
身
か
ら
追
加
の
質

問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
農
業
開
発
を
行
う
場
合
、
水
資
源

だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
と
改
善
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
に
、
土
填
栄
養
素
の
供
給
方
法
に
つ
い
て

お
教
え
く
だ
さ
い
。

都
市
化
と
の
問
題
に
つ
い
て
は
ご
指
摘
の

と
お
り
で
す
。
都
市
化
が
進
展
す
る
こ
と
で

農
地
が
都
市
地
域
へ
と
転
用
さ
れ
て
い
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
途
上
国
の
農
業
に
対
す
る

ズ
ア
ン

•
降
雨
量
の
多
い
地
域
で
は

天
水
農
業
が
有
効

議
長

適
正
技
術
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
は
各
国

で
事
情
が
違
う
と
思
い
ま
す
。
塩
害
を
起
こ

し
に
く
く
、
水
使
用
量
も
少
な
く
ド
リ
ッ
ピ

ン
グ
（
点
滴
）
灌
漑
は
た
い
へ
ん
優
れ
た
技
術

な
の
で
す
が
、
そ
の
費
用
は
高
価
な
も
の
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う

市
場
を
控
え
た
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
果
樹
や
野

菜
に
適
用
し
て
成
功
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

い
う
購
買
力
の
あ
る
大
き
な
市
場
を
近
く
に

持
た
な
い
、
ア
ジ
ア
地
域
で
瀧
漑
を
考
え
る

場
合
、
も
っ
と
も
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
消

漑
I
た
と
え
ば
、
菫
力
灌
漑
な
ど
が
適

正
技
術
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
重
力
濯
漑
開
発

に
は
制
約
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
重
力
灌

漑
に
適
し
た
場
所
は
ほ
ぼ
開
発
し
尽
く
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
開
発
は
な
か
な
か
困

難
で
す
。
ま
た
同
様
に
、
大
き
な
川
で
は
す

で
に
設
備
が
配
布
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
上

の
拡
張
も
難
し
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
新

し
い
技
術
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
ラ

オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
比
較
的
降
雨
量
が

多
い
地
域
で
は
天
水
農
業
が
有
効
か
も
知
れ

な
い
と
思
い
ま
す
。

乾
季
に
十
分
な
準
備
を
行
う
こ
と
で
雨
季

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
有
効
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
多
く
の
地
域
で

雨
が
降
っ
て
か
ら
起
耕
し
ま
す
が
、
雨
が

降
っ
て
か
ら
耕
す
の
で
は
、
そ
の
後
日
照
り
が

続
け
ば
多
く
の
作
物
が
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
降
っ
た
雨
水
を
十
分
に
利
用
で
き
な

く
な
る
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な

ど
で
は
雨
の
後
に
旱
魃
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
乾
期
に
起
耕
を
行
い
、
種

を
ま
い
て
お
き
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、

雨
と
同
時
に
そ
の
雨
水
を
植
物
が
十
分
利
用

で
き
る
わ
け
で
す
か
ら
、
非
常
に
効
率
的
で

す
。
こ
の
ド
ラ
イ
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
乾
地
播

種
法
）
は
天
水
農
業
と
し
て
最
善
の
方
法
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
地
下
水
位
の
低
下
に
つ
い
て
で
す

が
、
流
入
量
よ
り
汲
み
上
げ
景
が
大
き
け
れ

ば
地
下
水
量
が
減
少
し
ま
す
。
日
本
の
場

合
、
農
業
が
あ
ま
り
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
濯

漑
用
地
が
用
な
し
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
す
。

人
口
が
増
加
を
続
け
る
な
か
で
食
料
も
確

保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農
業
用
水
を
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管
理
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
な

こ
と
で
す
。
ま
た
、
水
資
源
の
利
用
に
関
す

る
教
育
を
水
利
組
合
な
ど
を
通
し
て
進
め
始

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
代
表
の
ご
質
問
で

す
が
、
ダ
ム
が
必
要
か
不
必
要
か
は
十
分
な

検
討
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現

在
、
ラ
オ
ス
が
第
ニ
ナ
ム
グ
ム
ダ
ム
を
建
設

し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
建
設
に

よ
っ
て
環
境
に
影
響
が
出
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
批
判
が
出
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
ラ
オ
ス
政
府
は
電
力
が
売
れ
る
と

い
う
こ
と
で
こ
の
計
画
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
大
規
模
開
発
は
一
国
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
他
国
間
の
地
域
の
問
題
と
な
っ
て
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
十
分
な
検

討
が
必
嬰
な
の
で
す
。

議
長
か
ら
の
質
問
で
、
土
壊
に
合
っ
た
栄

養
を
補
給
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と

い
う
ご
質
問
に
つ
い
て
で
す
が
、
た
と
え
ば

米
の
場
合
十
六
種
類
の
栄
養
素
が
必
要
で

す
。
し
か
し
農
民
が
窒
素
肥
料
以
外
の
栄
養

素
を
補
給
す
る
た
め
に
施
肥
し
よ
う
と
す
る

こ
と
は
ま
れ
で
す
。

水
の
利
用
率
と
乳
児
死
亡
率
に
は
負
の
相

関
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
安
全
な
水
の
使
用
量

が
増
え
れ
ば
、
乳
児
死
亡
率
が
低
減
す
る
。

ま
た
、
妊
産
婦
死
亡
も
乳
児
死
亡
の
よ
う
な

相
関
を
見
せ
な
い
も
の
の
、
安
全
な
水
が
あ

る
程
度
利
用
さ
れ
た
点
か
ら
急
減
す
る
。
ま

た
、
水
の
使
用
率
と
女
性
の
教
育
が
正
の
相

関
を
す
る
。
合
圭
＂
特
殊
出
生
率
に
つ
い
て
い

え
ば
、
水
の
利
用
率
が
あ
る
限
界
を
境
に
二

段
階
に
分
け
て
低
減
す
る
。
ま
た
、
所
得
と

乳
児
死
亡
は
あ
る
程
度
国
民
一
人
当
た
り

G

D
P
 
1
1
1
0
0
0
 ＄
ぐ
ら
い
ま
で
は
相
関
す

る
。
そ
れ
以
上
で
は
死
亡
原
因
が
感
染
症
と

は
別
の
原
因
と
な
り
、
相
関
し
な
く
な
る
。

安
全
な
水
が
ま
ず
影
響
す
る
の
は
乳
児
死

亡
で
あ
る
が
、
乳
児
の
死
亡
原
因
の
ほ
と
ん

N.=・.・,・, ヽ

ど
は
感
染
症
、
と
く
に
消
化
器
系
の
感
染
症

で
あ
る
。
安
全
な
水
II
水
道
の
普
及
で
消
化

器
系
の
感
染
症
が
急
減
し
、
乳
児
死
亡
が
激

減
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
感
染
症

と
は
い
っ
て
も
肺
炎
は
別
の
原
因
で
罹
患
す

る
た
め
に
あ
る
一
定
レ
ベ
ル
ま
で
し
か
水
道

の
普
及
と
相
関
し
な
い
。

乳
児
の
感
染
症
を
防
ぐ
た
め
に
は
母
親
の

教
育
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

ネ
パ
ー
ル
の
事
例
と
タ
イ
の
事
例
を
比
較

し
て
み
る
と
こ
の
点
が
は
っ
き
り
す
る
。
ネ

パ
ー
ル
の
人
口
の
ほ
と
ん
ど
は
中
部
丘
陵
地

帯
の
タ
ラ
イ
に
分
布
し
て
い
る
。
死
亡
原
因

は
消
化
器
系
の
感
染
症
が
ほ
と
ん
ど
。

タ
イ
の
事
例
。
現
在
一
人
当
た
り

G
D
P

が
一
―
七
〇
＄
に
な
っ
た
。
死
亡
原
因
の
九

議

長

ア

ペ

ニ

サ

・

ク

リ

サ

キ

ラ

（

フ

ィ

ジ

ー

）

安
全
な
飲
料
水
II水
と
健
康

ー
ー
公
衆
衛
生
の
観
点
か
ら
_
ー

続
い
て
午
前
十
時
四
十
五
分
か
ら
「
安
全
な
飲
料
水
ー
ー
保
健
医
療
と
の
関

連
」
と
題
し
、
小
川
康
恭
・
東
京
慈
恵
会
医
大
助
教
授
が
講
演
、
質
疑
を
行
っ
た
。
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講演する小川康恭氏（左）と

アペニサ，クリサキラ議長

0
％
が
感
染
症
で
あ
っ
た
も
の
が
現
在
は
六

0
％
程
度
へ
と
低
下
し
た
。
チ
ェ
ン
マ
イ
で

調
査
を
行
い
、
裕
福
な
村
と
純
然
た
る
農
村

で
比
較
研
究
を
し
た
。
こ
の
二
つ
の
村
の
所

得
格
差
は
二
倍
程
度
あ
る
。
こ
の
比
較
に
よ

れ
ば
疾
病
別
の
死
亡
原
因
は
ネ
パ
ー
ル
と
タ

イ
の
間
に
あ
っ
た
よ
う
な
差
を
示
し
て
い

る
。
所
得
の
低
い
村
で
は
感
染
症
に
よ
る
死

亡
が
い
ま
だ
に
続
い
て
い
る
。

日
本
の
事
例
。
水
俣
と
阿
賀
野
川
の
水
銀

被
害
の
実
例
。

水
俣
の
時
は
原
因
の
特
定
が
困
難
で
疫
学

的
な
検
証
が
で
き
る
デ
ー
タ
が
収
集
で
き
な

か
っ
た
。
た
だ
し
、
阿
賀
野
川
の
時
は
原
因

の
目
星
が
つ
い
て
い
た
の
で
水
銀
と
の
相
関

が
は
っ
き
り
し
た
。
ま
た
、
工
場
で
使
っ
て

い
た
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
ヒ
ド
の
生
産
が
一
定
量

を
超
え
る
と
被
害
が
出
た
。
そ
の
相
関
の
下

に
有
機
水
銀
が
主
因
で
あ
る
と
判
明
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
河
川
水
中
の
水
銀
濃
度
は

そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、
そ
の
よ
う
な
被
害
が

出
る
と
は
当
時
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
食
物
連
鎖
の
中
で
凝
集
が
起

こ
り
、
最
終
的
に
人
体
に
蓄
積
が
起
こ
っ
た
。

食
物
連
鎮
を
通
じ
て
被
害
が
起
こ
っ
た
た

め
に
、
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
ヒ
ド
の
生
産
が
終
了

し
て
も
被
害
は
拡
大
し
続
け
た
。
こ
の
水
銀
が

脳
と
肝
臓
•
腎
臓
に
集
積
し
、
特
に
神
経
系
、

脳
神
経
を
お
か
す
こ
と
で
障
害
が
出
た
。

ま
た
、
有
機
溶
剤
が
健
康
被
害
を
与
え
た

も
の
と
し
て
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
起
こ
っ

た
事
例
が
注
目
を
集
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た
子
供
に
白
血
病
、
奇

形
の
発
生
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
有
機
溶
剤

の
健
康
被
害
が
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ

た
。
工
場
で
の
有
機
溶
剤
の
使
用
と
回
収
率

を
調
べ
て
み
る
と
使
用
率
が
高
く
な
れ
ば
回

収
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
有
機
溶
剤
が
環

境
や
人
体
に
与
え
る
危
険
性
が
把
握
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
工
場
は
有
機
溶
剤
を
地
面

に
捨
て
て
い
た
。
こ
の
有
機
溶
剤
が
土
中
か

ら
地
下
水
へ
溶
出
し
被
害
が
起
こ
っ
た
。
工
場

で
有
機
溶
剤
を
捨
て
た
地
面
の
土
を
除
去
し
た

ら
浅
井
戸
の
検
出
値
は
下
が
っ
た
が
、
深
井
戸

は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
地
下
水
に
人
り
込
ん
で

し
ま
え
ば
、
そ
う
簡
単
に
は
除
去
で
き
な
い
。

ま
た
、
地
下
水
を
塩
素
消
毒
す
れ
ば
、
ト
リ
ハ

ロ
メ
タ
ン
等
へ
と
変
質
し
発
癌
性
物
質
が
発
生

す
る
。
安
全
と
い
わ
れ
る
水
道
の
水
が
危
険
に

な
っ
た
の
は
、
源
水
の
汚
れ
が
原
因
で
あ
っ

た
。
そ
の
汚
れ
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
水
源

部
の
上
流
の
開
発
さ
れ
た
住
宅
地
か
ら
出
さ
れ

る
家
庭
排
水
が
原
因
で
あ
る
場
合
が
多
い
。

東
京
満
の
事
例
で
い
う
と
、
工
場
排
水
が

主
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
が
、
家
庭
排
水
も

大
き
い
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。

汚
水
を
出
さ
な
い
よ
う
な
教
育
が
必
要
で

あ
る
。
先
進
国
で
も
再
び
日
常
の
中
で
排
水

を
減
ら
す
知
識
の
普
及
が
必
要
と
さ
れ
る
。
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ズ
ア
ン

ズ
ア
ン

途
上
国
に
お
け
る
変
化
は
非
常
に
激
し
い
。

伝
統
的
な
汚
染
と
都
市
化
に
伴
う
汚
染
が
同

時
進
行
し
て
い
る
。
感
染
症
対
策
と
し
て

も
、
水
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
先
進
国

で
も
途
上
国
で
も
再
び
教
育
の
問
題
が
重
要

と
な
っ
て
く
き
て
い
る
。

質

疑

応

答

悪
性
新
生
物
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

＼
 ・ー

ー
！
，癌

の
こ
と
で
す
。
日
本
で
の
死
因
は
男
女

で
違
い
ま
す
が
、
男
性
の
場
合
、
肺
癌
•
胃
癌

•
肝
臓
癌
が
主
要
な
死
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

表
の
中
で
東
京
湾
中
の
汚
染
物
質
の
量
と

い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
ど
の

よ
う
な
単
位
に
基
づ
く
も
の
で
す
か
。
た
と

え
ば
、
海
水
中
一
ト
ン
当
た
り
な
の
か
基
準

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
川東

京
湾
に
流
入
す
る
主
要
な
河
川
流
入
量

い
く
つ
か
質
問
が
あ
り
ま
す
。
先
進
国
で

は
主
要
な
死
因
が
癌
で
途
上
国
で
は
感
染
症

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
関
係
に
つ
い

て
。
次
に
、
日
本
で
死
因
と
し
て
癌
が
増
え

て
い
る
理
由
に
つ
い
て
。
最
後
に
、
男
女
の
寿

命
の
違
い
に
つ
い
て
、
お
教
え
く
だ
さ
い
。

ー

.I 

II~ 

ス
ト
レ
ス
、

こ
の
死
因
の
違
い
は
、
年
齢
に
よ
る
疾
患

の
違
い
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
癌
や
心
臓

疾
患
は
四
0
歳
以
上
の
疾
患
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
脳
血
管
に
起
因
す
る
疾

患
は
六
0
歳
以
上
の
疾
患
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
し
、
途
上
国
で
多
い
感
染
症

は
主
に
二

0
歳
ま
で
の
年
齢
層
が
罹
患
す
る

疾
患
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

た
が
い
ま
し
て
、
国
に
よ
る
死
亡
原
因
の
違

I
l
l
生
活
習
慣
の
変
化
、

遺
伝
的
な
も
の
に
よ
る
差
が

イ
ン
ド

●
主
な
死
因
、
先
進
国
は
ガ
ン

途
上
国
は
感
染
症
、
ナ
ゼ
：

を
合
計
し
ま
し
て
、
そ
の
中
の
汚
染
物
質
の

量
を
計
算
し
た
も
の
で
す
。

い
に
は
死
亡
者
数
の
な
か
で
ど
の
年
齢
層
が

大
き
い
割
合
を
占
め
る
か
が
大
き
な
影
響
を

持
つ
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
で
癌
に
よ
る
死
亡
が
多
い
理

由
と
し
て
は
、
平
均
寿
命
の
伸
び
と
と
も

に
、
生
活
習
慣
の
変
化
や
脂
肪
摂
取
量
の
増

加
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
と
お
思
い
ま
す
し
、

そ
れ
に
加
え
て
ス
ト
レ
ス
な
ど
も
原
因
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
男
女
間
の
寿
命
の
差
は
主
に
遺
伝
的

に
決
定
さ
れ
た
差
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
ド
の
場
合
は
、
女
性
の
平
均
寿
命
の
ほ
う

が
男
性
の
そ
れ
よ
り
も
短
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
生
活
環
境
が
同
じ
で
あ
れ
ば
一
般
的
に
女

性
の
方
が
長
生
き
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
遺
伝

的
に
決
定
さ
れ
た
差
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

婦
人
科
系
の
疾
患
に
つ
い
て
、
水
の
質
と
の

相
関
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
教
え
く
だ
さ
い
。

小
川こ

の
水
と
婦
人
科
系
疾
患
の
相
関
に
関
し

て
は
正
確
な
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
な
が
ら
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ま
ず
術
生

的
な
水
が
必
嬰
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

ベ
ト
ナ
ム
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小
川安

全
な
水
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
ま
ず
、
安
全
な
水
に
対
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
法
的

な
規
制
等
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
な

ど
の
整
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
急

に
、
法
だ
け
整
備
し
て
も
実
際
に
効
果
が

ま
っ
た
く
で
な
い
と
い
う
こ
と
も
十
分
あ
り

う
る
の
で
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
人
々
に

乳
児
の
飲
料
水
な
ど
を
「
煮
沸
」
す
る
な
ど
の

知
識
を
供
給
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
に
な
る

と
考
え
ま
す
。

北
谷T

F
R
と
水
道
の
普
及
率
に
つ
い
て
お
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
教
育
と
の

■
ま
ず
、
安
全
な
水
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
安
全
な
水
を
供
給
で

き
る
の
で
す
か
。

ペ
ト
ナ
ム

●
安
全
な
水
の
供
給
法
は

■
水
問
題
で
は
女
性
の
役
割
が
重
要

相
関
の
方
が
直
接
的
で
か
つ
大
き
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
川お

っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。

窒
素
汚
染
さ
れ
た
水
に
対
し
て
は
ど
の
よ

う
に
し
て
処
理
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

小
川専

門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
答
え
は

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
長水

の
問
題
を
考
え
る
場
合
、
女
性
の
役
割

が
重
要
で
す
。
特
に
、
水
の
問
題
で
直
接
影

響
を
受
け
る
の
は
女
性
な
の
で
す
。
一
九
九

四
年
国
連
の
国
際
人
口
開
発
会
議
と
国
際
人

ロ
開
発
議
員
会
議
に
参
加
す
る
た
め
に
お
よ

そ
一

0
日
間
ほ
ど
ナ
イ
ル
川
の
上
の
船
で
過

ご
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
こ
こ

に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
コ

リ
ン
・
ホ
リ
ス
さ
ん
と
同
じ
船
に
お
り
ま
し

た
。
会
議
に
向
か
う
た
め
船
で
会
場
ま
で
移

動
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
途
中
、
ナ
イ
ル
川

の
河
畔
で
女
性
が
洗
濯
を
し
て
い
ま
し
た
。

ペ
ト
ナ
ム

そ
の
時
、
そ
こ
で
私
が
強
く
思
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
も
し
、
今
洗
濯
し
て
い
る

女
性
に
、
私
が
「
国
際
人
口
開
発
議
員
会
議

に
向
か
う
の
で
す
が
何
か
会
議
に
反
映
さ
せ

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
と
聞
い
た
と
し

て
も
、
き
っ
と
「
家
族
計
画
な
ん
て
忘
れ
て

く
だ
さ
い
」
そ
れ
よ
り
も
「
水
を
引
い
て
く
だ

さ
い
。
も
し
水
を
引
い
て
く
れ
た
ら
、
水
汲

み
の
労
働
か
ら
開
放
さ
れ
、
そ
う
す
る
こ
と

で
様
々
な
対
応
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
い
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
実

際
に
生
活
し
て
い
る
女
性
に
と
っ
て
は
生
活

の
負
担
を
軽
減
し
て
く
れ
る
水
ま
わ
り
の
整

備
が
菫
要
で
、
も
し
、
そ
れ
が
不
十
分
な
ら

ば
、
実
際
女
性
の
生
活
に
か
か
わ
っ
て
く
る

負
担
は
非
常
に
大
き
な
も
の
と
な
り
、
家
族

計
画
も
実
行
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。

今
回
「
水
と
健
康

I

公
衆
術
生
の
観
点

か
ら
」
小
川
先
生
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ

き
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
あ
と
、
中
国
の
ハ
オ
・
イ
・

チ
ュ
ン
謙
員
が
「
中
国
に
お
け
る
人
口

•
水
資
源
•
開
発
」
と
題
す
る
ス
ピ
ー

チ
を
行
っ
た
。
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（スピーチ

中
国
の
人
口

•
水
資
源
•
開
発

ハ
オ
・
イ
・
チ
ュ
ン

•
A
F
P
P
D

副
議
長
〗

•
中
華
人
民
共
和
国
全
国
人
民
代
表
者
大
会

〖
教
育
・
翡
・
文
化
・
公
衆
凰
委
員
会
副
議
長

議
長
、
国
会
議
員
の
皆
様
、
ご
参
集
の
皆
様
。

水
が
限
り
の
あ
る
資
源
で
あ
る
こ
と
は
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
程
度
こ
そ
異
な

る
も
の
の
、
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々
や
地
域

が
水
不
足
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
私
た
ち
が
こ
の
美
し
い
神
戸
で
一
堂
に

会
し
、
人
口
•
水
資
源
•
開
発
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

厘
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

中
国
は
水
資
源
が
乏
し
い
国
で
す
。
現

在
、
合
わ
せ
て
二
兆
八
一

0
0
億
立
方
キ
ロ

近
い
淡
水
を
保
有
し
て
い
ま
す
が
、
人
ロ
一

人
当
た
り
の
量
は
世
界
平
均
の
四
分
の
一
に

過
ぎ
ず
、
世
界
で
一
〇
八
位
と
い
う
位
置
に

い
ま
す
。
ま
た
、
水
資
源
の
分
布
に
も
偏
り

が
あ
り
、
中
国
南
部
に
は
水
が
豊
富
で
農
地

も
少
な
い
の
に
対
し
、
中
国
北
部
で
は
水
が

少
な
い
上
に
農
地
も
多
く
あ
り
ま
す
。
一
般

に
、
長
江
流
域
お
よ
び
そ
れ
よ
り
も
南
の
地

域
に
は
、
中
国
に
あ
る
水
資
源
の
八

0
•
四

％
が
集
中
し
て
お
り
、
全
国
人
口
の
五
三
・

五
％
が
住
み
、
農
地
の
三
五
・
ニ
％
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
長
江
か
ら
北
の
地
域

の
水
資
源
は
、
全
国
の
わ
ず
が
一
九
•
六
％

に
過
ぎ
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
人

口
の
四
六
•
五
％
が
住
み
、
農
地
の
六
四
•
八

％
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
国
東
部
で
は
、
降
雨
量
が
年

間
を
通
し
て
だ
け
で
な
く
、
年
に
よ
っ
て
も

大
き
く
異
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
モ
ン
ス
ー

ン
気
候
の
影
響
に
よ
り
乾
季
と
雨
季
が
交
互

に
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
降
雨
量
と
川

の
水
量
が
季
節
や
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
異

な
る
た
め
、
洪
水
や
干
ば
つ
が
頻
繁
に
発
生

し
ま
す
。
一
九
四
九
年
ま
で
は
、
二

0
0
0

年
以
上
の
期
間
に
わ
た
っ
て
中
国
で
は
大
規

模
な
洪
水
や
干
ば
つ
が
二
年
お
き
に
発
生
し

て
い
ま
し
た
。

中
国
政
府
は
、
水
資
源
の
保
護
、
活
用
、

開
発
を
と
て
も
重
視
し
て
い
ま
す
。
一
九
四

九
年
以
降
、
政
府
は
水
の
貯
蔵
、
分
水
、
水

の
汲
み
上
げ
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
数
多
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く
実
施
し
、
農
業
用
水
や
水
力
発
電
、
そ
し

て
生
活
や
産
業
で
利
用
す
る
水
を
少
し
で
も

多
く
供
給
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
水
上
交
通
を
拡
大
し
、
浸
水
を

防
ぐ
能
力
を
高
め
て
き
ま
し
た
。
一
九
九
一
―
―

年
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
水
資
源
保
全
事
業
に

よ
っ
て
全
国
総
量
の
一
九
•
一
％
に
あ
た
る

五
二
五
五
億
立
方
キ
ロ
の
水
が
確
保
さ
れ
て

い
ま
す
。
四
0
年
を
超
え
る
努
力
に
よ
り
、

水
資
源
の
開
発
と
利
用
に
お
い
て
中
国
は
す

ぐ
れ
た
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

長
江
や
揚
子
江
と
い
っ
た
い
く
つ
か
の
大
河

は
、
工
業
生
産
や
人
々
の
生
活
の
た
め
の
水

資
源
と
し
て
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
は
安
定
し
た
持
続
的
な
発
展
の
た
め
の

基
盤
と
な
り
、
世
界
の
総
面
積
の
七
％
し
か

な
い
土
地
で
ニ
ニ
％
の
人
日
を
支
え
る
と
い

う
問
題
の
解
決
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

中
国
は
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の

も
事
実
で
す
。
第
一
に
、
水
に
対
す
る
需
要

の
高
ま
り
は
、
北
部
お
よ
び
高
地
の
一
部
に

お
い
て
水
資
源
が
均
等
に
配
分
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
短
期
間
の
間
に
収
束
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
第
二
に
、
水
資
源
保
全
事
業

の
展
開
と
管
理
は
長
い
間
社
会
福
祉
事
業
と

見
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
分
野
に
お
け

る
投
資
は
、
い
ま
だ
に
無
償
で
提
供
さ
れ
る

政
府
の
資
金
に
主
に
頼
る
と
い
う
考
え
や
パ

タ
ー
ン
の
影
響
を
あ
る
程
度
受
け
て
い
ま

す
。
こ
の
分
野
で
は
、
自
立
し
た
支
援
と
展

開
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
が
ま
だ
確
立
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
第
三
に
、
人
口
増
加
、
都
市
化

の
拡
大
、
産
業
と
農
業
の
発
展
に
よ
り
、
小

中
規
模
都
市
に
お
い
て
水
の
需
要
と
供
給
の

格
差
が
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
第
四
に
、
水
資
源
の
包
括
的
利
用
に
は

ま
だ
改
善
の
余
地
が
多
く
あ
り
、
水
の
再
利

用
率
は
低
く
、
水
質
汚
染
も
進
ん
で
い
ま
す
。

水
資
源
を
保
護
・
管
理
し
、
合
理
的
な
開

発
と
活
用
を
行
う
こ
と
は
、
中
国
政
府
に

と
っ
て
現
在
お
よ
び
近
い
将
来
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
食
料
安
全
保
障
と

持
続
的
な
経
済
成
長
を
保
証
す
る
た
め
の
条

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
中
国
政

府
は
「
水
の
経
済
的
利
用
と
新
た
な
水
源
の

探
索
を
同
じ
よ
う
に
里
視
し
、
保
護
と
管
理

を
統
合
さ
せ
る
」
と
い
う
原
則
を
主
張
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
従
っ
て
具
体
的
な
方
策
も

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
、
土
壌
流
失
お
よ
び
水
質
汚
染
の
包
括
的

管
理
と
処
理
の
強
化

こ
の
作
業
は
で
き
る
限
り
早
く
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
経
済
の
建
設
と
人
間
の
活
動

か
ら
発
生
す
る
土
壌
流
失
と
水
質
汚
染
は
、

我
が
国
の
水
環
境
を
良
好
な
状
態
に
保
っ
た

め
に
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農
業

イ
ン
フ
ラ
を
建
設
す
る
際
に
は
淮
漑
施
設
が

一
貫
し
て
強
調
さ
れ
ま
す
。
点
滴
灌
漑
や
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
式
淮
漑
な
ど
、
水
を
節
約
す

る
た
め
の
近
代
技
術
の
普
及
も
行
わ
れ
る
ほ

か
、
自
然
農
法
も
よ
り
重
視
さ
れ
ま
す
。

二
、
工
業
と
農
業
の
構
造
な
ら
び
に
水
不
足

の
地
域
の
都
市
の
分
布
を
調
整
す
る

水
を
大
量
に
消
費
し
た
り
、
深
刻
な
公
害

を
引
き
起
こ
す
一
部
の
産
業
の
導
入
を
差
し

控
え
ま
す
。
一
方
、
農
業
構
造
を
調
整
し
、

水
を
大
量
に
消
費
す
る
作
物
の
作
付
け
を
制

限
し
ま
す
。
大
都
市
や
巨
大
都
市
の
開
発
を

制
限
し
、
中
小
規
模
都
市
の
合
理
的
な
開
発

を
行
う
開
発
戦
略
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
水
資
源
に
適
し
た
都
市
や
町
の
配
分
を

行
い
ま
す
。
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三
、
新
た
な
水
資
源
を
探
索
し
て
水
が
少
な

い
地
域
の
水
不
足
問
題
に
対
応
す
る

上
下
水
道
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
水
の

妥
当
な
需
要
、
排
水
地
域
と
そ
の
生
態
系
環

境
な
ど
に
考
慮
し
、
長
江
の
水
を
南
部
か
ら

中
央
部
や
東
部
沿
岸
地
域
に
分
水
す
る
計
画

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
一
定
の
条
件
が
整

え
ば
、
水
不
足
を
緩
和
す
る
た
め
に
井
戸
灌

漑
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
に
は

モ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
水
を
汲
み
上
げ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

四
、
水
資
源
の
補
正
利
用
と
そ
の
価
格
体
系

の
制
度
改
善
と
規
制
を
目
的
と
し
た
水
資

源
の
開
発
•
利
用
制
度
改
革
の
推
進

こ
れ
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
生
可
能

資
源
の
た
め
の
補
正
制
度
を
徐
々
に
確
立
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

五
、
排
水
の
再
生
と
海
水
の
利
用

急
速
な
経
済
の
発
展
に
よ
り
排
水
の
排
出

量
は
大
幅
に
増
加
し
ま
す
。
現
境
に
許
容
さ

れ
る
排
出
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
排
水
を

処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
の
水
不
足
に

対
応
す
る
た
め
の
新
た
な
水
資
源
を
開
発

し
、
水
質
汚
染
の
問
題
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
中
国
は
長
い
海
岸
線
を

持
っ
て
い
る
た
め
、
沿
岸
地
域
に
住
む
人
々

は
、
一
部
の
産
業
で
海
水
を
冷
却
水
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
他

の
先
進
国
と
比
較
す
る
と
海
水
の
利
用
率
に

大
き
な
開
き
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
青
島
や

大
連
な
ど
の
都
市
で
は
こ
れ
に
関
し
て
豊
富

な
経
験
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

他
の
沿
岸
部
の
都
市
も
こ
れ
ら
の
都
市
を
見

習
い
、
海
水
を
淡
水
の
代
用
と
す
る
こ
と
で
水

不
足
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

中
国
政
府
は
、
近
年
に
な
っ
て
水
資
源
の

法
制
化
に
特
に
注
目
し
、
水
資
源
の
保
護
と

管
理
に
つ
い
て
大
が
か
り
な
法
規
制
を
ま
と

め
ま
し
た
。
一
九
八
四
年
と
一
九
九
一
年
に

は
全
国
人
民
代
表
大
会
の
常
任
委
員
会
が

「
水
質
汚
染
防
護
処
理
法
」
と
「
水
資
源
•
土

壌
資
源
保
護
法
」
を
そ
れ
ぞ
れ
公
布
し
て
い

ま
す
。
一
九
九
六
年
に
は
水
質
汚
染
防
護
処

理
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
同
法
は
、
流
域

の
水
質
汚
染
か
ら
の
保
護
、
都
市
部
か
ら
の

排
水
の
管
理
、
飲
料
水
水
源
の
水
質
汚
染
か

ら
の
保
護
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

こ
こ
で
、

A
P
D
A
が
企
画
・
製
作

し
た
（
日
本
財
団
補
助
事
業
）
ス
ラ
イ
ド

「二

0
二
五
年
へ
の
決
断
ー
ー
ア
ジ
ア

の
人
口
増
加
と
食
料
」
に
つ
い
て
広
瀬

次
雄

•
A
P
D
A

常
務
理
事
・
事
務
局

長
が
説
明
、
上
映
し
た
。
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キ
リ
ス
ト
が
生
き
た
時
代
、
世
界
の

人
口
は
お
お
よ
そ
二
億
人
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

食
べ
る
も
の
も
限
り
れ
た
も
の
で
し

た
。
バ
ン
と
牛
乳
、
チ
ー
ズ
、
バ

タ
ー
。
そ
し
て
オ
リ
ー
プ
、
ナ
ツ
メ
ヤ

シ
、
プ
ド
ウ
、
イ
チ
ジ
ク
な
ど
わ
ず
か

な
も
の
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
九
0
0
年
の
間
に
、
世

界
の
人
口
は
お
お
よ
そ
一
六
億
人
に
な

り
ま
す
が
、
大
き
な
増
減
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
一
九
0
0
年
代
か
ら
急
速

に
増
え
つ
づ
け
、
い
ま
五
八
億
人
そ
し

て
毎
年
九
0
0
0
万
人
ず
つ
増
え
つ
づ

け
、
二

0
0
0
年
に
は
六
一
億
。
二

O

二
五
年
に
は
、
八
五
億
。
二

0
五
0
年

に
は
一

0
0
億
人
に
達
す
る
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

I
地
球
の
資
源
’
ー
l

人
や
動
物
を
養
い
育
て
て
い
る
の
は

植
物
で
す
。
そ
の
植
物
を
育
て
て
い
る

の
は
太
陽
の
光
と
水
、
二
酸
化
炭
素
、

土
の
な
か
の
栄
養
素
な
ど
で
す
。
そ
の
い

ず
れ
も
が
限
り
あ
る
資
源
な
の
で
す
。

こ
の
ま
ま
人
類
が
増
え
つ
づ
け
た

ら
、
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
植
物
を
食
べ

尽
く
し
自
滅
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る

か
も
知
れ
な
い
。

ー
世
界
の
中
の
ア
ジ
ア
人
ロ
ー
ー

一
九
九
六
年
、
世
界
の
人
口
は
五
八

億
人
。
そ
の
う
ち
ア
ジ
ア
の
人
口
は
お

お
よ
そ
三
五
億
人
。
つ
ま
り
全
人
類
の

第
一
章

爆
発
す
る

ア
ジ
ア
の
人
口

鳳
フ
ロ
ロ
ー
グ

_

4
つ
の
地
球
ー

カ
ナ
ダ
、
プ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
の
あ
る
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

あ
と
二

0
数
年
後
、
八
五
億
人
に
膨
れ

あ
が
っ
た
人
類
が
、
今
の
カ
ナ
ダ
人
と

同
レ
ベ
ル
の
生
活
を
実
現
す
る
に
は
、

地
球
と
同
じ
耕
地
を
持
つ
惑
星
が
、
あ

と
三
つ
か
四
つ
必
要
に
な
る
と
い
う
典

味
深
い
報
告
を
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
惑
星
を
、
人
が

造
れ
る
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ま
ま
人
口
増
加
に
プ
レ
ー
キ
が

か
か
ら
な
け
れ
ば
、
五
0
年
後
の
世
界

は
、
食
料
を
め
ぐ
る
争
奪
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
経
済
力
の
弱
い
国
は
、
飢
餓

に
追
い
込
ま
れ
て
い
く
の
は
必
至
て
す
。

―101 五
年
へ
の
決
断
ー
ア
ジ
ア
の
人
口
増
加
と
食
料
ー

ー
ア
ジ
ア
主
要
国
の
人
ロ
ー

ア
ジ
ア
の
な
か
で
も
人
口
の
多
い
国

は
、
中
国
の
―
二
億
人
。
イ
ン
ド
の
九

億
人
。
次
い
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
一
億
九

0
0
0
万
。
パ
キ
ス
タ
ン
一
億
三

0
0

0
万
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
一
億
二

o
o

0
万
。
日
本
一
億
二

0
0
0
万
、
そ
の

他
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ー
世
界
の
人
口
密
度

I

こ
れ
は
世
界
の
「
人
口
密
度
」
を
示
し

た
も
の
で
す
。

赤
く
塗
っ
て
あ
る
地
域
が
一
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
当
り
二

0
0
人
以
上
の
地

域
で
す
。
こ
の
地
域
が
ア
ジ
ア
に
多
い

こ
と
も
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
す
。

人
口
増
加
の
主
な
要
因
は
、
高
い
出

生
率
が
続
い
て
い
る
の
に
、
死
亡
率
が

低
下
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り

多
産
少
死
の
状
態
が
つ
づ
く
こ
と
で

す。 七
人
に
四
人
は
ア
ジ
ア
人
で
占
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

企
画
／
勅
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
/

制
作
／
闊
社
会
経
済
生
産
性
本
部
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ー
世
界
の
普
通
出
生
率
ー
ー

こ
れ
は
各
地
域
の
人
ロ
一

0
0
0
人

当
り
の
出
生
率
を
示
し
た
も
の
で
す

が
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
比
較

し
て
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
地
域
が
い

か
に
多
い
か
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

ー
ア
ジ
ア
の
合
-l-a
特
殊
出
生
率

I

ま
た
ア
ジ
ア
で
は
、
女
性
が
生
涯
に

産
む
子
ど
も
の
数
、
つ
ま
り
合
佑
特
殊

出
生
率
も
高
い
数
字
に
な
っ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
南
ア
ジ
ア
の
国
々
が
上

位
を
占
め
て
い
ま
す
。
生
活
が
貧
し
い

た
め
に
、
働
き
手
と
し
て
、
ま
た
老
後

の
保
障
と
し
て
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
を

つ
く
っ
て
い
る
の
で
す
。

ー
ア
ジ
ア
の
乳
児
死
亡
率

I

ア
ジ
ア
地
域
で
は
こ
こ
二
0
数
年
、

高
い
出
生
率
が
つ
づ
く
な
か
で
、
死
亡

率
が
減
り
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

そ
の
大
き
な
要
因
は
、
人
口
抑
制
策

が
な
く
死
亡
率
、
特
に
乳
児
死
亡
率
だ

け
が
減
少
し
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
ア

ジ
ア
主
要
国
の
一
九
六
五
年
代
か
ら
九

五
年
ま
で
の
乳
児
死
亡
率
を
示
し
た
も

の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
国
で
低
下
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
多
産
少
死
と
な
り
人
口

I
日
本
の
農
村

I

日
本
は
一
九
四
五
年
か
ら
五
0
年
代

ま
で
、
人
口
の
六
0
％
が
農
村
で
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
。
強
い
人
口
抑
制
策
も

な
く
、
保
健
や
医
療
制
度
も
十
分
で
は

な
く
、
出
生
率
も
死
亡
率
も
高
い
、
つ

ま
り
「
多
産
多
死
」
の
状
態
で
し
た
。

そ
の
後
、
農
業
生
産
が
順
調
に
進

み
、
一
九
六
0
年
代
か
ら
急
速
な
工
業

化
、
都
市
化
が
進
み
、
さ
ら
に
教
育
の

普
及
、
食
生
活
の
改
善
、
保
健
・
衛

生
、
医
療
施
設
の
整
備
、
充
実
が
図
ら

れ
、
多
産
多
死
か
ら
多
産
少
死
を
経

て
、
少
産
少
死
へ
の
「
人
口
転
換
」
が
達

成
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
一
九
九
六
年
現
在
、
産
業
の

ハ
イ
テ
ク
化
、
情
報
化
が
進
展
す
る
な

か
で
出
産
率
は
一

0
0
0
対
―
―
゜

合
計
特
殊
出
生
率
も
一
•
四
三
に
な

り
、
二

0
1
0
年
頃
か
ら
人
口
の
減
少

が
始
ま
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

I
韓
国
の
女
性
た
ち

I

韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も
、
日
本
と

ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
、
工
業
化
、
高
学
歴

化
、
医
療
の
充
実
な
ど
を
実
現
し
、
少

産
少
死
へ
の
人
口
転
換
が
実
現
さ
れ
て

が
増
加
し
て
い
る
の
で
す
。

ー
フ
ィ
リ
ビ
ン
の

幼
児
健
康
診
断

I

し
か
し
東
南
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々

で
は
、
政
府
に
よ
る
家
族
計
画
や
人
口

抑
制
の
指
導
、
普
及
が
十
分
行
わ
れ
な

い
ま
ま
、
保
健
や
医
療
設
備
へ
の
投
資

が
行
わ
れ
、
死
亡
率
だ
け
の
減
少
が
図

ら
れ
た
の
で
す
。

ー
ィ
ン
ド
の
子
ど
も
た
ち

I

イ
ン
ド
も
、
農
村
人
口
は
お
お
よ
そ

六
0

%
、
出
生
率
は
今
も
一

0
0
0
0

対
二
八
と
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
死
亡
率
は
、
公
衆
衛
生
施
設

の
拡
充
、
医
薬
品
の
普
及
な
ど
に
よ
り

低
下
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
乳
児
死
亡
率
は
、
一
九
五

0
年
当
時
と
比
べ
、
半
減
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
多
産
少
死
が
人
口
増
加

の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
現

在
の
総
人
口
は
、
お
お
よ
そ
九
億
人
。

世
界
第
二
の
人
口
大
国
で
す
。

ー
中
国
の
子
ど
も
た
ち

I

世
界
第
一
の
「
人
口
大
国
」
中
国
で

は
、
一
九
七
九
年
か
ら
強
力
な
人
口
抑

制
策
が
採
ら
れ
ま
し
た
。
「
晩
婚
晩

い
ま
す
。

育
、
小
生
優
育
I
.
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
一
組
の
夫
婦
に
一
人
の
子
ど
も
、

と
い
う
原
則
が
惟
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

ー
中
国
、
一
人
っ
子
政
策
ー
ー

第
一
子
は
、
出
産
費
用
、
医
療
費
、

託
児
所
費
用
、
毎
月
の
ミ
ル
ク
代
も
無

料
と
い
う
優
遇
策
が
採
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
第
二
子
の
出
産
は
全
額
家
庭
の
負

担
に
な
り
、
さ
ら
に
第
一
子
に
与
え
ら

れ
た
す
べ
て
の
費
用
が
、
遡
っ
て
徴
収

さ
れ
る
と
い
う
徹
底
し
た
一
人
っ
子
政

策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

都
市
部
の
夫
婦
に
と
っ
て
は
、
年
々

上
昇
し
て
い
る
教
育
費
、
そ
し
て
自
分

た
ち
の
生
活
の
充
実
、
向
上
を
考
え

「
一
人
っ
子
」
は
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
世
界
に
類
の
な
い
強

力
な
人
口
抑
制
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

人
口
は
毎
年
一
四
0
0
万
人
ず
つ
増
え

続
け
、
一
九
九
五
年
に
は
‘
―
二
億
人

を
超
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
人
口
増
加
の
背
景
は
、
農
村
で

は
現
在
も
「
多
子
多
福
」
と
「
童
男
軽
女
」

の
伝
統
的
な
価
値
観
が
根
強
く
、
政
府

も
第
一
子
が
女
性
の
場
合
、
数
年
た
て

ば
第
二
子
の
出
産
を
認
め
て
い
る
こ
と

で
す
。
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第
二
章

日
本
ー
火
の
な
い
か
ま
ど
ー
ー

今
か
ら
五

0
年
ほ
ど
前
の
ア
ジ
ア

は
、
い
ず
れ
の
国
も
極
度
の
食
料
不
足

に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。

日
本
も
、
一
旦
二
食
米
を
食
べ
ら
れ

食
料
の
増
産
と

自
給
率

ま
た
「
農
業
生
産
請
負
制
」
以
降
、
労

働
力
が
多
け
れ
ば
多
く
の
土
地
を
請
負

え
、
所
得
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
農
村
で
は
子
ど
も
は
、
二
人
と
い

う
の
が
普
通
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
現
在
の
合
主
＂
特
殊
出
生
率
一

•
八
九
と
い
う
数
字
は
、
一
人
っ
子
政

策
の
大
き
な
成
果
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
は
ニ
―
五
0
年
ま
で
の
世
界
の

人
口
増
加
の
「
中
位
推
計
」
で
す
。
―
―
―

翡
の
人
口
増
加
は
、
ア
フ
リ
カ
と
ア

ジ
ア
を
中
心
に
激
増
す
る
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
も
確
か
に
大
き
な
増
加
率

を
示
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
ア
ジ
ア
は

そ
れ
以
上
の
規
模
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭

で
す
。ア

ジ
ア
は
、
こ
の
膨
大
な
人
口
を
支

え
る
食
料
を
生
産
で
き
る
の
で
し
ょ
う

、。カ

る
人
は
限
り
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
一
九
六
0
年
代
後
半
か
ら
東

南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
米
の
大
増
産
が

始
め
ら
れ
た
の
で
す
。

こ
の
大
増
産
を
保
障
し
た
の
が
、
新

し
く
開
発
さ
れ
た
高
収
量
の
稲
で
し

た
。
こ
の
稲
は
半
分
の
生
育
期
間
で
収

穫
で
き
、
し
か
も
栽
培
時
期
が
限
定
さ

れ
な
い
た
め
、
地
域
に
よ
っ
て
は
二
期

作
、
三
期
作
も
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
高
収
量
を
達
成
す
る
に
は
、

十
分
な
水
の
管
理
、
多
量
の
化
学
肥

料
、
そ
し
て
農
薬
が
必
要
で
し
た
。

ー
ー
ア
ジ
ア
の
化
学
肥
料
投
入
量
ー
ー

こ
れ
は
ア
ジ
ア
主
要
国
の
化
学
肥
料

の
投
入
量
は
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
日

本
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
驚
異
的
な
量

に
な
っ
て
い
ま
す
。

適
正
な
水
の
管
理
を
実
現
す
る
た

め
、
ダ
ム
や
水
利
施
設
、
灌
漑
設
備
に

大
規
模
な
投
資
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ー
世
界
各
地
域
の
灌
漑
率
ー
ー

世
界
の
各
地
域
の
灌
漑
率
で
は
、
ア

ジ
ア
地
域
が
最
も
進
ん
で
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

ー
ー
米
の
収
穫

I

こ
う
し
て
ア
ジ
ア
各
国
は
、
高
収
量

ロ
眉
の
稲
や
麦
を
化
学
肥
料
と
農
薬
、

灌
漑
設
備
に
よ
り
、
穀
物
の
自
給
を
達

成
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
が
「
緑

の
革
命
」
で
す
。

ー
ア
ジ
ア
の
穀
物
自
給
率

I

ア
ジ
ア
主
要
国
の
食
用
穀
物
の
自
給

率
は
、
多
く
の
国
が
一
九
八
五
年
こ
ろ

ま
で
に
、
ほ
ぼ
一

0
0
％
自
給
を
達
成
し

て
い
ま
す
。

そ
し
て
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
パ
キ
ス
タ

ン
な
ど
は
備
蓄
も
増
や
し
、
輸
出
ま
で

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
緑
の
革
命
の
大
き
な
成
果
だ
と
い
え

ま
す
。

第
三
章

工
業
化
に
よ
る
ア
ジ
ア
各
国
の
経
済

成
長
は
、
国
民
所
得
を
増
や
し
食
肉
や

牛
乳
、
卵
な
ど
の
需
要
を
急
増
さ
せ
て

い
ま
す
。

し
か
し
こ
う
し
た
動
物
性
食
品
の
生
産

に
は
、
大
量
の
穀
物
が
必
要
な
の
で
す
。

食
生
活
の
変
化

と
穀
物
生
産

ー
ー
世
界
各
地
域
の

カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
ー
ー

し
か
し
ア
ジ
ア
の
食
料
は
豊
か
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
食
生
活
の
一

つ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
、
世
界
各

地
域
の
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
で
は
、
北

米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ロ
シ
ア
、
オ
セ
ア

ニ
ア
地
域
の
人
々
は
、
そ
の
約
半
分
を

動
物
性
の
食
品
か
ら
摂
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
南
米
の

人
々
は
、
こ
れ
を
穀
物
か
ら
摂
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。

し
か
し
ア
ジ
ア
で
も
、
穀
物
生
産
の

自
給
を
達
成
し
た
一
九
八
0
年
代
か
ら

「
よ
り
豊
か
な
暮
し
」
を
求
め
、
工
業
化

へ
の
道
を
突
き
進
み
ま
す
。
そ
し
て
多

く
の
国
々
が
経
済
成
長
を
つ
づ
け
、
食

生
活
も
欧
米
風
の
動
物
性
食
品
に
変
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
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中
国

i
豚
の
飼
育

I

中
国
で
は
、
豚
肉
の
生
産
だ
け
に
必

要
な
穀
物
が
一
九
九

0
年
か
ら
四
年
間

で
三
六
0
0
万
ト
ン
も
増
加
し
ま
し
た
。

日
本
の
年
間
穀
物
輸
入
量
が
三

0
0

0
万
ト
ン
て
す
か
ら
、
こ
の
中
国
の
消

費
量
は
驚
異
的
な
量
で
す
。

ー
訊
、
豚
、
牛
の
飼
育
穀
物
量
ー
ー

動
物
性
の
食
品
を
つ
く
る
に
は
、
今

の
中
国
の
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
莫
大

な
穀
物
か
必
要
な
の
て
す
。
例
え
ば
、

鶉
の
肉
を
一

k
g生
産
す
る
た
め
に
は
、

二
k
g
の
穀
物
が
必
要
で
あ
り
、
豚
肉
は

四
k
g
。
牛
肉
は
七
k
g
の
穀
物
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

J
g
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K
 

/~, 

＠
 

ゲyi 
[
 
c
 

g
 

• 
'、

2
ぐ

，
〗
〕
日
妙

|

L
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
講
演
ー

ア
メ
リ
カ
の
ワ
ー
ル
ド
ウ
オ
ッ
チ
研

究
所
所
長
、
レ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ウ
ン
氏

は
「
も
し
中
国
が
、
例
え
ば
現
在
の
台

湾
地
域
の
食
生
活
レ
ベ
ル
に
な
る
と
す

る
と
、
二

0
三
0
年
に
は
、
四
億
ト
ン

の
穀
物
を
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
」
と
い
う
厳
し
い
予
測
を
し
て
い

ま
す
。

ー
中
国
の
穀
物
、

四
ト
ン
の
輸
入
ー

一
九
九
三
年
の
世
界
の
穀
物
総
輸
出

量
は
、
二
億
ト
ン
。
中
国
に
四
億
ト
ン

も
の
穀
物
を
輸
出
で
き
る
国
は
、
今
ど

こ
に
も
な
い
の
で
す
。

ま
た
増
産
の
方
策
も
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
中
国
が
そ
の
半
分
の
二
億
ト
ン

で
我
慢
し
た
と
し
て
も
、
世
界
は
「
食

料
危
機
」
に
襲
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
こ
こ
一

0
数
年
の
食
料
生
産
の
惟
移

か
ら
み
れ
ば
、
今
後
大
幅
な
食
料
増
産

は
で
き
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

理
由
の
―
つ
は
「
緑
の
革
命
」
当
時
、
劇

第
四
章

食
料
増
産
の
限

界
と
環
境
の
破
壊

的
な
増
収
を
も
た
ら
し
た
化
学
肥
料
や

農
薬
の
使
用
が
限
界
に
き
て
い
る
こ
と

で
す
。日

本

l
健
康
へ
の
被
害

l

一
九
六
五
年
こ
ろ
か
ら
七

0
年
代
の

日
本
は
、
化
学
肥
料
と
く
に
農
薬
の
大

量
投
入
に
よ
り
、
人
の
健
康
へ
の
被
害

が
続
出
し
ま
し
た
。
皮
膚
病
や
肝
機
能

障
害
、
治
療
法
も
わ
か
ら
な
い
奇
病
、

難
病
が
多
発
し
た
の
で
す
。

I
汚
染
さ
れ
た
川

I

ま
た
水
田
か
ら
昆
虫
や
貝
、
魚
、
小

動
物
な
ど
が
死
に
、
鳥
ま
て
姿
を
消
し

た
の
て
す
。
さ
ら
に
河
川
の
汚
染
、
土

襲
食
や
塩
買
農
地
の
劣
化
は
ど
、
環

境
に
深
刻
な
影
孵
を
お
よ
ぼ
し
ま
し
た
。

も
う
化
学
肥
料
や
農
薬
に
よ
る
増
産

は
望
め
な
い
の
で
す
。

ー
工
場
地
帯
と
港
湾

I

食
料
の
増
産
が
望
め
な
い
二
つ
目
の

理
由
は
、
耕
地
面
積
の
減
少
て
す
。
エ

業
の
発
展
に
と
も
な
い
、
道
路
や
住
宅

の
建
設
、
港
湾
の
拡
大
な
ど
の
た
め
、

肥
沃
な
農
地
が
次
々
と
減
少
し
て
い
る

の
で
す
。

ー
畑
の
中
に
建
て
ら
れ
る

高
速
道
路

I

日
本
で
は
一
九
六

0
年
か
ら
九

0
年

ま
て
の
三
0
年
間
に
一
三
•
三
％
、
八

二
万
四
千
ha
の
農
地
が
減
少
し
、
一
九

九
三
年
に
は
、
穀
物
の
七
七
％
を
輸
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
。

中
国

I
耕
地
の
減
少
推
移

I

中
国
で
も
農
地
の
減
少
が
顕
著
で

す
。
こ
れ
は
一
九
八

0
年
代
か
ら
の
減

少
推
移
で
す
が
、
一
九
八

0
年
代
に

は
、
年
平
均
三

0
万
ha
、
合
計
三
七
三

万
ha
が
失
わ
れ
、
さ
ら
に
九
0
年
代
に

な
っ
て
も
減
り
つ
づ
け
、
九
四
年
ま
で

に
五
七
万
ha
が
工
業
用
地
や
レ
ジ
ャ
ー

施
設
、
魚
の
養
殖
池
な
ど
に
変
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

ー
広
い
耕
地
ー
ー

し
か
も
減
少
し
た
農
地
の
八

0
%

は
、
長
江
以
南
の
水
に
恵
ま
れ
た
肥
沃

な
穀
倉
地
帯
な
の
で
す
。

そ
し
て
米
の
生
産
羅
は
一
九
九
二
年

を
ピ
ー
ク
に
、
毎
年
減
り
つ
づ
け
て
い

る
の
で
す
。

へ~へ~-ヽ-- -------- - - - --一―一―-―_―_—-- --―------ --~ 心-----―-- --- - -- - '  

34 



第13回人口と開発アジア国会議員代表者会語開く《スライド》

ー
ガ
ン
ジ
ス
河
流
域

乾
燥
し
た
耕
地
ー
ー

食
料
の
増
産
が
て
き
な
い
三
つ
目
の

理
由
は
、
農
業
用
水
の
不
足
で
す
。

穀
物
一
ト
ン
を
生
産
す
る
に
は
、
一

0
0
0
ト
ン
の
水
が
必
要
で
す
。
こ
れ

ら
の
水
は
、
多
く
は
河
川
や
湖
か
ら
取

水
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
急
速
な
人
口
の

増
加
、
都
市
化
の
な
か
で
過
剰
な
取
水

が
行
わ
れ
、
南
ア
ジ
ア
を
流
れ
る
ガ
ン

ジ
ス
河
流
域
て
は
、
水
不
足
の
た
め
食

料
の
生
産
が
中
止
さ
れ
る
地
域
が
て
て

い
ま
す
。

イ
ン
ド
ー
水
の
な
い

灌
漑
施
設
ー

灌
漑
用
水
の
過
剰
な
汲
み
上
げ
に
よ

り
、
イ
ン
ド
西
部
の
海
岸
地
帯
の
よ
う

に
、
帯
水
層
に
塩
分
が
浸
透
し
、
作
物

の
生
産
が
で
き
な
い
地
域
も
で
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
世
界
の
至
る
と
こ
ろ

で
水
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ

れ
は
濯
漑
農
業
の
終
焉
を
意
味
し

ま
す
。

I
海
洋
資
源
の
減
少
ー
ー

食
料
の
増
産
が
期
待
で
き
な
い
四
つ

目
は
、
海
洋
資
源
の
減
少
で
す
。
世
界

の
漁
獲
最
は
、
一
九
五

0
年
当
時
、
一

人
当
た
り
九
k
g
で
し
た
が
、
一
九
九
〇

年
に
は
一
九
k
g
に
も
増
え
て
い
ま
す
。

多
く
の
海
岸
学
者
は
、
こ
の
捕
獲
量

は
す
で
に
限
界
を
超
え
て
い
る
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。

事
実
、
世
界
一
七
の
主
な
漁
場
の
う

ち
、
九
つ
の
漁
場
で
は
す
で
に
限
界
を

超
え
、
減
少
に
転
じ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
ま
ま
乱
獲
が
続
け
ば
、
ニ
―
世

紀
に
は
海
洋
資
源
の
多
く
が
枯
渇
し
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

中
国
ー
植
物
、

バ
イ
オ
の
実
験

I

食
料
が
増
産
で
き
な
い
五
つ
目
の
理

由
は
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ヘ
の
期

待
が
薄
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

今
も
遺
伝
子
改
変
作
物
や
魚
類
、
家

畜
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
健
全
な
食
料
増
産
へ

の
明
る
い
見
通
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
今
後
の
人
口
増
加
分
を

保
障
す
る
食
料
の
増
産
は
、
非
常
に
不

確
か
な
状
況
に
あ
る
の
で
す
。

こ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
、
限
り
あ
る

資
源
の
争
奪
を
め
ぐ
っ
て
緊
張
が
増
幅

し
、
地
域
間
の
対
立
、
紛
争
の
原
因
と

な
る
恐
れ
さ
え
あ
り
ま
す
。

自
由
貿
易
と
食
料

自
分
の
食
べ
る
も
の
は
自
分
で
つ
く

る
。
自
分
た
ち
の
地
域
て
つ
く
る
と
い

う
の
が
、
古
来
か
ら
の
人
の
暮
ら
し
方

で
し
た
。

こ
れ
は
ど
こ
の
地
域
て
も
、
な
ん
百

年
も
つ
づ
い
て
き
た
の
で
す
。

し
か
し
現
在
は
ど
う
て
し
ょ
う
。

工
業
化
が
極
度
に
進
ん
だ
地
域
で
は
、

そ
の
製
品
が
輸
出
か
ら
生
ま
れ
た
利
益

で
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
食
料
を
輸
入
す
る

と
い
う
暮
ら
し
方
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
典
型
的
な
国
は
、
ア
ジ
ア
て
は

日
本
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
で
す
。
こ

れ
ら
の
国
で
は
、
人
口
が
都
市
に
集
中

し
食
料
生
産
の
担
い
手
が
い
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

日
本
て
は
、
い
ま
全
就
業
人
口
の
う

ち
、
実
際
に
食
料
を
生
産
し
て
る
農
業

就
業
人
口
は
、
わ
ず
か
四
•
八
一
％
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
工
業
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、

農
産
物
も
工
業
製
品
と
同
じ
「
商
品
」
と

し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
い
か
に
利
益
を
生
む
か
が
優

先
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

ガ
ッ
ト
の
農
業
交
渉
も
、
そ
う
い
う
合

愚
取
り
つ
け
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
五
章

中
国

I
市
場
経
済
導
入
後

の
実
態

I

農
産
物
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
飢
え

を
満
た
し
、
健
康
を
維
持
す
る
も
の
て

は
な
く
、
い
か
に
利
益
を
生
む
か
だ
け

が
最
大
の
関
心
事
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
例
え
ば
、
市
場
経
済
導
入
後
の
中

国
で
も
、
米
よ
り
果
実
の
方
が
儲
か
れ

ば
、
今
ま
で
稲
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
水

田
も
、
す
ぐ
果
樹
園
に
変
り
ま
す
。

翡
園
よ
り
鰻
の
養
殖
が
利
益
を
生

め
ば
、
果
樹
園
は
た
ち
ま
ち
養
殖
池
に

変
え
ら
れ
ま
す
。

I

タ
イ
で
も
同
様
の
現
象
が
ー
ー

タ
イ
は
、
世
界
て
も
有
数
な
米
輸
出

国
で
す
。
し
か
し
工
業
化
の
進
展
、
社

会
経
済
の
変
化
に
よ
り
、
よ
り
大
き
な

利
益
を
生
む
輸
出
商
品
と
し
て
の
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
、
ソ
ル
ガ
ム
な
ど
の
栽
培
が
盛
ん
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
養
殖
エ
ビ
や
プ
ロ
イ
ラ
ー
を

加
工
食
品
と
し
て
輸
出
す
る
産
業
も
盛

ん
で
す
。
そ
の
た
め
に
海
岸
の
マ
ン
グ

ロ
ー
プ
が
次
々
と
エ
ビ
の
養
殖
池
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

日
本
も
か
つ
て
農
作
物
は
、
そ
れ
ぞ

れ
地
域
で
気
候
や
風
土
に
合
っ
た
も
の
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が
栽
培
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
今
は
「
適
地
適
作
」
よ
り
も
、

市
場
に
合
っ
た
作
物
が
人
工
的
に
つ
く

ら
れ
、
し
か
も
連
作
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

ー
天
候
に
左
右
さ
れ
る
環
境

I

農
作
物
の
価
格
は
、
天
候
に
大
き
く

左
右
さ
れ
ま
す
。

自
由
市
場
で
は
、
豊
作
は
価
格
を
暴

落
さ
せ
、
生
産
国
、
生
産
者
の
生
活
を

破
綻
さ
せ
、
凶
作
は
価
格
を
暴
騰
さ

せ
、
イ
ン
フ
レ
を
招
き
輸
入
の
で
き
な

い
国
々
に
飢
餓
と
貧
困
、
そ
し
て
社
会

不
安
の
火
種
を
つ
く
り
だ
し
ま
す
。

世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
、
人
々

は
利
益
の
追
及
に
血
眼
に
な
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
。

市
場
経
済
と
自
由
貿
易
を
維
持
す
る

こ
と
だ
け
で
、
食
料
不
足
や
飢
餓
の
問

題
は
解
決
で
き
る
と
い
う
主
張
は
、
ほ

ん
と
う
で
し
ょ
う
か
。

農
産
物
は
、
単
な
る
「
商
品
」
で
は
な

い
の
で
す
。

私
た
ち
の
生
命
を
育
む
不
可
欠
の
糧

な
の
で
す
。

自
分
た
ち
の
食
料
は
、
自
分
た
ち
の

住
む
地
域
で
つ
く
る
。
責
任
を
も
っ
て

確
保
す
る
。
そ
し
て
公
正
な
国
際
貿
易

■
エ
ピ
ロ
ー
グ

ア
メ
リ
カ
や
E
C
、
オ
セ
ア
ニ
ア
な

ど
食
料
輸
出
国
は
、
農
産
物
の
例
外
な

き
自
由
競
争
体
制
を
つ
く
る
方
向
に
動

い
て
い
ま
す
。

し
か
し
農
産
物
の
輸
出
競
争
は
、
輸

入
国
の
農
業
破
壊
を
招
く
だ
け
で
な
く

輸
出
国
の
農
業
基
盤
を
も
破
壊
す
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。

I
飢
え
に
苦
し
む
人
々
ー

F
A
0
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
今
も
世

界
で
七
億
八
六
0
0
万
人
の
人
々
が
栄
養

不
足
の
状
態
に
あ
る
と
い
い
ま
す
。

し
か
も
人
口
は
、
今
後
も
さ
ら
に
増

え
つ
づ
け
て
い
く
の
に
、
そ
れ
を
支
え

る
食
料
は
、
増
産
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
の
で
す
。

そ
の
一
方
で
富
め
る
先
進
工
業
国

は
、
食
料
を
そ
の
財
力
て
半
ば
独
占

し
、
飽
食
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
る

の
で
す
。

今
、
二
三
％
の
富
め
る
国
が
、
八
三

％
の
資
源
を
消
費
し
て
い
る
の
で
す
。

先
進
工
業
国
は
野
放
図
な
飽
食
、
浪

費
を
慎
む
べ
き
で
す
。

を
維
持
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

I
南
ア
ジ
ア
に

強
力
な
人
口
対
策
ー
ー

ま
た
途
上
国
に
も
、
強
力
な
人
口
抑

制
の
行
動
が
必
要
で
す
。

具
体
策
は
、
女
性
へ
の
教
育
と
地
位

の
向
上
を
図
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
ヘ
ル

ス
・
ラ
イ
ツ
の
実
行
、
促
進
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
貧
し
い
が
ゆ
え
に
知

識
や
情
報
が
な
く
、
多
く
の
子
ど
も
を

産
み
、
そ
の
子
の
教
育
も
で
き
ず
、
雇

用
の
機
会
も
な
く
、
早
婚
を
繰
り
返

す
、
こ
の
悪
循
環
は
断
ち
切
ら
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

カ
イ
ロ
ー
国
際
人
口
•

開
発
議
員
会
議

I

一
九
九
四
年
、
エ
ジ
プ
ト
カ
イ
ロ

で
行
わ
れ
た
国
際
人
口
•
開
発
議
員
会

議
で
、
現
在
一

0
兆
ド
ル
に
の
ぼ
る
軍

事
予
算
の
転
用
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

今
の

O
D
A
総
額
は
、
軍
事
費
の

O

・
五
％
に
す
ぎ
ず
、
さ
ら
に
「
人
口
や
家

族
計
画
」
に
使
わ
れ
る
資
金
は
、
そ
の

-
1
二
％
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。

I
軍
事
予
算
を

人
ロ
・
食
料
保
障
に

I

砲
弾
か
ら
平
和
も
愛
も
生
ま
れ
ま
せ

ん。

世
界
の
政
治
家
た
ち
は
、
こ
の
巨
額

の
軍
事
予
算
を
今
こ
そ
二

0
二
五
年
に

向
け
て
の
人
口
の
安
定
と
食
料
の
安
全

保
障
に
切
替
え
る
勇
気
と
決
断
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
の
無
知
と
高
慢
、
そ
し
て
際
限
の

な
い
欲
望
が
、
男
女
の
差
別
、
人
種
の

差
別
、
宗
教
に
よ
る
差
別
を
つ
く
り
だ

し
、
紛
争
を
起
こ
し
、
殺
敗
を
広
げ
、

さ
ら
に
植
物
や
動
物
の
住
む
環
境
を
破

壊
し
、
生
命
を
奪
い
、
種
を
絶
滅
に
ま

で
追
い
込
ん
で
い
る
の
で
す
。

ー
ー
友
愛
に
よ
る

共
存
論
理
の
創
出
を

I

人
類
に
英
知
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
か

け
が
え
の
な
い
地
球
の
恵
み
を
共
に
分

か
ち
合
い
、
友
愛
に
よ
る
共
存
の
倫
理

を
創
り
だ
す
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
今
、

こ
の
世
紀
に
生
き
る
私
た
ち
の
責
務
な

の
で
す
。

こ
の
ス
ラ
イ
ド
は
社
会
生
産
性
本
部

よ
り
販
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先
~財

団
法
人
社
会
生
産
性
本
部

メ
デ
ィ
ア
事
業
部

電
話
~
(
O三
）
三
四
0
九
ー
＿
一
三
四

担
当
＂
課
長
広
瀬
睛
生
／
三
浦
哲
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笹
山
幸
俊
•
神
戸
市
長
、
中
山
太
郎
・
国

際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
会
長
、
桜
井
新
・

人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム

(
A
F
P
P
D
)
議
長
、
ナ
フ
ィ
ス
・
サ

デ
ィ
ッ
ク
・
国
連
人
口
基
金
(
U
N
F
P
A
)

事
務
局
長
、

V
.
T

・
パ
ラ
ン
•
国
際
家
族

計
画
連
盟
(
l
p
p
F
)
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

局
長
、
各
国
代
表
の
国
会
議
員
の
皆
様
、
ご

参
集
の
皆
様
。

第
一
三
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

国
会
議
員
代
表
者
会
議
開
催
に
あ
た
り
、
ア

ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
を
代
表
し
て
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
神
戸
が
阪
神
淡
路
大
震
災
と
い
う
世

界
の
災
害
史
に
残
る
大
惨
事
に
見
ま
わ
れ
た

の
は
約
二
年
前
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
大
惨

事
の
中
か
ら
、
神
戸
は
ま
さ
し
く
不
死
鳥
の

ご
と
く
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
私
ど
も
は
、

こ
の
復
興
の
陰
に
あ
っ
た
皆
様
の
計
り
知
れ

な
い
ご
苦
労
を
思
い
、
た
だ
た
だ
驚
嘆
し
、

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
回
私
ど
も
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
が

こ
の
神
戸
で
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
を
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
は
、
復
活
神
戸
の
姿
を
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
海
外

国
会
議
員
の
皆
様
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
思
い
も
あ
り
意
義
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
関
係
各
位
の
親
身
な
ご
協
力
、
と
く

に
、
本
会
議
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
神
戸
市

は
じ
め
竹
中
幸
雄
神
戸
国
際
交
流
協
会
常
務

理
事
、
小
松
大
作
都
市
情
報
セ
ン
タ
ー
事
務

闊アジア人口• 開発協会

理事長前田福三郎

局
長
、
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
は
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
深

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
の
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
、
通
称
A
P
D

A
会
議
は
年
に
一
回
開
催
さ
れ
、
今
回
で
一

三
回
を
数
え
ま
す
。
私
ど
も
の
財
団
は
ア
ジ

ア
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動

を
支
援
す
る
た
め
に
、
故
佐
藤
隆
前
農
林
水

産
大
臣
が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

二
―
世
紀
に
人
類
が
明
る
い
未
来
を
築
く

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
人
口
問
題
の

解
決
と
現
境
と
調
和
的
な
持
続
可
能
な
開
発

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。

現
在
世
界
人
口
は
人
頬
の
歴
史
の
中
で
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
規
模
で
増
加
し

て
い
ま
す
。
年
間
の
増
加
数
だ
け
で
約
九
六

0
0
万
人
と
い
わ
れ
、
今
年
度
中
に
は
世
界

人
口
は
六
0
億
人
に
達
す
る
の
で
は
な
い
か

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
が
ど
こ
ま
で
こ

の
人
口
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
誰
に

も
判
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
球
の

限
界
を
超
え
て
人
類
が
生
き
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
り
ま
す
。
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こ
の
危
機
は
天
災
の
よ
う
に
急
に
人
類
を

襲
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
確

実
に
決
し
て
止
ま
る
こ
と
な
く
迫
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
各
国

指
導
者
の
政
治
的
な
意
志
と
決
断
が
不
可
欠

で
す
。
人
口
問
題
は
最
終
的
に
は
個
人
の
問

題
で
あ
り
、
何
人
も
決
し
て
強
制
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
人
々
に
問
題
を
語
り
か
け
、
十
分
に

理
解
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
、
自
発
的
な
行

動
を
導
き
出
す
よ
り
他
に
方
法
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
意
味
で
、
各
国
指
導
者
の
中
で

も
、
人
々
か
ら
直
接
選
ば
れ
各
国
の
意
思
決

定
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
国
会
議
員
の
役
割

が
一
層
重
要
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
認
識
に
基
づ
き
、
ア
ジ
ア

各
国
の
国
会
議
員
の
皆
様
の
人
口
と
開
発
に

関
わ
る
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
使
命
と
し

て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
ロ
ー
マ
で
開
か
れ
た
食
糧
農
業
機

関
(
F
A
0
)
の
「
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
」
に
向

け
活
動
を
行
い
、

A
F
P
P
D
と
と
も
に
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
、
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
で
の
会
議
を
古
援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
ど
も
は
人
口
と
開
発
に
関
わ
る

活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
調
査
研
究
事
業
を

行
い
、
資
料
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今

回
も
私
ど
も
の
財
団
が
農
林
水
産
省
か
ら
委

託
を
受
け
実
施
し
た
「
ラ
オ
ス
国
の
農
業
・

農
村
開
発
に
関
す
る
調
査
」
の
報
告
を
東
京

大
学
名
誉
教
授
で
国
の
文
化
功
労
者
で
あ
る

川
野
頂
任
先
生
よ
り
、
そ
し
て
原
生
省
よ
り

委
託
を
受
け
実
施
し
ま
し
た
「
フ
ィ
リ
ピ
ン

国
の
人
口
都
市
化
に
関
す
る
調
査
」
の
報
告

を
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
で
本
年

度
の
国
連
人
口
賞
受
賞
が
決
定
し
て
お
り
ま
す

黒
田
俊
夫
先
生
よ
り
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
両
先
生
は
日
本
が
世
界
に
誇
る
学
者

で
あ
り
、
私
ど
も
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

の
理
事
を
お
務
め
い
た
だ
き
、
私
ど
も
の
活

動
を
ご
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
の

A
P
D
A
会
議
の
テ
ー
マ
は

「
人
口
と
水
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

水
、
特
に
淡
水
資
源
の
逼
迫
は
日
を
追
っ
て

激
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
人
類
生
存

に
不
可
欠
な
資
源
の
中
で
、
も
っ
と
も
早
く

不
足
す
る
と
言
わ
れ
る
水
の
問
題
に
焦
点
を

当
て
る
こ
と
は
、
時
宜
に
適
っ
た
も
の
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
水
の
問
題
に
関
し
ま
し
て
、
三
人

の
卓
越
し
た
学
識
経
験
者
に
ご
発
表
を
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
ず
、
地
球
と
い
う
視
点
か
ら

見
た
水
に
つ
い
て
、
環
境
・
気
象
の
権
威
で

あ
る
宮
崎
公
立
大
学
の
内
嶋
善
兵
衛
先
生
、

農
業
生
産
と
水
と
い
う
視
点
か
ら
ベ
ト
ナ
ム

の
国
会
議
員
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン

ト
ー
大
学
教
授
で
あ
る
ボ
ー
・
ト
ン
・
ズ
ア

ン
先
生
、
そ
し
て
公
衆
衛
生
と
い
う
観
点
か

ら
慈
恵
会
医
科
大
学
の
小
川
康
恭
先
生
か
ら

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
参
会
の
皆
様

に
十
分
ご
協
議
い
た
だ
き
、
人
類
の
未
来
の

た
め
に
今
後
の
各
国
の
政
策
に
少
し
で
も
資

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
に
過
ぎ
る
喜

ぴ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

私
ど
も
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
は
小
さ

な
組
織
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
人
口

•
開
発
問
題
解
決
の
た
め
に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

神
戸
で
の
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
出
席
の
各
国
国
会
議
員
の
皆

様、

U
N
F
P
A
、
I
P
P
F
な
ど
国
際
機

関
、
さ
ら
に
地
元
関
係
者
の
皆
様
に
改
め
て

深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
主
催
者
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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ア
ジ
ア
の
各
国
か
ら
国
会
議
員
の
代
表
の

方
々
を
神
戸
に
お
迎
え
を
い
た
し
ま
し
て
、

神
戸
市
民
を
代
表
し
て
、
ご
挨
拶
さ
せ
て
い

た
だ
く
機
会
を
頂
戴
し
、
大
変
光
栄
に
存
じ

ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
歓
迎
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
世
紀
に
人
り
ま
し
て
、
我
々
人
類
は
か

つ
て
な
い
規
模
の
人
口
増
加
を
経
験
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
食
糧
不
足
、
貧

困
、
環
境
破
壊
、
都
市
化
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
、
地
球
規
模
で
起
こ
っ
て
お
り
ま

す
。
特
に
世
界
の
人
口
の
約
六
0
％
を
占
め

る
、
私
た
ち
が
属
す
る
ア
ジ
ア
で
は
、
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
解
決
に

向
け
て
、
昨
年
ま
で
は
女
性
に
焦
点
を
あ
て

て
討
議
を
さ
れ
、
マ
ニ
ラ
議
決
を
採
択
さ

れ
、
今
回
は
『
人
口
と
水
一
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
地
球
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
水
に
つ
い

て
、
ご
議
論
が
な
さ
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。
水
は
人
類
の
生
存
と
経
済
や
文
明
の
発

展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

会
議
の
実
り
豊
か
な
成
果
を
期
待
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
神
戸
市
は
、
一
九
八
九
年
国
連
人

口
基
金
の
ご
支
援
ご
指
導
の
も
と
に
、
ア
ジ

ア
の
人
口
問
題
、
特
に
人
口
の
都
市
集
中
に

伴
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
問
題
の
解
決
の
た

め
に
、
神
戸
ア
ジ
ア
都
市
情
報
セ
ン
タ
ー
を

設
立
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
各
種
の

都
市
問
題
解
決
に
向
け
て
の
調
査
、
研
究
を

行
う
と
と
も
に
、
毎
年
、
ア
ジ
ア
の
都
市
の

神戸市長

笹山 幸 俊

行
政
官
の
研
修
事
業
を
行
っ
て
、
す
で
に
四

0
都
市
以
上
の
都
市
行
政
官
を
神
戸
に
お
招

き
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

一
九
九
三
年
に
は
、
財
団
法
人
神
戸
国
際

協
カ
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
発
展
途
上
国
か

ら
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
神
戸

の
N
G
oと
協
力
活
動
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
―
九
九
八
年
に
は
、

W
H
o
神
戸

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
都
市
化
や
ス
ラ
ム

化
、
高
齢
化
に
伴
う
健
康
問
題
の
調
査
研
究

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

神
戸
は
国
際
港
湾
都
市
と
し
て
発
展
し
、

古
く
か
ら
ア
ジ
ア
と
の
結
ぴ
つ
き
が
深
く
、

こ
れ
ら
三
つ
の
セ
ン
タ
ー
を
窓
口
に
、
今
後

も
ア
ジ
ア
の
都
市
と
自
治
体
レ
ベ
ル
で
相
互

に
協
力
し
合
え
る
シ
ス
テ
ム
を
築
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
の
大
震
災
か
ら
二
年
が
経
ち
ま
し
た
。

震
災
当
時
、
皆
さ
ん
の
お
国
か
ら
、
あ
た
た

か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
市
民
を
勇
気
づ

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
お

借
り
い
た
し
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。私

は
、
皆
さ
ま
方
か
ら
の
暖
か
い
友
情
に

お
応
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
最
良
の
方
法
は
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笹
山
幸
俊
神
戸
市
長
、
中
山
太
郎
国
際
人

日
問
題
議
員
懇
談
会
会
長
、
前
田
福
三
郎
財

団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
理
事
長
、

ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
事
務
局
長
、

V
.
T
・
パ
ラ

ン
国
際
家
族
計
画
連
盟
(
l
p
p
F
)
ア
ジ
ア

•
太
平
洋
地
域
局
長
、
各
国
代
表
の
国
会
議

員
の
皆
様
、
ご
参
集
の
皆
様
。

第
一
三
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

国
会
議
員
代
表
者
会
議
開
催
に
ご
参
集
賜
り

人口と開発に関する

アジア議員フォーラム謙長

桜 井新

す
べ
て
の
市
民
と
手
を
携
え
て
、
神
戸
を
一

日
も
早
く
復
興
さ
せ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
神
戸
は
震
災
を
機
に
、
産
業
構
造

の
転
換
、
市
民
生
活
、
福
祉
水
準
の
向
上
な

ど
、
先
駆
的
な
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
私
は
こ
の
努
力
が
実
り
、
神
戸
の

街
が
力
強
く
再
生
す
る
こ
と
を
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

復
興
は
、
市
民
す
べ
て
の
希
望
で
あ
り
、

使
命
で
ご
ざ
い
ま
す
。
復
興
を
進
め
て
い
く

中
で
、
ア
ジ
ア
の
国
々
、
ア
ジ
ア
の
諸
都
市

と
手
を
携
え
、
と
も
に
発
展
で
き
る
道
を
さ

ぐ
り
な
が
ら
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
議
の
ご
成
功

と
、
お
集
ま
り
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厘
＜
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
神

戸
は
二
年
前
、
激
し
い
震
災
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
震
災
で
披
災
さ
れ
た
皆
様
に
は

不
安
も
も
ど
か
し
さ
も
お
あ
り
で
し
ょ
う
が

ど
う
ぞ
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
私
は

こ
の
神
戸
の
目
覚
し
い
復
興
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
神
戸
の
皆
様
の
想
像
を
絶
す
る
ご
努

力
に
、
た
だ
た
だ
敬
服
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
、
神
戸
を
襲
っ
た
阪
神
淡
路
大
震
災

は
人
間
の
努
力
で
は
防
ぐ
こ
と
の
で
き
な
い

天
災
で
し
た
。
人
は
全
知
を
傾
け
、
そ
の
被

害
を
最
も
小
さ
い
も
の
と
す
る
べ
く
努
力
を

行
い
、
後
は
た
だ
こ
の
自
然
の
暴
力
に
対
し

て
身
を
す
く
め
、
そ
の
通
り
過
ぎ
る
こ
と
を

祈
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
人
に
で
き
る
の

は
、
こ
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
希
望

を
見
出
し
生
き
て
い
く
こ
と
で
す
。

人
間
は
こ
の
地
球
の
限
界
を
超
え
て
生
き

て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、

こ
の
地
球
と
運
命
を
共
に
し
て
お
り
ま
す
。

人
類
が
生
き
て
い
く
上
で
必
要
不
可
欠
な
食

料
生
産
の
伸
び
は
低
下
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
今
後
二

0
年
位
は
食
叫
共
冷
が
可
能
で

あ
る
、
と
の
展
望
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後

は
増
え
続
け
る
人
口
に
対
し
て
食
料
が
不
足
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す
る
、
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

未
来
を
希
望
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め

に
、
私
た
ち
国
会
議
員
は
こ
の
問
題
に
真
剣

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
問
題
意
識
か
ら
、
昨
年
私
た
ち

A
F
P

P
D
は
、
世
界
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国

会
議
員
グ
ル
ー
プ
に
呼
び
か
け
、
「
国
際
食

料
安
全
保
障
・
人
口
•
開
発
議
員
会
議
」
を

ロ
ー
マ
の
食
料
サ
ミ
ッ
ト
に
先
駆
け
て
、
ス
イ

ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
プ
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
議
は
公
式
に
食
料
サ
ミ
ッ
ト
で
も

配
布
さ
れ
、
私
ど
も
の
同
僚
で
あ
る
藤
本
孝

雄
農
林
水
産
大
臣
の
手
で
、
総
会
の
席
上
で

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の

A
P
D
A
会
議
の
テ
ー
マ
は

「
水
と
食
料
」
で
す
。

我
が
国
日
本
は
古
来
よ
り
水
に
恵
ま
れ
、

そ
の
恵
み
を
生
活
の
中
に
生
か
し
て
き
ま
し

た
。
私
た
ち
の
先
祖
は
、
営
々
と
し
て
、
き

れ
い
な
水
を
守
る
た
め
の
努
力
を
続
け
、
環

境
と
調
和
し
て
、
生
き
て
き
た
の
で
す
。

現
在
、
世
界
的
に
見
る
と
、
こ
の
「
水
」
が

逼
迫
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
ジ
ュ
ネ
ー
プ
の

会
議
で
も
ア
フ
リ
カ
中
東
議
連
の
あ
る
役
員

か
ら
、
一
九
七

0
年
代
は
石
油
を
め
ぐ
っ
て

中
東
地
域
で
戦
争
が
起
き
た
が
、
今
度
起
こ

る
と
し
た
ら
、
「
水
」
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
、

と
い
う
不
吉
な
予
言
を
聞
き
ま
し
た
。

現
在
、
水
資
源
の
豊
か
さ
を
計
る
の
に
人

口
当
た
り
の
総
降
雨
量
と
い
う
考
え
方
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
考
え
方
に
従
え
ば
、
水
が
豊

か
だ
と
信
じ
て
い
る
我
が
国
日
本
は
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
以
上
に
水
資
源
に
乏
し
い
国
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。
人
口
の
急

増
は
、
こ
の
貴
里
な
水
資
源
を
ま
す
ま
す
、

希
少
な
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

水
は
す
べ
て
の
生
物
が
生
き
て
い
く
上
で

不
可
欠
な
も
の
で
す
。
い
か
な
る
生
物
も
水

な
く
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
淡
水
と
一
見
無
関
係
な
海
水
資
源
で
さ

え
も
、
川
か
ら
流
れ
込
む
栄
養
分
な
く
し
て

は
、
存
在
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
が
判
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
上
で
、
私
た
ち
人

類
が
で
き
る
こ
と
は
人
口
増
加
を
抑
制
し
、

環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
し
、
自
然
環
境
に
負

荷
を
強
く
か
け
な
い
生
き
方
を
実
践
し
、
豊

か
な
自
然
を
涵
養
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
水
に
は
大
き
な
教
育
的
効
果
が
あ

り
ま
す
。
水
は
、
ど
ん
な
に
教
育
の
な
い
人

に
と
っ
て
も
、
切
実
に
必
要
な
も
の
で
す
。

こ
の
水
が
悪
け
れ
ば
、
そ
の
地
域
の
公
衆
衛

生
の
改
善
も
、
な
か
な
か
望
む
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
い
か
な
る
母
親
に
と
っ
て
も
、
我

が
子
の
生
存
と
健
康
は
何
物
に
も
代
え
難
い

も
の
で
あ
り
、
切
実
な
も
の
で
す
。
「
水
」
を

通
じ
た
教
育
を
行
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
乾
い

た
大
地
に
雨
が
染
み
込
む
が
ご
と
く
、
人
々

を
澗
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
こ
と
は
、
人
口
問
題
の
解
決
を
図
る

上
で
も
重
要
な
要
諦
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

農
業
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
ま
す
。
「
水
」

を
中
心
と
し
て
、
村
の
発
展
を
図
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
人
々
の
切
実
な
希
望
を
く
み
あ

げ
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
教
育
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
未
来
へ
の
展
望
を
開

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
、
人
口
問
題

は
、
こ
こ
神
戸
が
見
舞
わ
れ
た
よ
う
な
、
天

災
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
努
力
と

人
々
の
理
解
が
あ
れ
ば
回
避
可
能
な
問
題
で

す
。
未
来
を
希
望
あ
る
も
の
と
す
る
た
め

に
、
今
、
人
が
な
し
う
る
努
力
を
最
大
限
、

行
お
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
会
議
で
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
、
そ
れ
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貝
原
俊
民
兵
庫
県
知
事
、
笹
山
幸
俊
神
戸

市
長
、
桜
井
新
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長
、
前
田
福
三
郎
財

団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
理
事
長
、

ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
事
務
局
長
、

V
.
T
．
パ
ラ

ン
国
際
家
族
計
画
連
盟
(
I
P
P
F
)
ア
ジ
ア

•
太
平
洋
地
域
局
長
、
各
国
代
表
の
国
会
議

員
の
皆
様
、
ご
参
集
の
皆
様
。

第
一
三
回
人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

国
会
議
員
代
表
者
会
議
開
催
を
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
今
回
の
会
議
の
テ
ー
マ
は
「
人

ロ
・
水
資
源
•
開
発
」
で
あ
る
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。
「
水
」
の
問
題
を
こ
の
会
議
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
と
伺
っ
た
と
き
、
こ
れ
は
ま
さ

し
く
時
宜
を
得
た
テ
ー
マ
で
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。生

き
と
し
生
け
る
も
の
に
と
っ
て
「
水
」
は

不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
い
ま
、
こ
の

「
水
」
が
大
変
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
人

類
の
未
来
を
制
限
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
の

中
で
、
水
II
淡
水
資
源
は
、
地
球
上
で
最
も

早
く
枯
渇
す
る
資
源
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。地

球
上
の
水
の
量
は
変
わ
ら
な
く
と
も
、

地
上
の
生
命
が
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
淡

国際人口問題議員懇談会会長

中山太郎
（代読：谷津義男衆議院議員）

が
各
国
の
政
策
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

水
が
、
汚
染
や
過
剰
使
用
に
よ
っ
て
利
用
で

き
な
い
水
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
水
な
く
し
て
は
、
食
料
生
産
は

で
き
ま
せ
ん
。
仮
に
飲
み
水
の
不
足
ま
で
い

た
ら
な
く
と
も
、
人
類
が
生
き
て
い
く
上
で

不
可
欠
な
食
料
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
ら
、
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

人
口
の
増
加
は
、
飲
み
水
ば
か
り
で
は
な

く
、
食
料
に
対
す
る
需
要
の
増
大
、
工
業
化

に
よ
っ
て
生
活
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
り
、
水
を

多
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
日
増
加
以
上

の
水
の
需
嬰
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

事
実
、
私
た
ち
の
主
食
で
あ
る
穀
物
を
一

ト
ン
作
る
の
に
淡
水
が
一

0
0
0
ト
ン
必
要

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
世
界
の
穀
倉
地
帯

で
も
、
穀
物
生
産
を
行
う
上
で
こ
の
淡
水
の

不
足
が
、
も
っ
と
も
大
き
な
生
産
の
制
約
要

因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
す
で
に
農
業
用
水

の
過
剰
使
用
に
よ
っ
て
、
春
か
ら
夏
に
か
け

て
黄
河
の
川
底
が
干
上
が
っ
た
り
、
ア
メ
リ

カ
の
コ
ロ
ラ
ド
川
の
水
も
、
農
業
用
水
の
汲

み
上
げ
に
よ
っ
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
満
ま

で
届
か
な
く
な
っ
て
い
る
、
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
こ
と
に
深
刻
な
事
態
で
あ
り
ま

す。
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ま
た
、
中
国
北
部
で
は
、
過
剰
な
汲
み
上

げ
に
よ
っ
て
地
下
水
位
が
三

0
m
も
低
下
し

た
、
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
し
、
世
界
の
穀

倉
地
帯
で
あ
る
、
ア
メ
リ
カ
の
中
部
平
原
、

イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
パ
ン
ジ
ャ
プ
地
方

で
も
地
下
水
位
が
低
下
し
、
農
業
生
産
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
パ

ン
ジ
ャ
プ
平
原
で
は
、
地
下
水
に
塩
分
が
混

入
す
る
こ
と
で
、
農
業
生
産
に
打
撃
を
与
え

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
需
要
の

増
大
に
伴
う
淡
水
の
過
剰
使
用
が
原
因
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
淡
水
資
源
を
涵
養
し
、
確
保
す
る
た

め
に
は
、
森
林
資
源
の
保
全
が
必
要
で
す

が
、
こ
の
森
林
資
源
も
増
え
続
け
る
人
口
の

圧
力
と
、
工
業
化
の
進
展
に
よ
っ
て
危
機
に

瀕
し
て
お
り
ま
す
。
「
水
」
の
問
題
は
こ
の
よ

う
に
大
き
な
意
味
で
、
私
た
ち
人
類
の
未
来

を
制
約
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
水
の
問
題
は
、
地
球
環
境
や
食
料
と

の
関
係
で
重
嬰
な
影
響
を
私
た
ち
人
類
に
与

え
る
だ
け
で
な
く
人
口
問
題
の
解
決
そ
の
も
の

に
、
腹
接
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

一
九
九
四
年
に
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
「
国

際
人
口
開
発
会
議
」
で
の
―
つ
の
大
き
な
合

意
は
、
人
口
問
題
を
解
決
に
導
く
上
で
、
ま

さ
に
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
・
ヘ
ル
ス
を
実

現
で
き
る
環
境
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
こ
そ
が

重
要
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
あ
り
ま
す
。

こ
の
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
・
ヘ
ル
ス
を

実
現
す
る
環
境
に
は
物
理
的
な
意
味
と
社
会

的
な
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、
物
理
的
な
意
味

で
は
、
ま
さ
し
く
水
の
問
題
が
大
き
な
意
味

を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ

•
ヘ
ル
ス
を
実
現
す
る
上
で
、
最
も
重
要
な

条
件
と
な
る
の
は
「
き
れ
い
」
で
「
衛
生
的
」
な

水
を
手
に
入
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
「
き
れ

い
」
で
「
術
生
的
」
な
水
の
確
保
は
、
乳
児
死

亡
率
の
低
下
を
図
る
上
で
不
可
欠
な
も
の
だ

か
ら
で
す
。

地
球
に
負
荷
を
か
け
、
自
ら
の
未
来
を
圧

迫
し
て
い
る
人
口
問
題
を
解
決
す
る
上
で

も
、
ま
た
、
人
口
増
加
に
よ
っ
て
生
じ
る
圧

力
に
対
応
す
る
た
め
に
も
「
水
」
の
問
題
は
避

け
て
は
通
れ
な
い
問
題
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
、
里
要
な
「
水
」
の
問
題
は
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
総
合
的
な
視
点
か
ら
扱
わ
れ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
国
際
会
議
、
特
に
国
会
議
員

会
議
で
「
人
口
•
水
資
源
•
開
発
」
を
総
合
的

に
議
論
す
る
の
は
こ
の
神
戸
会
議
が
嗚
矢

（
こ
う
し
）
で
あ
り
ま
す
。

人
間
の
行
為
を
省
み
、
希
望
の
あ
る
未
来

を
創
り
出
す
た
め
に
「
人
口
•
水
資
源
•
開

発
」
を
総
合
的
に
議
論
す
る
こ
と
は
必
要
不

可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
画
期
的
な
会
議

を
、
こ
こ
神
戸
で
開
催
す
る
こ
と
の
意
義
は

大
変
大
き
い
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
各
位
の
活

発
な
ご
議
論
と
実
り
あ
る
成
果
を
切
に
期
待

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
急
逮
、
韓
国
訪
問
の
た
め
甚
だ
残

念
な
が
ら
欠
席
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ

と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ご
静
聴
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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U
N
F
P
A
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
人

口
と
開
発
及
び
水
資
源
に
焦
点
を
当
て
た

「
第
一
三
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
に
出
席
で
き
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。
ナ
フ
ィ

ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
が
強
く
参
加
希

望
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
公
務
の
た
め
参

加
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
が
代

理
で
参
加
し
、
二
日
間
に
わ
た
る
今
会
議
を

U
N
F
P
A
が
後
援
で
き
る
こ
と
の
喜
び

と
、
会
議
成
功
に
向
け
た
お
言
菓
を
皆
様
に

お
伝
え
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
ま
ず
最
初
に
主
催
者
に
心
か
ら
の

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ア
ジ

ア
人
口
•
開
発
協
会
前
田
理
事
長
は
じ
め
、

協
会
の
皆
様
方
、
中
山
太
郎
国
際
人
口
問
題

議
員
懇
談
会
会
長
、
桜
井
新
人
口
と
開
発
に

関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長
は
じ

め
A
F
P
P
D
の
皆
様
方
に
お
礼
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
＞
．

T
.
パ

ラ
ン
国
際
家
族
計
画
連
盟

(
I
P
P
F
)
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
局
長
、
各
国
代
表
の
国
会

議
員
の
皆
様
、
ご
参
集
の
皆
様
。
そ
れ
か

ら
、
こ
の
ホ
ス
ト
の
都
市
で
ご
ざ
い
ま
す
笹

山
幸
俊
神
戸
市
長
、
そ
し
て
事
務
に
当
た
ら

れ
ま
し
た
皆
様
に
、
そ
の
ご
支
援
、
そ
の
お
も

て
な
し
を
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
、

F
A
0
食
料
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か

れ
、
そ
の
食
料
サ
ミ
ッ
ト
に
先
駆
け
て
、

A

F
P
P
D
の
桜
井
議
長
の
下
、
食
料
安
全
保

障
と
人
口
•
開
発
に
関
わ
る
世
界
の
指
導
者

を
ジ
ュ
ネ
ー
プ
に
集
め
、
「
食
料
安
全
保
障

国連人口基金事務局長

ナフィス・サディック
（代饒：北谷勝秀•同基金上級顧問）

人
口
•
開
発
議
員
会
議
」
が
ジ
ュ
ネ
ー
プ
で

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
を
U
N
F
P
A

と
し
て
後
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
会
議
の
中
で
、
食
料
安
全
保
障
を
実

現
し
、
持
続
可
能
な
開
発
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
貧
困
の
解
消
、
産
業
国
を
中
心
と
し

た
持
続
不
能
な
生
活
パ
タ
ー
ン
を
改
め
、
持

続
可
能
な
食
料
生
産
を
実
現
で
き
る
よ
う

に
、
土
壌
と
水
資
源
の
適
切
な
管
理
が
必
要

で
あ
る
と
う
た
わ
れ
ま
し
た
。
食
料
安
全
保

障
を
実
現
す
る
た
め
に
、
各
政
府
は
男
女
両

方
が
、
教
育
、
資
金
、
技
術
、
そ
し
て
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
・
ヘ
ル
ス
と
家
族
計
画
を
含

む
基
本
的
深
建
医
療
に
ア
ク
セ
ス
を
も
て
る
よ

う
政
策
を
促
進
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
食
料
サ
ミ
ッ
ト
に
先

駆
け
て
ジ
ュ
ネ
ー
プ
で
、
桜
井
議
長
の
も
と

開
か
れ
た
国
際
食
料
安
全
保
障
人
口
•
開
発

議
員
会
議
(
I
M
F
S
P
P
D
)
で
人
口
と
食

料
の
問
題
を
討
議
し
た
際
、
人
口
を
早
急
に

安
定
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を

強
調
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
女
性
に
意
志

決
定
権
、
権
能
を
与
え
る
と
い
う
女
性
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
が
広
く
理
解
さ
れ
、
宣
言

文
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
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さ
ら
に
、
そ
の
宣
言
文
で
は
、
食
料
安
全

保
障
を
達
成
す
る
上
で
、
立
法
化
を
通
じ
て

女
性
を
中
心
と
す
る
農
村
生
産
者
に
土
地
や

水
な
ど
の
生
産
資
産
に
平
等
な
ア
ク
セ
ス
と

所
有
権
を
与
え
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
人
口
と
食
料
の
関
係
を
明
ら
か
に
し

た
こ
の
会
議
の
意
義
は
大
き
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。現

在
、
世
界
の
半
数
以
上
の
人
々
が
厳
し

い
状
況
の
下
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

テ
ー
マ
と
し
て
設
定
さ
れ
た
水
資
源
は
人
々

の
生
命
そ
の
も
の
を
左
右
す
る
問
題
で
す
。

水
資
源
は
そ
の
配
分
が
難
し
く
、
現
状
は
そ

の
管
理
も
十
分
で
は
な
い
と
い
う
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
国
連
に
よ
り
ま
す
と
、
現
在

人
口
増
加
の
二
倍
の
速
度
で
水
需
要
が
伸
び

て
い
ま
す
。
世
界
人
口
の
三
分
の
一
が
水
不

足
に
直
面
し
て
お
り
、
そ
れ
は
人
口
増
加
と

そ
の
活
動
の
広
が
り
に
よ
る
水
に
対
す
る
需

要
の
高
ま
り
に
よ
る
も
の
で
す
。
二

0
二
五

年
に
は
世
界
人
口
の
三
分
の
二
が
水
不
足
に

直
面
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
不
足

と
水
の
汚
染
は
、
公
衆
衛
生
問
題
を
も
た
ら

し
、
経
済
・
農
業
開
発
を
制
限
し
、
生
態
系

を
広
く
破
壊
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水
不
足
問

題
は
、
食
料
供
給
の
危
機
を
も
た
ら
し
、
世

界
各
地
で
経
済
活
動
の
停
滞
を
も
た
ら
し
ま

す。
早
急
な
対
応
が
取
ら
れ
な
け
れ
ば
、
水
資

源
の
問
題
は
一
層
悪
化
さ
れ
る
だ
け
で
す
。

現
在
五
七
億
人
の
人
口
は
、
二

0
二
五
年
に

は
八
三
億
人
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
―

1
0
年
以
内
に
は
、
世
界
の
一
〇

大
都
市
の
う
ち
六
つ
ま
で
は
ア
ジ
ア
に
集
中

す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
、
ボ
ン
ベ
イ
、

上
海
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
カ
ラ
チ
、
北
京
、

ダ
ッ
カ
の
六
都
市
は
、
い
ず
れ
の
都
市
も
一

八
0
0
万
人
以
上
の
人
口
規
模
に
な
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
水
の
利
用

を
持
続
可
能
な
形
で
進
め
る
た
め
に
、
計
画

を
担
当
す
る
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お

い
て
、
水
の
問
題
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

そ
し
て
開
発
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ

て
、
つ
ね
に
水
を
そ
の
中
心
に
据
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
水
の
質
と
量
の
管
理
、
こ

れ
は
医
療
、
社
会
経
済
政
策
の
中
心
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
に
あ

た
っ
て
は
、
水
、
そ
し
て
食
料
を
供
給
し
、

家
族
の
健
康
を
管
理
し
、
森
林
、
土
壌
、
水

資
源
を
管
理
す
る
女
性
の
役
割
を
十
分
に
配

慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
一

九
九
四
年
カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
「
国
際
人

ロ
開
発
会
議
」
で
採
択
さ
れ
た
行
動
計
画
の

目
標
の
完
全
な
実
行
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
実
現
が
達
成
で
き
れ
ば
、
人
口
の
増
加

も
早
期
に
安
定
化
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
基
本
的
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
1

基
礎

教
育
、
初
等
教
育
、
性
と
生
殖
に
関
す
る
健

康
と
権
利
ー
が
実
現
さ
れ
、
そ
し
て
女

性
、
そ
し
て
男
性
、
す
べ
て
の
人
々
の
生
活

の
質
の
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

会
議
の
成
功
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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A
P
D
A
前
田
理
事
長
、

A
F
P
P
D
桜

井
議
長
、

U
N
F
P
A
北
谷
勝
秀
上
級
顧

問
、
ご
参
会
の
皆
様
方
、
国
会
議
員
の
先
生

方、

I
P
P
F
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
「
第

一
三
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会

議
員
代
表
者
会
議
」
の
閉
会
式
で
、
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
非
常
に
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
会
議
は
、
こ
の
美
し
い
神
戸
の
街
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
神
戸
の
町
に
触
れ
る

こ
と
で
、
我
々
は
大
き
な
教
訓
を
得
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
世
界
に
お
い
て
、
人
間
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
独
創
性
、
そ
の
決
断
、

決
意
、
努
力
も
っ
て
す
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な

困
難
を
克
服
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、
神
戸

の
方
々
は
身
を
も
っ
て
示
し
て
く
だ
さ
い
ま

各国にとって

最も重要な

人口問題は何か
ー戦略的対策を一

し
た
。
神
戸
の
皆
様
は
、
あ
の
惨
憎
た
る
地

震
か
ら
わ
ず
か
二
年
間
の
間
に
、
こ
れ
だ
け

の
復
興
を
成
し
遂
げ
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

さ
て
、

I
P
P
F
は
、
世
界
の
中
で
も
家

族
計
画
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
ヘ
ル
ス
に
関

す
る
最
大
か
つ
指
導
的
な

N
G
oと
し
て
知

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
人
口
と
開
発
に
関
す
る

問
題
が
前
進
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
な
ん
と

申
し
ま
し
て
も
国
会
議
員
の
先
生
方
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
、
支
援
、
そ
れ
か
ら
積
極
的
関

与
が
不
可
欠
で
す
。

財
政
的
に
も
技
術
的
に
も
ま
た
政
治
的
に

も
、
先
生
方
の
積
極
的
な
ご
協
力
な
く
し
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
I
P
P
F
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
は
、
人
口
と
開
発
の
問
題
で
も
、
男
性
、

東・東南アジア・

オセアニア地域局長

V・T・パラン

女
性
の
公
正
の
問
題
で
も
、
食
料
確
保
の
問

題
で
も
、
水
資
源
の
問
題
で
も
同
じ
で
す
。

私
た
ち
の
果
た
す
べ
き
責
務
が
複
雑
で
、
ま

た
、
よ
り
困
難
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
国

民
、
国
内
外
の
政
治
家
た
ち
の
支
援
を
得
る

た
め
に
、
ま
ず
国
会
議
員
の
先
生
方
が
核
と

な
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
一
五
年
間
、
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
活
動
は
、
す
ば
ら
し
い
業
績
を
あ
げ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
今

回
、
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
が

第
一
三
回
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
を

開
催
さ
れ
、
「
水
資
源
と
人
口
」
を
テ
ー
マ
に
さ

れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
二
日
間
、
非
常
に
包
括
的
な

討
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

著
名
な
先
生
方
か
ら
、
人
口
な
ら
ぴ
に
水
の

問
題
を
ど
う
や
っ
た
ら
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
に
つ
い
て
、
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

環
境
問
題
、
水
資
源
の
問
題
、
食
料
の
問
題

に
は
人
口
が
大
き
く
影
響
を
与
え
、
ま
た
影

響
を
受
け
ま
す
。

各
国
が
経
済
発
展
を
達
成
す
れ
ば
、
必
然

的
に
私
た
ち
は
水
資
源
を
テ
ー
マ
に
し
な
け
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れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問

題
は
、
環
境
問
題
と
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な

い
関
係
に
あ
る
と
私
は
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
人
口
と
水
資
源
、
特
に
水
資
源

の
量
と
質
と
い
う
問
題
は
人
口
と
の
関
連
の

上
で
大
き
な
問
題
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
人
口
が
や
は
り
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
人
口
を
考
え
る
場

合
、
そ
の
質
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
国
会
議
員
の
皆
様
。
水
資
源
と
環
境
の

問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
必
然
的
に
人
口

を
そ
の
規
模
の
面
と
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い

た
消
費
パ
タ
ー
ン
を
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
、

本
当
の
意
味
で
水
資
源
や
環
境
問
題
を
論
じ

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
口
は

そ
の
規
模
•
増
加
率
の
い
ず
れ
の
側
面
に
お

い
て
も
環
境
問
題
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と

言
え
ま
し
ょ
う
。

人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動

は
、
ア
ジ
ア
で
芽
生
え
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
の

地
域
は
、
こ
の
活
動
に
お
い
て
多
大
な
成
果

を
上
げ
、
そ
れ
を
ア
ジ
ア
以
外
の
活
動
に
も

展
開
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
方
が
人
口

を
単
に
「
数
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
で

は
な
く
、
人
口
に
関
連
す
る
問
題
を
系
統
立

て
て
取
り
上
げ
、
議
論
さ
れ
て
き
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
ご
参
会
の
皆
様
は
「
人
口
と
開
発

に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
活

動
の
場
だ
け
で
な
く
、
各
国
で
人
口
の
問
題

が
い
か
に
「
食
料
、
水
、
環
境
」
の
問
題
と
密

接
な
関
係
が
あ
り
相
互
依
存
的
な
も
の
で
あ

る
か
に
つ
い
て
、
お
話
し
に
な
ら
れ
て
き
た

と
思
い
ま
す
。

こ
の
二
日
間
、
水
資
源
と
地
球
環
境
、
農

業
開
発
、
安
全
な
飲
料
水
、
そ
し
て
そ
れ

が
、
そ
の
国
の
健
康
、
環
境
衛
生
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
か
と
い
う
非
常
に
重
要

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
包
括
的
な
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
二
十
一
世
紀
を
考
え
ま
す
と
、

ア
ジ
ア
の
政
策
立
案
者
は
こ
れ
ら
の
問
題
を

考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
今
回
の
会
議
は
、
非
常

に
生
産
的
か
つ
有
益
な
討
論
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
成
果
を
、
単
に
こ
こ
だ
け
で

終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
各
国
に
持
ち
帰
っ

て
い
た
だ
き
、
地
域
レ
ベ
ル
、
国
レ
ベ
ル
で

こ
う
い
っ
た
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
初

め
て
水
資
源
の
管
理
を
改
善
す
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
で
、

人
口
に
つ
い
て
も
そ
の
規
模
、
人
口
増
加
率

に
つ
い
て
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
重
要
な
意
義
を
持
つ
本
会
議

の
ご
成
功
を
お
祝
い
を
申
し
上
げ
る
と
同
時

に
、
将
来
の
活
動
に
つ
い
て
―
つ
の
提
案
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
の
先
生

と
A
F
P
P
D
は
様
々
な
偉
業
を
成
し
遂
げ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
そ
ろ

そ
ろ
新
し
い
局
面
に
足
を
踏
み
人
れ
ら
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
各
国

の
国
会
議
員
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

の
国
に
と
っ
て
最
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
人

口
な
ら
び
に
そ
れ
に
関
連
す
る
も
の
が
何
か

を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
問
題
に
対
す
る
戦
略

的
対
策
策
定
に
着
手
さ
れ
た
ら
い
か
が
か
と

思
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を

A
P
D
A
や
A
F

P
P
D
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
そ
れ
ら

の
問
題
に
対
し
て
系
統
的
に
取
り
組
み
、
そ

れ
が
す
ぐ
に
、
そ
し
て
、
直
接
的
に
各
国
の

問
題
の
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
に
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
自
国
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
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第13回人日と開発に関する
アジア国会議員代表者会議

け毎外参加国 I
オーストラリア／中国／フィジ一

インド／インドネシア／マレーシア

ニュージーランド／ネパール／フィリピン

シンガポール／タイ／ベトナム

計12ケ国

1 日本側参加議員 I

桜井新衆議院議員／谷津義男衆議院議員／福島 豊衆議院議員

清水嘉与子参議院議員／小池百合子衆議院議員（代理）

1国際機関 I

国連人口基金 (UNFPA)上級顧問 北谷勝秀

国際家族計画連盟 (IPPF)

東・東南アジア太平洋地域局長

人口と開発に関する

アジア議員フォーラム (AFPPD) シフ・カレ事務局長

ユヴァリー・アピンタナポン

V・T・パラン

て
、
こ
の
こ
と
を
担
当
さ
れ
た
各
国
議
員

が
、
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
議
に
参

会
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
ご
と
に

世
界
の
権
威
あ
る
先
生
方
の
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
有
益
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す。

こ
の
よ
う
な
対
応
を
促
進
す
る
た
め
に

は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
関
連
の
論
文
を
配

布
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
同
じ

よ
う
な
経
験
を
も
っ
国
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
集

め
て
、
そ
れ
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
討
論
を
展

開
す
る
と
い
う
の
が
、
こ
れ
か
ら
の
道
で
は

事

APDA理事長

APDA常務理事・事務局長

APDA業務推進委員

APDA主任研究員

APDA国際課長

APDA経理課長

務 局

前田福三郎

広瀬次雄

遠藤正昭

楠 本修

北畑睛代

大沢春美

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
会
議
の
成
功
を
お
祝
い
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
が
安
全
に
ご
帰
国

さ
れ
る
よ
う
に
お
祈
り
を
し
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第13回人口と開発アジア国会議員代表者会請開く《阪神，淡路大霰災復興支援館を訪問》

スピーディな復興に感動

「
第
十
三
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
の
海
外
か
ら
の

参
加
議
員
一
同
は
、
十
八
日
の
閉
会
式
後
、

神
戸
市
三
宮
に
あ
る
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災

復
興
支
援
館
（
通
称
~
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ

ザ
）
」
を
訪
問
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・

プ
ラ
ザ
は
、

一
九
九
五
年
一
月
七
日
に
淡
路 阪神・淡路大震災復興支援館（フェニックスプラサ）神戸、三宮にて

島
北
部
を
震
源
地
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路

大
震
災
び
被
災
し
た
人
々
に
、
生
活
再
建
と

復
典
に
関
す
る
各
種
情
報
を
幅
広
く
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
ま
た
被
災
者
支
援
グ

ル
ー
プ
な
ど
の
交
流
や
学
習
の
拠
点
と
な
る

べ
く
設
置
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
。

施
設
内
に
は
、
「
ひ
ょ
う
ご
住
宅
復
興

3

カ
年
計
画
」
な
ど
の
震
災
復
興
の

計
画
概
要
や
、
神
戸
港
を
中
心
と

し
た
産
業
基
盤
を
作
り
、
経
済
産

業
に
伴
う
整
備
事
業
な
ど
の
復
典

事
業
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
更
に

被
災
者
が
仮
設
住
宅
か
ら
恒
久
住

宅
に
移
行
す
る
た
め
に
必
要
な
情

報
を
自
由
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
検

索
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い

る
。
館
内
に
は
こ
の
ほ
か
、
震
災

の
生
々
し
い
記
録
が
パ
ネ
ル
等
で

展
示
さ
れ
、
被
災
状
況
を
紹
介
す

る
「
激
動
の
記
録
」
、
地
震
の
起
き

た
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
検
証
す
る
「
兵

庫
県
未
南
部
地
震
と
活
断
層
」
、

今
後
の
防
災
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
知
識
を
高
め
る
「
防
災
の
知
識
」

の
三
本
の
ビ
デ
オ
も
上
映
さ
れ
て

震災の様子と復興の現状説明を熱心に聞き入る会議参加者たち
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い
る
。
会
議
参
加
議
員
た
ち
は
、
写
真
や
ビ

デ
オ
を
通
し
て
生
々
し
い
強
烈
な
被
災
の
様

子
を
目
の
当
た
り
に
し
て
驚
嘆
、
し
ば
ら
く

の
間
声
も
出
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
バ
ス
で

神
戸
市
内
の
主
要
地
域
を
見
学
し
た
際
に

は
、
約
二
年
で
神
戸
の
街
が
見
事
に
復
興
し

た
こ
と
に
感
動
し
て
い
た
。
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中
国
の
人
口
問
題
は
、
人
口
の
絶
対
数
の

増
大
と
い
う
量
的
問
題
に
加
え
、
そ
の
内
部

の
構
造
変
化
に
伴
う
新
た
な
課
題
に
直
面
し

て
い
る
。
そ
の
―
つ
が
人
口
の
都
市
化
で
あ

る
。
人
権
擁
護
を
主
張
す
る
ア
メ
リ
カ
等
の

圧
力
を
受
け
な
が
ら
も
、
中
国
は
あ
く
ま
で

人
口
抑
制
政
策
を
堅
持
し
続
け
て
き
た
。
そ

の
人
口
総
数
は
、
―
二
億
七
七
八
万
人
（
一

九
九
五
年
人
ロ
セ
ン
サ
ス
一
％
抽
出
）
で
、

一
九
九
五
年
の
年
間
人
口
増
加
率
は
一

•
O

五
五
％
と
前
回
の
人
ロ
セ
ン
サ
ス
年
の
一
―

億
三
三
六
八
万
人
、
増
加
率
一
•
四
三
九
％

を
大
き
く
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
五

年
間
に
六
0
年
代
の
ベ
ビ
ー
プ
ー
マ
ー
層
が

結
婚
適
齢
期
に
参
入
し
た
こ
と
に
よ
る
出
生

カ
ヘ
の
影
響
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
の
合

は

じ

め

に

計
特
殊
出
生
率
が
二
ま
で
低
下
し
た
こ
と
は

人
口
抑
制
の
効
果
を
明
確
に
反
映
し
て
い

る
。
第
九
次
五
カ
年
計
画
の
人
口
目
標
や
国

家
計
画
生
育
委
員
会
の
発
表
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
中
国
は
今
後
も
計
画
出
産
を
持
続
的

に
推
し
進
め
、
二

0
0
0
年
ま
で
の
人
口
を

一
三
億
人
以
下
、
心
―
0
1
0
年
に
は
一
四
億

以
下
に
抑
制
す
る
計
画
で
あ
る
。

絶
対
的
な
人
口
増
加
を
抑
制
す
る
一
方

で
、
人
口
の
都
市
化
が
急
速
な
納
い
で
進
行

し
て
い
る
。
国
連
統
計
に
よ
る
と
、
中
国
の

都
市
化
率
は
一
九
九
五
年
時
点
で
約
三

0
%

で
あ
り
、
世
界
平
均
の
四
五
％
を
遥
か
に
下

回
っ
て
い
る
。
先
進
諸
国
の
ケ
ー
ス
を
例
に

と
る
と
、
都
市
人
口
の
増
加
は
工
業
化
と
い

う
近
代
化
の
進
行
に
伴
う
労
働
力
需
要
の
増

大
に
対
し
、
農
村
人
口
が
都
市
に
流
れ
込
む

パ
タ
ー
ン
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

so 



中国における人口流動化と社会変動
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近
年
の
発
展
途
上
国
に
お
け
る
都
市
人
口
の

急
速
な
増
加
は
、
農
村
人
口
の
激
増
、
農
村

内
で
の
雁
用
機
会
の
不
足
と
い
っ
た
要
因
が

強
く
働
い
て
お
り
、
農
村
の
余
剰
労
働
力
の

受
け
人
れ
側
で
あ
る
都
市
は
、
農
村
か
ら
流

入
し
て
く
る
人
口
に
対
し
て
十
分
な
雁
用
機

会
や
生
活
基
盤
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
ス
ラ
ム
の
発
生
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ

ク
タ
ー
の
増
大
と
い
っ
た
問
題
を
抱
え
て
き

た
。
中
国
に
見
ら
れ
る
人
口
都
市
化
は
、
原

則
的
に
は
政
策
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
な
さ

れ
つ
つ
も
人
の
流
れ
の
圧
力
に
抗
し
き
れ

ず
、
先
進
国
と
発
展
途
上
国
に
見
ら
れ
る
双

方
の
都
市
化
要
因
に
よ
っ
て
発
生
す
る
と
い

う
複
雑
な
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
今
後

の
対
応
の
難
し
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

中
国
の
都
市
化
は
こ
れ
ま
で
厳
格
な
人
口
移

動
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
背
景
に
極
め
て
人
為
的

に
進
行
し
て
き
た
。
し
か
し
改
革
開
放
政
策

に
よ
る
市
場
原
理
の
導
人
を
経
て
、
人
口
の

自
由
な
移
動
が
実
質
的
な
都
市
化
を
も
た
ら

す
社
会
構
造
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
中
国

に
お
け
る
流
動
人
口
は
、
そ
れ
自
体
が
背
景

に
あ
る
経
済
・
社
会
的
諸
問
題
を
ダ
イ
レ
ク

ト
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
各
分
野
に
及
ぽ

す
影
響
も
極
め
て
大
き
い
。
本
稿
で
は
、
流

動
人
口
の
動
向
と
近
年
の
特
徴
を
明
ら
か
に

し
、
さ
ら
に
は
人
口
の
流
動
化
が
も
た
ら
す

諸
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ

る。

中
国
は
一
九
四
九
年
に
新
国
家
成
立
後
、

戦
乱
で
極
め
て
疲
弊
し
、
混
乱
し
た
条
件
の

も
と
で
速
や
か
に
新
し
い
国
家
の
建
設
を
進

め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
国
民
経
済
の
回
復
・

発
展
期
で
あ
っ
た
新
政
権
設
立
当
初
、
新
エ

業
甚
地
建
設
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
開
発
等
の

た
め
の
労
働
力
移
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
他

方
、
当
時
は
戸
日
管
理
制
度
が
な
か
っ
た
た

め
計
画
外
の
様
々
な
移
動
が
起
こ
り
、
国
家

の
混
乱
を
起
こ
す
可
能
性
さ
え
あ
っ
た
。
中

共
中
央
•
国
務
院
は
一
九
五
二
年
か
ら
毎
年

の
よ
う
に
「
農
民
の
盲
目
的
都
市
流
人
防
止

に
つ
い
て
の
指
示
」
を
出
し
て
い
た
。

一
九
五
八
年
一
月
に
公
布
さ
れ
た
「
戸
口

登
記
条
例
」
は
、
今
日
の
中
国
の
公
民
管

理
、
人
口
流
動
を
考
え
る
原
点
と
も
い
う
べ

き
法
規
で
あ
る
。
戸
口
と
は
住
戸
お
よ
び
人

口
の
総
称
で
あ
り
、
政
府
に
と
っ
て
は
人
口

配
置
と
衣
食
住
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め

の
垂
要
な
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
就
業
、
転

出
人
、
人
学
、
結
婚
、
出
産
、
食
糧
や
綿
布

の
購
人
、
旅
行
等
に
は
す
べ
て
戸
口
登
記
機

一
、
政
策
に
左
右
さ
れ
る

人
口
の
移
動
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関
の
証
明
を
必
要
と
す
る
。
戸
口
に
は
都
市

戸
口
と
農
村
戸
口
が
あ
り
、
都
市
戸
口
が
あ

れ
ば
国
の
供
給
に
よ
る
「
商
品
糧
」
を
買
う
こ

と
が
で
き
る
が
、
農
村
戸
籍
で
は
そ
れ
が
享

受
で
き
な
い
（
口
糧
制
度
）
。
人
口
移
動
に
関

し
て
は
「
公
民
が
農
村
か
ら
都
市
に
移
転
す

る
と
き
、
必
ず
都
市
労
働
部
門
の
採
用
証
明

書
、
学
校
の
入
学
証
明
証
、
あ
る
い
は
都
市

戸
口
登
記
の
転
入
許
可
証
明
書
を
持
参
し
、

常
住
戸
口
登
記
機
関
に
申
請
し
て
転
出
手
続

き
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
ま
た
「
公

民
が
常
住
地
の
市
・
県
の
範
囲
外
の
都
市
に

三
日
を
超
え
て
暫
住
す
る
場
合
、
暫
住
地
の

戸
主
或
い
は
本
人
が
三
日
以
内
に
暫
住
登
記

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。
政
府
は
こ
の
制
度
に
よ
り
都
市
へ
の

人
口
の
流
人
を
制
限
し
、
同
時
に
農
村
人
口

を
人
民
公
社
と
い
う
集
団
の
中
に
定
着
・
封

印
し
て
き
た
。
農
村
か
ら
都
市
へ
の
盲
目
的

な
人
口
の
流
れ
を
防
止
す
る
こ
と
で
、
辛
う

じ
て
ス
ラ
ム
や
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
と
い
っ
た

究
極
の
都
市
問
題
の
発
生
を
抑
え
て
き
た
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
九
五
八
年
か
ら
一
九
六
0
年
は
大
躍
進

の
期
間
で
あ
り
、
重
工
業
重
視
の
政
策
の
も

と
大
量
の
農
村
労
働
力
が
工
業
建
設
の
た
め

都
市
に
入
る
他
方
で
、
都
市
の
人
口
が
農
業

支
援
の
た
め
農
村
へ
移
動
し
た
。
こ
の
時

期
、
大
躍
進
の
失
敗
、
大
災
害
、
大
飢
饉
の

発
生
に
よ
っ
て
食
糧
の
あ
る
地
域
へ
の
人
口

流
動
が
生
じ
る
と
同
時
に
、
ソ
連
と
の
友
好

関
係
の
破
綻
か
ら
軍
事
戦
略
上
の
「
三
線
」
建

設
が
は
じ
ま
り
、
沿
海
と
内
陸
部
の
工
業
密

集
地
区
に
住
む
人
々
の
西
北
、
西
南
、
中
南

地
区
へ
の
移
動
が
起
こ
っ
た
。

一
九
六
六
年
か
ら
一
九
七
六
年
の
文
化
大

革
命
期
に
は
、
知
識
青
年
の
上
山
下
郷
、
幹

部
の
農
村
へ
の
「
下
放
」
に
よ
る
都
市
人
口
の

農
村
へ
の
遷
移
、
都
市
常
住
人
口
の
減
少
、

紅
衛
兵
大
連
帯
の
各
地
へ
の
拡
散
と
い
う
異

常
事
態
と
な
っ
た
。
そ
し
て
文
革
後
の
一
九

七
八
、
七
九
年
に
は
、
文
革
期
間
に
「
下
放
」

に
よ
っ
て
強
制
的
に
農
村
へ
送
り
込
ま
れ
た

学
生
を
は
じ
め
と
す
る
知
識
青
年
が
一
気
に

都
市
へ
還
流
し
た
こ
と
か
ら
（
知
青
返
城
）
、

大
規
模
の
移
動
が
生
じ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
改
革
開
放
政
策
が
本
格

的
に
始
動
す
る
以
前
の
歴
年
人
口
移
動
は
、

政
治
運
動
や
政
治
的
変
動
の
激
し
い
時
期
と

そ
れ
に
伴
う
経
済
的
混
乱
の
時
期
を
経
て
お

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
八

0
年
代
に
入
り

郡
小
平
氏
の
提
唱
す
る
改
革
•
開
放
政
策
が

始
動
す
る
と
、
様
相
は
一
変
す
る
。
人
口
の

移
動
は
、
活
発
な
経
済
活
動
を
背
景
に
実
質

的
な
都
市
間
・
セ
ク
タ
ー
間
の
需
給
関
係
を

反
映
し
た
も
の
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

一
九
八
二
年
農
村
人
口
の
都
市
へ
の
流
入

を
助
長
す
る
政
策
転
換
が
起
こ
っ
た
。
人
民

公
社
の
解
体
、
集
団
労
働
制
の
廃
止
で
あ

る
。
続
く
一
九
八
四
年
に
は
食
糧
自
己
調
逹

を
条
件
に
鎮
へ
の
農
民
の
移
転
を
正
式
に
許

可
さ
れ
た
。
食
糧
な
ど
の
自
由
市
場
開
設
の

認
可
、
雇
用
に
対
す
る
企
業
自
主
権
の
拡
大

に
よ
っ
て
実
質
的
に
は
形
骸
化
し
て
い
た
食

料
の
配
給
制
は
、
一
九
九
二
年
か
ら
九
三
年

に
か
け
全
国
的
に
廃
止
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一

九
九
三
年
末
か
ら
は
郷
鎮
企
業
で
働
く
農
民

が
県
レ
ベ
ル
以
下
の
城
鎮
へ
戸
口
を
移
す
こ

と
が
許
可
さ
れ
、
一
九
九
四
年
に
は
大
都
市

を
の
ぞ
く
地
域
で
の
戸
口
制
度
の
廃
止
が
伝

え
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
一
連
の
緩
和
施
策
に
よ
っ

て
一
九
八
八
年
”
民
エ
潮
＂
呼
ば
れ
る
出
稼
ぎ

り
、
極
め
て
上
下
動
の
激
し
い
変
動
が
見
ら

れ
る
。
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天津市

農
民
の
都
市
へ
の
流
入
現
象
が
本
格
化
し
て

い
っ
た
。
天
安
門
事
件
で
一
旦
沈
静
化
し
た

も
の
の
、
一
九
九
二
年
か
ら
再
び
活
発
化
し

て
い
る
。
当
初
政
府
は
人
口
の
驚
異
的
な
農

村
か
ら
都
市
へ
の
動
き
に
対
し
て
管
理
の
強

化
に
よ
っ
て
対
処
し
よ
う
と
し
た
が
期
待
さ

れ
た
効
果
は
な
く
、
他
方
で
都
市
側
に
と
っ

て
も
今
日
の
加
速
的
な
経
済
建
設
を
労
働
力

と
し
て
下
支
え
す
る
こ
れ
ら
の
流
入
人
口
が

広東

y =t=°7.0647x•jili.153 
R2 = 0.84 9 

゜00 
20 40 60 80 

沢動人口／総人口（％）

,00 '20 

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。

今
日
の
新
た
な
動
き
と
し
て
、
労
働
者
や

居
住
者
を
都
市
に
受
け
入
れ
る
代
わ
り
に
、

一
定
の
都
市
受
け
入
れ
費
用
を
徴
収
す
る
制

度
が
い
く
つ
か
の
大
都
市
で
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
に
、
一
九

九
一
年
遼
寧
省
「
蘭
皮
蘭
印
戸
口
」
の
発
行
、

一
九
九
三
年
―
二
月
に
上
海
で
採
択
さ
れ
た

「
上
海
市
蘭
印
戸
籍
管
理
暫
行
規
定
」
、
一
九

九
四
年
九
月
北
京
で
採
択
さ
れ
た
「
北
京
市

都
市
収
容
費
徴
収
に
関
す
る
条
例
」
等
が
あ

る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
主

な
目
的
は
、
都
市
の
経
済
改
革
に
有
利
な
資

金
と
教
養
を
持
つ
人
材
を
選
択
的
に
吸
収
す

る
と
同
時
に
、
都
市
の
戸
籍
を
持
た
ぬ
外
来

者
に
現
地
住
民
と
同
様
の
行
政
的
・
社
会
的

サ
ー
ビ
ス
を
供
与
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ

ニ
ー
一
、
流
動
人
口
の
発
生
要
因

近
年
の
急
速
な
流
動
人
口
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
第
一
の
要
因
は
、
経
済
の
地
域
格
差

で
あ
る
。
図
ー
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
人

当
た
り
の
国
民
所
得
が
高
い
地
域
ほ
ど
常
住

人
口
に
対
す
る
流
動
人
口
（
流
入
人
口
）
比
率

が
高
く
な
っ
て
い
る
。
中
国
の
流
動
人
口
は

地
域
の
経
済
発
展
状
況
と
深
い
関
係
が
あ
る

こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
地
域
間
経
済

格
差
を
生
ん
で
い
る
最
大
の
原
因
が
産
業
構

造
の
違
い
で
あ
る
。
産
業
構
造
を
代
表
す
る

一
指
標
と
し
て
第
一
次
産
業
就
業
人
口
を
用

二、

る。

経
済
格
差
と
人
口
流
動
化
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い
て
流
動
人
口
と
の
相
関
を
と
っ
た
も
の
が

図
2
で
あ
る
。
就
業
者
総
数
に
占
め
る
第
一

次
産
業
就
業
人
口
割
合
が
低
い
地
域
ほ
ど
、

総
常
住
人
口
に
対
す
る
流
動
人
口
比
率
が
高

く
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
中
国
に
お
け
る
第

一
次
産
業
と
第
二
次
•
第
三
次
産
業
間
の
収

人
格
差
は
日
本
や
台
湾
が
高
度
経
済
成
長
期

に
経
験
し
た
格
差
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど

大
き
い
。

人
口
押
し
出
し
側
で
あ
る
農
村
で
発
生
し

て
い
る
大
量
の
余
剰
労
働
力
は
、
人
口
の
流

動
化
に
拍
車
を
か
け
る
。
上
述
し
た
よ
う
に

人
民
公
社
解
体
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
内
部
化

さ
れ
て
い
た
潜
在
的
農
村
過
剰
労
働
力
が
表

面
化
し
、
流
動
人
口
予
備
軍
と
化
し
た
。
今

日
、
農
村
余
剰
労
働
力
は
一
億
三

0
0
0
万

人
に
達
し
て
い
る
。
第
九
次
五
カ
年
計
画
期

間
(
-
九
九
六
年
か
ら
二

0
0
0
年
）
に
現
有

の
余
剰
労
働
力
と
新
規
に
労
働
力
市
場
に
参

入
す
る
人
日
は
併
せ
て
二
億
六
八

0
0
万
人

で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
都
市
部
が
五
四
0
0

万
人
、
農
村
部
が
二
億
―
四

0
0
万
人
と
な

る
。
政
府
は
、
そ
の
う
ち
四

0
0
0
万
人
の

農
業
労
働
力
を
非
農
業
部
門
へ
転
移
す
る
計

画
で
あ
る
。
最
も
期
待
さ
れ
て
い
る
受
け
皿

が
農
村
に
お
け
る
工
業
、
い
わ
ゆ
る
郷
鎮
企

業
で
あ
る
が
、
そ
の
堅
調
な
成
長
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
中
国
は
二

0
0
0
年
の
失
業
者
と

不
完
全
就
業
者
が
一
億
五
三

0
0
万
人
に
逹

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
試
算
し
て
い
る
。
一

九
九
五
年
に
お
け
る
農
村
労
働
力
人
口
は
四

億
五

0
0
0
万
人
で
、
う
ち
第
一
次
産
業
に

従
事
す
る
人
口
が
七
二
％
で
あ
る
。
第
二

次
、
第
三
次
産
業
就
業
人
口
の
割
合
は
依
然

三
0
％
に
満
た
な
い
状
態
で
あ
り
、
第
一
次

産
業
か
ら
第
二
次
、
第
三
次
産
業
へ
の
転
換

は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
。
農
村
内
で

吸
収
し
き
れ
な
い
余
剰
労
働
力
は
、
大
規
模

な
移
動
に
よ
っ
て
沿
海
部
の
都
市
へ
殺
到
す

る
可
能
性
を
秘
め
た
圧
力
要
因
と
な
っ
て
い

る。
実
態
調
査
の
結
果
か
ら
明
ら
か
に
な
る
都

市
流
入
人
口
の
特
徴
は
、
―

1
0
歳
代
前
後
の

若
年
の
農
村
出
身
者
で
学
歴
や
収
人
は
比
較

的
高
い
。
流
入
の
目
的
は
経
済
的
理
由
が
大

半
で
、
特
殊
技
術
を
必
要
と
し
な
い
単
純
労

働
に
就
く
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
特

に
男
性
の
建
築
現
場
に
お
け
る
「
労
働
者
」
、

女
性
の
家
事
手
伝
い
を
中
心
と
し
た
「
メ
イ

ド
」
が
、
割
合
の
高
い
戦
業
と
な
っ
て
い

る
。
「
労
働
者
」
は
都
市
に
お
け
る
開
発
ラ
ッ

シ
ュ
を
、
「
メ
イ
ド
」
は
少
子
・
高
齢
化
に
伴

う
家
庭
機
能
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
点
で

興
味
深
い
。
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人
口
の
流
動
化
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
は

各
方
面
に
及
ん
で
い
る
。
な
か
で
も
、
現
在

最
も
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
注

目
す
べ
き
点
を
以
下
に
取
り
上
げ
る
。

三
ー
一
、
都
市
流
入
人
口
の
出
生
行
動
お
よ

び
人
口
構
造
の
変
化

中
国
で
は
都
市
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
に
流

入
し
て
き
た
人
口
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の
出

生
行
動
規
制
す
る
主
体
が
極
め
て
不
明
確
で

あ
っ
た
。
”
超
生
遊
撃
隊
“
と
呼
ば
れ
る
戸
口

所
在
地
の
監
視
網
を
逃
れ
て
外
地
で
計
画
外

出
産
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
行
為
を
規
制

す
る
た
め
に
、
一
九
九
一
年
『
流
動
人
口
計

画
出
産
管
理
弁
法
』
が
国
務
院
に
よ
っ
て
公

布
・
施
行
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
管
理
責
任
の

所
在
、
出
産
・
避
妊
等
に
関
す
る
規
定
、
計

画
外
出
産
に
対
す
る
処
罰
等
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
常
住
人
口
の
二
倍
の
流
動
人
口
を
有

す
る
広
東
省
宝
安
県
に
お
け
る
計
画
外
出
産

の
問
題
化
を
き
っ
か
け
に
全
国
に
先
駆
け
て

一
九
八
七
年
に
制
度
化
し
た
広
東
省
を
は
じ

三
、
人
口
流
動
化
に

伴
う
都
市
問
題

そ
れ
に

め
、
河
北
省
、
四
川
省
等
で
は
独
自
の
法
や

条
例
に
よ
っ
て
、
流
動
人
口
の
出
産
に
関
し

て
の
規
定
を
施
行
し
て
い
る
。

農
村
人
口
の
都
市
へ
の
移
動
は
、
短
期
的

に
は
出
生
に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
プ
に
働
く
傾

向
が
あ
る
。
そ
れ
は
流
入
人
口
の
特
性
と
深

い
関
連
が
あ
る
。
①
都
市
に
流
動
し
て
く
る

女
性
の
文
化
水
準
は
出
生
地
の
そ
れ
に
比
較

し
て
高
く
、
”
晩
婚
・
晩
産
“
に
対
す
る
意
識

が
相
対
的
に
高
い
。
②
今
日
の
流
動
人
口
は

未
婚
者
割
合
が
高
く
、
配
偶
者
を
伴
う
移
動

が
少
な
い
。
特
に
流
動
人
口
の
場
合
は
顕
著

で
、
二

0
歳
か
ら
六
五
歳
の
人
口
の
う
ち
七

0
％
が
配
偶
者
を
伴
わ
な
い
単
身
で
の
移
動

で
あ
る
こ
と
。
③
都
市
流
人
人
口
の
主
た
る

目
的
は
、
高
い
収
人
を
得
て
多
く
の
金
銭
を

貯
蓄
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
目
的
の

阻
害
要
因
と
な
る
出
産
は
避
け
ら
れ
る
傾
向

に
あ
る
。

戸
籍
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
厳
格
な
都
市

で
の
規
制
が
緩
和
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
住

宅
や
医
療
•
福
祉
等
の
面
で
依
然
制
度
的
制

約
が
あ
り
、
低
貨
金
で
あ
る
現
状
で
は
、
流

入
し
て
き
た
農
民
が
都
市
で
長
期
に
わ
た
り

生
活
を
続
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

も
か
か
わ
ら
ず
、
近
年
流
動
人
口
の
都
市
滞

在
期
間
は
長
期
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。

三
ー
ニ
、
都
市
犯
罪
に
占
め
る
流
動
人
口
関

与
件
数
の
増
大

流
動
人
口
の
増
加
は
都
市
治
安
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
始
め
て
い
る
。
流
動
人
口
の
増
加

が
ド
ラ
ス
テ
ィ
ク
に
都
市
治
安
の
悪
化
を
誘

引
す
る
と
解
釈
す
る
の
は
短
絡
的
で
あ
る
に

し
て
も
、
公
安
局
等
の
発
表
す
る
数
字
を
見

る
限
り
、
そ
の
影
響
を
無
視
で
き
な
い
よ
う

に
も
思
え
る
。
流
動
人
口
の
犯
罪
件
数
は

年
々
増
加
し
、
全
犯
罪
件
数
に
占
め
る
割
合

は
一
九
八
六
年
の
一
七
•
八
％
か
ら
一
九
九

四
年
の
五
七
•
八
％
に
ま
で
急
速
に
上
昇
し

て
い
る
。
ま
た
、
死
刑
判
決
の
出
さ
れ
た
凶

悪
犯
罪
の
う
ち
約
五
0
％
が
流
動
人
口
の
関

与
が
認
め
ら
れ
る
。
広
州
、
北
京
等
の
他
の

大
都
市
で
も
同
様
に
流
動
人
口
の
関
与
す
る

事
件
が
五
0
％
を
越
え
て
い
る
。
中
央
社
会

治
安
総
合
対
策
委
員
会
が
一
七
回
会
議
で
採

択
し
た
「
一
九
九
六
年
1

―1
0
0
0
年
全
国

社
会
治
安
総
合
対
策
五
カ
年
計
画
」
で
は
、

流
動
人
口
が
社
会
治
安
に
影
響
お
よ
ぽ
す
要
素

で
あ
る
と
し
て
管
理
強
化
を
唱
っ
て
い
る
。
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三
ー
三
｀
都
市
財
政
へ
の
影
響

人
口
の
流
入
が
起
き
た
場
合
、
い
ず
れ
の

都
市
で
あ
っ
て
も
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
や
交
通
網
の
整
備
、
廃
棄
物
等
の
処

理
等
の
都
市
行
政
へ
の
負
荷
が
増
加
す
る
。

交
通
路
線
の
混
雑
、
通
倍
・
郵
便
等
も
急
速

な
利
用
者
の
増
加
に
追
い
つ
か
な
い
状
態
で

あ
る
。
住
宅
や
生
活
用
水
、
電
気
・
ガ
ス
の

供
給
ゃ
生
活
や
星
の
整
備
等
で
も
深
刻
な
状
況

に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
都
市
問
題
の
発
生
は
、
計
画

経
済
時
代
に
資
金
を
最
大
限
に
工
業
生
産
に

投
入
し
生
活
環
境
整
備
を
お
ろ
そ
か
に
し
て

き
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

に
構
築
さ
れ
て
き
た
都
市
シ
ス
テ
ム
自
体
が

静
的
社
会
を
前
提
と
し
た
も
の
で
、
人
口
移

動
や
そ
れ
に
伴
う
社
会
構
造
の
変
化
に
対
応

で
き
る
都
市
計
画
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
根
本
的
な
原
因
で
あ
る
。
既
述
の
一
九

九
三
年
「
上
海
市
蘭
印
戸
籍
管
理
暫
行
規

定
」
、
一
九
九
四
年
「
北
京
市
都
市
収
容
費
徴

収
に
関
す
る
条
例
」
は
、
と
も
に
都
市
イ
ン

フ
ラ
建
設
に
見
合
う
費
用
を
転
入
者
か
ら
徴

収
す
る
こ
と
を
明
示
し
て
お
り
、
都
市
管
理

費
用
の
受
益
者
負
担
と
い
う
側
面
を
持
つ
。

中
国
に
と
っ
て
、
農
村
に
お
け
る
大
量
の

余
剰
労
働
力
を
い
か
に
吸
収
す
る
か
が
流
動

お

わ

り

に

買い物客でにぎわう週末の上海南京路

都
市
へ
の
流
入
人
口
の
増
大
は
、
ハ
ー
ド

面
で
の
都
市
建
設
以
外
に
も
、
中
•
長
期
的

に
必
要
と
な
る
こ
と
の
見
込
ま
れ
る
医
療
・

保
健
•
福
祉
費
用
や
人
口
管
理
費
用
等
を
考

慮
に
入
れ
た
対
応
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

人
口
対
策
の
当
面
の
課
題
で
あ
る
。
受
け
人

れ
側
と
な
る
都
市
は
、
条
例
の
制
定
や
押
し

出
し
地
域
の
政
府
と
の
契
約
締
結
あ
る
い
は

就
職
斡
旋
機
構
の
都
市
間
相
互
設
置
な
ど
の

手
段
に
よ
っ
て
、
都
市
へ
の
人
口
流
人
を
秩

序
化
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
形
骸
化
す
る

既
存
の
戸
口
制
度
に
代
わ
り
、
実
際
の
居
住

地
に
基
づ
く
新
た
な
戸
籍
制
度
も
試
行
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
都
市
で
は
人
口
収
容
能

力
に
限
界
が
見
え
始
め
て
お
り
、
農
村
の
余

剰
労
働
力
を
吸
収
す
る
最
大
の
受
け
皿
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
郷
鎮
企
業
で
も
、
増
大

す
る
労
働
力
を
す
べ
て
吸
収
す
る
だ
け
の
雁

用
機
会
を
生
み
出
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

今
日
の
人
口
流
動
化
の
背
景
に
は
、
地
域

間
・
セ
ク
タ
ー
間
の
経
済
格
差
と
い
う
歴
史

的
に
つ
く
り
出
さ
れ
て
き
た
根
の
深
い
問
題

が
存
在
す
る
。
現
在
の
中
国
は
こ
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
社
会
構
造
の
変
動
を
伴

う
大
規
模
な
制
度
改
革
を
行
っ
て
い
る
と
い

え
る
。
そ
し
て
、
動
的
な
社
会
へ
の
転
換
を

は
か
る
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
生
じ
る
様
々
な

都
市
問
題
に
適
切
な
解
決
策
を
打
ち
出
し
て

い
く
こ
と
は
、
多
大
な
困
難
を
伴
う
壮
大
な

作
業
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
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I麟川と食糧生産庄1)
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● 隅 田 裕 明

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
は
大
小
一
万
七
五
0
0
あ
ま
り

の
島
々
か
ら
形
成
さ
れ
、
そ
の
全
国
土
面
積
は
二

0
0
万

履
に
も
及
ぶ
。
総
人
口
は
一
九
九
七
年
二
月
に
二
億
を
突

破
し
、
世
界
第
四
位
の
人
口
を
擁
す
る
島
嶼
国
家
で
あ

る
。
こ
の
国
の
特
徴
を
一
言
で
言
う
な
ら
、
人
口
、
食
糧

生
産
、
都
市
化
お
よ
び
工
業
化
の
全
て
が
ジ
ャ
ワ
島
に
集

中
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
国
の
雇

用
、
経
済
活
動
に
著
し
い
不
均
衡
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
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ネ
シ
ア
の
総
水
田
面

積
は
全
国
土
面
積
の
九
％
に
相
当
す
る
約
八

二
0
万

ha
で
あ
り
、
そ
の
約
三
二
％
が
ジ
ャ

ワ
島
に
分
布
す
る
。
さ
ら
に
ジ
ャ
ワ
島
水
田

の
約
七
0
％
は
淮
漑
設
備
を
持
つ
水
田
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
ジ
ャ
ワ
島
の
水
稲
生
産
力
の

高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

一
九
四
九
年
独
立
以
後
、
ス
カ
ル
ノ
大
統

領
に
よ
り
国
家
建
設
が
始
ま
り
、
「
開
発
の

父
」
と
言
わ
れ
る
ス
ハ
ル
ト
政
権
の
も
と
ニ

五
カ
年
の
長
期
計
画
(
R
e
p
l
i
t
a
-

-

V
)
に

図 I インドネシア共和国およびバンドン平野の概要

ベ
シ
、

こ
と
は
人
口
分
布
か

ら
も
約
一
億
人
が
全

国
土
面
積
の
わ
ず
か

七
％
に
す
ぎ
な
い

ジ
ャ
ワ
島
に
集
中
す

る
超
過
密
都
市
と
カ

リ
マ
ン
タ
ン
、

ス
マ
ト
ラ
お

よ
び
イ
リ
ア
ン
ジ
ャ

ヤ
等
の
外
島
と
呼
ば

れ
る
地
域
の
超
過
疎

地
域
が
存
在
す
る
こ

と
で
あ
る
。
食
糧
生

産
の
面
で
は
イ
ン
ド

ス
ラ
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よ
り
経
済
開
発
を
童
点
課
題
と
し
た
国
家
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
農
業
部
門
に

関
し
て
は
、
独
立
以
来
、
最
菫
要
国
家
課
題

で
あ
っ
た
米
の
自
給
を
一
九
八
四
年
に
達
成

し
た
。
米
以
外
の
農
業
生
産
物
は
多
岐
に
わ

た
り
、
米
の
自
給
達
成
後
こ
れ
ら
の
生
産
量

は
大
幅
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
エ

業
部
門
に
お
い
て
も
産
業
育
成
政
策
の
導
入

に
よ
り
国
内
工
業
向
け
の
原
材
料
の
生
産
、

輸
出
製
品
の
生
産
な
ど
着
実
に
進
展
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
発
展
を
背
景
と
し
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
の
変
化
も
急
速
に
進

み
、
都
市
部
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
国
の
食
糧

生
産
を
支
え
て
き
た
ジ
ャ
ワ
島
農
村
部
で
の

生
活
パ
タ
ー
ン
、
農
業
様
式
お
よ
び
農
業
技

術
に
大
き
な
変
容
を
も
た
ら
し
た
。

こ
こ
で
は
近
年
、
工
場
進
出
が
著
し
い
西

ジ
ャ
ワ
州
バ
ン
ド
ン
県
チ
パ
ラ
イ
郡
ム
カ
ー

ル
サ
リ
村
と
同
県
マ
ジ
ャ
ラ
ヤ
村
の
水
田
地

帯
を
消
漑
す
る
チ
ワ
レ
ン
ケ
浦
漑
水
路
周
辺

お
よ
び
バ
ン
ド
ン
盆
地
周
辺
の
中
間
山
地
で

の
調
音
よ
り
、
工
場
進
出
が
農
業
形
態
と
周

辺
生
活
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
と
将
来
展
望
に

つ
い
て
概
説
す
る
。
調
査
対
象
地
域
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
共
和
国
お
よ
び
バ
ン
ド
ン
平
野
の

表1 インドネシア共和国の工業団地概況

地域 企業数

ジャカルタ

西ジャワ

中部ジャワ

東ジャワ
スマトラ
スラベシ
カリマンタン

讐典）

6 
78 
15 
29 
18 
3 

6 

152 

"Kompas" I 995年

面積

(ha) 

3,151.6 
21,489.4 
2,891.4 
6,035.7 
6,869.2 
1,015.0 

852.0 
42,304.3 

合

）

4
9
8
3
2
A
o
l
O

i
憚＿

1
0
6
4
6
2
2
ー

圭口

5

l

l

積面
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
存
在
す
る
企
業
数
と
面

積
に
関
す
る
一
九
九
五
年
の
統
計
資
料
よ

り
、
ジ
ャ
ワ
島
で
の
企
業
数
、
面
積
が
最
も

高
く
、
特
に
西
ジ
ャ
ワ
に
は
七
八
の
企
業
が

二、

西
ジ
ャ
ワ
州
の

工
場
進
出
と
農
業
の
実
態

概
要
を
（
図
l
)
に
示
し
た
。

集
中
し
、
全
工
業
団
地
数
お
よ
び
企
業
所
有

面
積
で
は
全
国
の
五
0
％
以
上
が
こ
の
地
域

に
存
在
す
る
（
表
l
)
。
こ
の
背
景
に
は
西

ジ
ャ
ワ
の
気
候
条
件
と
労
働
力
の
確
保
が
容

易
で
あ
る
こ
と
、
水
資
源
な
ど
の
自
然
条
件

が
適
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
ジ
ャ
カ
ル
タ

へ
の
交
通
網
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
が
工
場

進
出
を
容
易
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

西
ジ
ャ
ワ
州
の
一
九
八
三
年

1
一
九
九
三

年
ま
で
の
地
域
内
総
生
産
に
対
す
る
産
業
部

門
別
寄
与
率
を
（
図
2
)
に
示
し
た
。
寄
与
率

は
サ
ー
ビ
ス
業
部
門
で
は
一
九
八
五
年
以
来

50涵
ヽ

'"~ 
15 I , , , , , , , , , , I 30ご

83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 
年度

図2 西ジャワ州の地域内総生産に対する産業部門別寄与

率 (1983-1993年）

25 

—●—農業 -e---工業

＇サービス業

。
2
 

ぶ
）
臣
弱
紋
認
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西ジャワ州への工場進出と食糧生産

く写真 1〉 バンドン平野水田地帯の真ん中で操業する繊維工場

（パンドン県、マジャラヤ近郊）

ほ
ぼ
四
0
％
程
度
で
ほ
ぼ
一
定
状
況
を
維
持

し
て
い
る
の
に
対
し
、
農
業
部
門
で
は
一
九

八
三
年
以
降
経
年
的
に
減
少
し
、
こ
の
減
少

分
が
工
業
部
門
の
増
加
に
転
換
さ
れ
て
い

る
。
特
に
一
九
九

0
年
以
降
の
工
業
部
門
寄

与
率
の
増
加
は
著
し
く
、
亜
ジ
ャ
ワ
州
で
の

農
業
か
ら
工
業
生
産
へ
の
移
行
が
進
行
し
て

一
九
八
三
年
と

一
九
九
三
年
の
農
業
実
態
を
比
較
す
る
と
農

家
所
有
農
地
面
積
は
一

0
％
減
少
し
、
さ
ら

に
水
田
面
積
は
一
三
万
五

o
o
o
h
a減
少
し

て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
平
野
部
で
は
人

日
増
加
に
よ
る
農
耕
地
の
宅
地
化
、
工
業
用

地
化
、
さ
ら
に
山
間
地
で
の
労
働
人
口
減
少

に
よ
る
農
耕
地
の
荒
廃
が
要
因
と
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
農
家
戸
数
は
増

加
す
る
と
と
も
に

0
•
五
h
a未
渦
の
小
規
模

農
家
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
西
ジ
ャ
ワ
の

農
家
の
小
規
模
零
細
化
が
進
行
し
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
る
（
表
2
)
。
西
ジ
ャ
ワ
で
の
農

耕
地
の
減
少
に
よ
る
食
糧
減
収
を
補
っ
た
の

は
、
こ
の
地
域
で
の
単
位
面
積
当
た
り
の
収

量
増
加
と
外
島
で
の
農
耕
地
の
開
発
に
依
存

し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

本
調
査
対
象
地
域
を
含
む
バ
ン
ド
ン
の
南

部
に
位
置
す
る
マ
ジ
ャ
ラ
ヤ
、
ラ
ン
チ
ャ
エ

ケ
ッ
ク
お
よ
び
チ
パ
ラ
ィ
は
バ
ン
ド
ン
県
に

お
け
る
工
業
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
る
。
こ

の
地
域
へ
の
工
場
進
出
は
一
九
八

0
年
に
始

ま
り
、
一
九
八
八
年
に
は
二
七
の
工
場
が
進

出
し
た
。
チ
タ
ル
ム
川
か
ら
取
水
す
る
チ
ワ

レ
ン
ケ
用
水
を
利
用
す
る
工
場
は
一
九
九
五

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

年
に
は
二
八
企
業
、
三
一
工
場
が
操
業
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
大
部
分
は
繊
維
、
染
色

工
場
で
あ
り
、
イ
ン
ド
、
韓
国
、
台
湾
等
の

外
国
資
本
の
企
業
が
多
い
（
写
真
l
)
。

表2 西ジャワ州の農業実態の比較

I. 農家所有農耕地面積
(l,OOOha) 

2. 水田面積

(l,OOOha) 
3. 農家戸数

(1,000戸）
4. O.Sha未満の農家戸数

(1,000戸）
5. O.Sha以上の農家戸数

(1,000戸）

（出典） Sensus pertanian 1993 

1983年

1,850 

963 

3,443 

2,253 

1,190 

1993年

1,662 

828 

3,491 

2,492 

999 

増減変化率（％）

-188 -10.2 

-137 

+48 

+239 

-191 

-14.2 

+1.4 

+10.6 

+16.1 
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注2)Simple irrigation systemとは水量、分水を制御する施設を持たない単純な構造て中山間地に多い。 Semi-

technical irrigation systemは頭首工のみに水景、分水の設備を持つゥまた、Technicalirrigation system 

は水路レヘルまで水量、分水の制御に必要な設備を持つものてある。

バ
ン
ド
ン
平
野
は
い
く
つ
か
の
活
動
中
の

第
四
紀
の
火
山
に
囲
ま
れ
た
東
西
七
五

km
南

北
四
五

km
、
ニ
ニ
五

0
属
の
面
積
を
持
つ
盆

地
で
あ
る
。
標
高
は
バ
ン
ド
ン
平
野
で
海
抜

六
四
五

I
六
七

o
m、
周
辺
は
二

0
0
0
m
 

を
超
え
る
山
岳
部
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
気
候

は
ケ
ッ
ペ
ン
の
気
候
区
分
に
よ
れ
ば
熱
帯
雨

林
気
候
に
属
し
、
明
瞭
な
雨
季
(
―
一
月

1

三
月
）
と
乾
季
（
七
月

1
九
月
）
を
持
つ
。
年

間
降
水
量
は
平
野
部
で
は
約
一
八
0
0
mm
、
山

岳
地
帯
で
は
四

0
0

0

 mmを
超
え
る
。
気
温

は
山
岳
地
に
囲
ま
れ
た
盆
地
で
あ
る
た
め
年

間
を
通
じ
二
四
ー
ニ
八
℃
を
示
し
、
平
均
相

対
湿
度
は
八
0
％
で
あ
る
。

バ
ン
ド
ン
平
野
の
地
質
は
西
端
部
は
海
成

堆
積
物
が
存
在
し
、
平
野
の
大
部
分
は
更
新

世
、
完
新
柑
の
石
灰
質
あ
る
い
は
沖
積
世
の

堆
積
物
と
周
辺
山
間
地
は
主
に
火
山
放
出
物

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
質
条

件
を
反
映
し
、
沖
積
土
、
未
熟
土
、
グ
ル
ム

ソ
ル
お
よ
び
ラ
ト
ソ
ル
が
主
要
土
壌
で
あ

る
。
火
山
放
出
物
を
栂
材
と
す
る
土
壊
は
肥

三、

西
ジ
ャ
ワ
州
バ
ン
ド
ン

県
の
自
然
環
境
と
農
業

沃
度
が
高
く
、
石
灰
質
堆
積
物
を
栂
材
と
す

る
土
壌
は
十
分
に
灌
漑
を
行
え
ば
高
い
生
産

力
を
示
す
。
土
地
利
用
形
態
は
平
野
部
で
は

u
 
:
e
m
iー

t
e
c
h
n
i
c
a
l
i
r
r
i
g
a
t
i
o
n
 
s
y
s
t
e
m
 

お
よ
び

T
e
c
h
n
i
c
a
l

i
r
r
i
g
a
t
i
o
n
 
s
y
s
 ,
 

t
e
r
n
と
呼
ば
れ
る
淵
漑
施
設
を
利
用
し
、

中
間
山
間
地
で
は
棚
田
と

S
i
m
p
l
e
irri ,
 

g
a
t
i
o
n
 
s
y
s
t
e
m

に
よ
る
田
越
し
濯
漑
で

水
稲
作
が
行
わ
れ
る
（
注
2
)
。
山
間
部
の
丘

陵
地
で
は
主
に
野
菜
栽
培
に
利
用
さ
れ
、
さ

ら
に
高
山
地
域
で
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
茶
の
栽
培
あ
る
い
は
保
全
林
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
。
栽
培
体
系
は
水
稲
（
一
―

月
ー
ニ
月
）
ー
水
稲
（
三
月

i
六
月
）
ー
間
作

（
八
月

-10月
）
が
一
般
的
で
あ
り
、
水
稲

の
平
均
収
量
は
五
＼
六
ト
ン
／

ha
で
あ
る
。

ま
た
、
間
作
に
は
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
大
豆
な
ど

換
金
性
の
高
い
畑
作
物
が
一
般
的
で
あ
る
。

バ
ン
ド
ン
平
野
を
横
切
り
西
に
流
れ
る
チ

タ
リ
ウ
ム
川
は
、
周
辺
に
山
岳
地
帯
よ
り
湧

水
、
雨
水
を
集
め
ジ
ャ
テ
イ
ル
フ
ー
ル
ダ
ム

地
区
に
集
ま
る
。
こ
の
ダ
ム
地
区
は
上
流
か

ら

S
a
g
u
l
i
n
g
,
C
i
r
a
 ta
お
よ
び

J
u
a
n
d
a

ダ
ム
で
構
成
さ
れ
、
貯
水
さ
れ
た
五
三
万
五

四
0

0
万
対
の
水
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
含
む
下

流
域
の
灌
漑
、
発
電
お
よ
び
工
業
用
水
に
利

用
さ
れ
る
。
近
年
、
チ
タ
リ
ウ
ム
川
の
汚
染

に
伴
う
水
質
悪
化
と
土
壌
侵
食
に
よ
る
土
砂

の
流
入
に
よ
り
ダ
ム
の
埋
没
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
バ
ン
ド
ン
平
野
を
中
心
と
す

る
農
業
は
東
南
ア
ジ
ア
で
は
比
較
的
肥
沃
度

の
高
い
土
壌
資
源
と
こ
の
地
域
の
豊
か
な
水

資
源
お
よ
び
高
い
農
業
労
働
人
口
に
よ
り
支
え

ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

前
述
の
よ
う
な
土
壊
は
水
田
と
し
て
利
用

さ
れ
、
水
さ
え
確
保
さ
れ
れ
ば
高
い
生
産
力

を
示
す
。
こ
の
優
良
な
農
耕
地
が
バ
ン
ド
ン

市
の
人
口
増
加
に
よ
り
年
間
―
二

o
o
h
aが

宅
地
に
転
用
さ
れ
、
ま
た
工
場
用
地
と
し
て

売
却
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
農
家
が
所

有
す
る
農
地
面
積
の
減
少
と
不
動
産
と
し
て

の
価
値
を
見
越
し
た
土
地
の
買
い
占
め
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
表
2
に

示
し
た
西
ジ
ャ
ワ
州
の
農
業
実
態
を
反
映
す

る
結
果
で
あ
る
。

四、

工
場
進
出
が
農
業
と

生
活
環
境
へ
の
影
響
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西ジャワ州への工場進出と食糧生産

く写真 2〉 工場排水が直接流入

する河川の汚染実態

く写真 3〉 染料で汚染された灌

漑用水が流れる水路

,<・ 

バ
ン
ド
ン
平
野
を
流

れ
る
チ
タ
リ
ウ
ム
川
は

工
場
用
水
と
し
て
利
用

さ
れ
る
ば
か
り
で
な

く
、
一
四
五
の
工
場
群

よ
り
排
出
さ
れ
る
工
場

排
水
に
よ
る
汚
染
が
進

み
、
一
九
九

0
年
に
は

西
ジ
ャ
ワ
で
有
数
の
汚

染
河
川
と
な
っ
た
。
調

森
対
象
地
域
で
あ
る
チ
ワ
レ
ン
ケ
用
水
周
辺

に
位
置
す
る
三
一
の
工
場
は
工
場
用
水
と
し

て
こ
の
用
水
よ
り

0
•
八
ト
ン
／
秒
を
利
用

す
る
。
一
方
、
こ
の
用
水
に
水
を
供
給
す
る

ワ
ン
ギ
サ
グ
ラ
ン
ダ
ム
の
供
給
能
力
は
乾
季

に
は
ニ
ト
ン
／
秒
、
雨
季
に
は
四
ト
ン
／
秒

で
あ
る
が
、
約
六

o
o
h
aの
濯
漑
面
積
に
必

要
と
さ
れ
る
灌
漑
水
量
は
ニ
ト
ン
／
秒
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
乾
季
に
は
瀧
漑
水
量
が
不
足

す
る
。
こ
の
結
果
、
以
前
は
チ
ワ
レ
ン
ケ
用

水
に
よ
り
水
稲
の
二
期
作
と
乾
季
の
間
作
が

可
能
で
あ
っ
た
濯
漑
地
域
で
も
、
乾
季
の
用

水
不
足
に
よ
り
畑
作
が
不
可
能
と
な
り
、
さ

ら
に
は
水
稲
も
一
作
の
み
か
ろ
う
じ
て
可
能

で
あ
る
地
域
が
増
加
し
て
い
る
。
特
に
用
水

路
末
端
で
こ
の
傾
向
が
著
し
い
。
さ
ら
に
チ

タ
リ
ウ
ム
川
よ
り
直
接
灌
漑
水
を
採
取
す
る

地
域
で
は
、
工
場
排
水
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た

河
川
水
を
直
接
導
入
す
る
た
め
、
作
物
の
生

育
障
害
だ
け
で
な
く
農
耕
地
汚
染
の
可
能
性

も
懸
念
さ
れ
る
（
写
真
2
.
3
)
。
さ
ら
に
今

回
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
厘
金
属
に
よ
る
水

質
汚
染
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

チ
タ
リ
ウ
ム
水
系
に
は
周
辺
よ
り
多
量
の
土

砂
が
土
壊
侵
食
に
よ
り
流
人
す
る
。
こ
れ
ら
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く写真 4〉 徹底的に高度利用される中間山地の様子

の
土
砂
の
細
粒
画
分
は
極
め
て
イ
オ
ン

吸
着
量
の
高
い
粘
土
よ
り
構
成
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
河
床
に
堆
積
し
た
底
泥
の

重
金
属
汚
染
が
懸
念
さ
れ
る
。

ジ
ャ
ワ
島
の
地
下
水
は
豊
富
で
、
そ

の
利
用
は
四
0
m
以
上
の
深
い
地
下
水

は
工
業
用
水
と
し
て
、
ま
た
四
0
m
以

内
の
浅
い
地
下
水
は
ほ
と
ん
ど
生
活
用

水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
上
下
水

道
は
バ
ン
ド
ン
市
街
地
で
も
十
分
に
普

及
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
周
辺
地

域
に
至
っ
て
は
全
く
完
備
さ
れ
て
い
な

い
。
調
賓
地
域
で
は
一
般
に
生
活
用
水

は
比
較
的
浅
い
二

o
m前
後
の
地
下
水

を
各
家
庭
で
井
戸
を
掘
り
利
用
し
て
い

る
が
、
飲
料
水
だ
け
は
部
落
内
の
四
O

m
以
上
の
深
い
井
戸
水
を
利
用
し
て
い

る
。
水
質
調
査
の
結
果
、
こ
の
よ
う
な

家
庭
の
浅
い
井
戸
水
は
電
気
伝
導
度
が

高
く
、
塩
類
お
よ
び
硝
酸
濃
度
が
上
昇

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
よ

う
な
地
下
水
の
塩
類
お
よ
び
硝
酸
濃
度

の
上
昇
は
農
地
に
施
用
さ
れ
た
肥
料
成

分
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
。
調
査
地
域

で
水
稲
作
に
利
用
さ
れ
て
い
る
土
壌
は

中
性
＼
弱
ア
ル
カ
リ
性
を
示
し
枯
土
含
量
が

高
く
、
有
機
物
含
量
が
少
な
い
土
壊
で
あ
る

た
め
、
養
分
保
持
力
は
極
め
て
高
い
。
し
か

し
、
高
収
量
を
目
指
し
た
I
R
種
の
導
人
に

よ
り
、
多
量
施
肥
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
槌
分
保
持
量
を
上
回
る
肥
料
が
施
用
さ
れ

た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

バ
ン
ド
ン
市
郊
外
の
中
間
山
地
に
は
ジ
ャ

ワ
の
伝
統
的
風
景
の
―
つ
で
あ
る
棚
田
で
の

水
稲
お
よ
び
野
菜
の
複
合
栽
培
が
見
ら
れ

る
。
谷
間
の
小
河
川
よ
り
灌
漑
水
を
確
保

し
、
田
越
し
灌
漑
に
よ
り
水
稲
栽
培
を
行
う

と
共
に
、
上
部
の
灌
漑
水
の
届
か
な
い
棚
田

で
は
野
菜
栽
培
を
行
う
。
こ
の
よ
う
な
形
態

は
土
地
所
有
の
自
作
農
家
が
主
体
で
あ
る
。

一
方
、
谷
間
の
農
地
一
帯
が
一
人
の
地
主
に

集
約
さ
れ
、
小
作
農
民
に
よ
り
水
稲
栽
培
よ

り
は
む
し
ろ
換
金
性
の
高
い
野
菜
栽
培
を
重

点
的
に
行
う
地
域
も
存
在
し
、
農
産
物
は
バ

ン
ド
ン
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
等
の
大
都
市
消
費
地

へ
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
バ
ン
ド
ン
平
野
部
で

の
農
地
を
集
約
的
に
利
用
し
た
水
稲
二
期
作

と
野
菜
栽
培
の
農
業
形
態
は
減
少
し
つ
つ
あ

り
、
中
間
山
地
の
食
糧
生
産
の
需
要
性
が
増

大
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
平
野
部
の
都
市
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西ジャワ州への工場進出と食糧生産

一
九
八
四
年
に
世
界
銀
行
は
「
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
共
相
国
は
低
所
得
国
を
脱
し
て
中
所
得

国
へ
移
行
し
た
」
と
評
価
さ
れ
た
。
こ
の
背

景
に
は
農
業
生
産
の
飛
躍
的
な
向
上
と
工
業

化
の
促
進
が
あ
っ
た
。
経
済
発
展
に
よ
る
影

響
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
最
大
の
都
市
で
あ
る

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ

に
は
一
日
中
絶
え
る
こ
と
の
な
い
交
通
渋
滞

と
工
場
、
生
活
排
水
で
汚
染
さ
れ
た
運
河
と

そ
れ
に
続
く
ジ
ャ
カ
ル
タ
湾
で
の
魚
介
類
の

汚
染
な
ど
で
あ
る
。
現
在
バ
ン
ド
ン
近
郊
で

進
む
工
場
進
出
と
人
口
集
中
は
ジ
ャ
カ
ル
タ

の
辿
っ
た
と
同
じ
過
程
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
ジ
ャ
ワ
の
美
し
さ
は
徹
底
的
な
地
形
利

用
と
河
川
に
よ
り
作
り
出
さ
れ
た
空
間
美
で

五、

西
ジ
ャ
ワ
の
農
業
の
未
来

化
、
工
業
化
に
よ
る
労
働
力
の
都
市
部
へ
の

集
中
に
よ
り
、
中
間
山
地
で
の
農
業
労
働
力

の
不
足
が
顕
在
化
し
、
ジ
ャ
ワ
の
伝
統
的
な

棚
田
の
荒
廃
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
よ

う
な
地
域
で
の
労
働
主
体
は
土
地
を
持
た
な

い
日
雇
い
農
業
労
働
者
が
主
体
で
あ
る
（
写

真
4
)
。

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
進
行
す

る
河
川
の
水
質
汚
濁
は
自
然
環
境
だ
け
で
な

く
人
間
生
活
に
ま
で
及
ぼ
う
と
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
他
の
ア
セ
ア
ン
諸
国
と
同

様
に
工
業
依
存
に
よ
る
経
済
成
長
を
重
点
的

に
進
め
た
結
果
、
環
境
へ
の
配
慮
は
な
お
ざ

り
に
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
東
南
ア
ジ
ア
の

農
業
環
境
は
脆
弱
な
自
然
環
境
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
は
多
く
の
研
究
事
例
が
指

摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
口
増
加
率
は
二
％
を
上
回
っ
て
お
り
、

今
後
と
も
人
口
増
加
は
必
至
で
あ
り
、
こ
の

人
口
を
扶
養
す
る
た
め
の
食
糧
確
保
は
緊
急

の
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
食
糧
を
支
え
て
き
た
ジ
ャ
ワ
島
の
生
産
量

は
さ
ら
に
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
米

だ
け
に
限
れ
ば
一
九
八
五
年
に
は
米
輸
入
を

実
施
す
る
と
共
に
ジ
ャ
ワ
島
で
の
米
調
逹
量

が
他
地
域
を
下
回
っ
た
。

今
後
の
西
ジ
ャ
ワ
で
の
食
糧
生
産
に
は
中

間
山
地
へ
の
依
存
度
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
間
山
地
で
の

食
糧
生
産
の
増
加
に
は
乾
季
の
濯
漑
水
確
保

が
重
嬰
な
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、

平
地
部
で
は
河
川
、
灌
漑
水
の
水
質
管
理
と

灌
漑
水
量
の
確
保
に
対
し
て
現
在
施
行
さ
れ

て
い
る
法
的
な
規
制
の
強
力
な
実
施
が
な
け

れ
ば
、
平
地
部
水
田
の
荒
廃
は
さ
ら
に
拍
車

が
か
か
る
で
あ
ろ
う
。
ジ
ャ
ワ
の
自
然
環
境

の
中
で
直
要
な
要
因
の
一
っ
で
あ
る
水
環
境

に
関
し
て
は
、
今
後
と
も
継
続
的
な
定
点
調

査
の
実
施
に
よ
り
水
質
汚
濁
の
現
状
を
明
ら

か
に
す
る
と
共
に
工
場
、
人
口
集
中
地
域
の

生
活
排
水
の
浄
化
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が

緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
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「
空
気
」

「
改
革
」
論
議

世
は
ま
さ
に
「
改
革
」
の
時
代
。
い
わ
く
行

政
改
革
、
財
政
改
革
、
税
制
改
革
、
そ
し
て

教
育
改
革
、
そ
れ
に
福
祉
の
改
革
・
・
・
・
・
・
、
ま

さ
に
「
改
革
」
の
大
合
唱
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
抜
本
的
」
改
革
や
む

な
し
、
と
皆
が
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
対

象
（
あ
る
い
は
標
的
）
は
す
べ
て
、
実
は
戦
後

国
民
み
ん
な
で
作
り
上
げ
て
来
た
も
の
ば
か

り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
国
会
の
先
生
方

か
ら
庶
民
の
皆
さ
ん
ま
で
、
胸
に
手
を
置
い

て
考
え
れ
ば
思
い
当
た
る
こ
と
ば
か
り
で
あ

り
、
一
々
そ
の
貴
任
を
詮
索
す
る
の
も
野
暮

と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
肥
大
化
し
た
縄
張

り
争
い
に
明
け
暮
れ
る
官
僚
機
構
、
過
剰
と

言
わ
れ
る
規
制
行
政
に
し
て
も
、
政
府
に
お

百
家
争
嗚
の

ね
だ
り
乃
至
そ
の
権
威
に
あ
や
か
り
た
い

人
々
（
グ
ル
ー
プ
）
と
、
そ
の
た
め
の
制
度
・

予
算
に
奔
走
し
た
政
府
・
国
会
の
関
係
者
と

の
、
合
作
物
の
集
大
成
で
あ
る
。
言
っ
て
み

れ
ば
、
ど
れ
も
こ
れ
も
、
故
山
本
七
平
氏
言

う
と
こ
ろ
の
「
空
気
」
の
成
せ
る
業
（
ご
う
）
ば

か
り
と
い
え
よ
う
か
。

一
方
で
、
世
の
中
が
こ
う
も
複
雑
怪
奇
に

な
っ
て
く
る
と
、
誰
も
が
放
置
で
き
ぬ
と
思

う
ほ
ど
の
、
衝
撃
的
な
事
件
が
持
ち
上
が
っ

て
も
、
と
っ
さ
に
は
、
そ
れ
が
生
起
し
た
所

以
な
い
し
因
果
関
係
が
そ
う
簡
単
に
は
見
え

て
こ
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、

「
い
じ
め
」
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
悲
惨
な
出
来

事
の
続
発
、
あ
る
い
は
苛
烈
な
受
験
競
争
と

は
変
わ
る
か
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さ
て
「
改
革
」
の
大
部
分
は
、
教
育
や
福
祉

社
会
問
題
に
不
祥
事
。
「
オ
ウ
ム
事
件
」
も
そ

う
だ
が
、
世
間
は
い
つ
も
、
衝
撃
的
な
出
来

事
に
遭
遇
す
る
と
、
決
ま
っ
て
手
近
な
と
こ

ろ
か
ら
「
犯
人
探
し
」
を
始
め
る
。
こ
の
場

合
、
学
校
の
先
生
の
怠
慢
、
父
兄
の
無
関
心

等
々
が
や
り
玉
に
上
が
り
、
文
部
省
へ
の
批

判
に
発
展
し
た
の
ち
、
更
に
事
態
へ
の
省
察

が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
根
は
も
っ
と
深
い
こ

と
に
気
づ
き
、
直
接
の
対
策
と
あ
わ
せ
、
他

の
事
態
（
人
材
確
保
等
）
へ
の
要
請
と
相
ま
っ

て
、
「
教
育
改
革
」
へ
と
世
論
が
展
開
し
て

い
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
「
い
じ

め
」
や
受
験
地
獄
の
問
題
の
解
決
を
、
「
教

育
」
の
枠
の
な
か
に
も
と
め
る
の
は
、
正
に

望
蜀
の
愚
に
等
し
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
紙
数
の
関
係
で
詳
論
は
で
き
な
い
が
、

一
言
で
い
う
な
ら
、
こ
の
問
題
の
背
後
に

は
、
現
代
日
本
の
企
業
と
社
会
の
か
か
え
る

矛
盾
の
す
べ
て
が
係
わ
っ
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

の
よ
う
な
国
内
中
心
の
も
の
を
除
き
、
国
際

化
に
伴
う
「
外
圧
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
前

述
の
よ
う
に
、
「
改
革
」
の
対
象
の
全
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
時
々
の
「
空
気
」
に
よ
っ
て
出

来
上
が
っ
た
も
の
。
つ
ま
り
「
空
気
」
が
変
わ

ら
ね
ば
、
何
も
変
わ
ら
な
い
わ
け
で
あ
る

が
、
ど
の
「
改
革
」
に
も
そ
れ
ぞ
れ
受
益
者
と

被
害
者
が
続
出
す
る
の
は
避
け
が
た
い
こ
と

は
明
ら
か
。
あ
の
、
文
字
通
り
”
崖
っ
ぷ
ち
“

と
国
民
皆
が
思
っ
た
、
五
十
年
前
の
敗
戦
時

と
ち
が
い
、
「
金
持
ち
日
本
」
な
ど
と
煽
て
ら

れ
、
頭
打
ち
と
は
い
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
ヌ
ル

マ
湯
の
経
済
環
境
、
国
・
国
民
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
も
乏
し
い
こ
の
横
並
び
社
会
で
、

果
た
し
て
い
ろ
ん
な
「
空
気
」
の
入
れ
換
え
が

ど
の
程
度
出
来
る
も
の
か
、
ま
こ
と
に
心
許

な
い
。
い
や
「
改
革
」
不
成
立
の
場
合
、
ど
ん

な
に
な
っ
て
も
、
そ
の
ツ
ケ
は
国
民
全
て
が

負
え
ば
い
い
の
だ
、
と
開
き
直
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。
し
か
し
、
事
態
は
そ
ん
な
に
簡
単

で
は
な
い
。

「
改
革
」
の
多
く
が
外
圧
か
ら
始
ま
っ
た
の

は
止
む
を
得
な
い
と
し
て
も
、
解
決
策
の
お

手
本
が
ま
た
直
輸
入
で
、
自
分
の
頭
で
考
え

た
も
の
が
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
の
が
気
に

な
る
。
古
来
日
本
は
、
外
来
の
思
想
や
制
度

を
独
特
の
仕
方
で
消
化
吸
収
し
、
今
日
の
文

化
を
形
成
し
て
き
た
。
見
て
み
る
と
そ
の
外

来
の
材
科
の
多
く
は
、
文
字
通
り
換
骨
奪
胎

さ
れ
、
名
は
同
じ
で
も
中
身
は
す
っ
か
り
変

質
し
て
い
る
の
が
多
い
こ
と
は
、
周
知
の
通

り
で
あ
る
。

こ
と
が
料
理
や
風
俗
、
さ
ら
に
宗
教
や
哲

学
く
ら
い
ま
で
な
ら
、
本
家
本
元
も
、
日
本

民
族
の
「
趣
味
」
と
し
て
看
過
し
て
く
れ
、
場

合
に
よ
っ
て
は
過
分
の
評
価
さ
え
も
受
け
て

き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
国
際
的
に
衆
人
監
視

の
中
で
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
、
今
回
の

「
改
革
」
は
、
昔
な
ら
戦
争
に
も
な
り
か
ね
な

い
緊
張
を
背
景
に
す
る
だ
け
に
、
も
し
同
じ

「
手
口
」
と
受
け
取
ら
れ
る
時
、
こ
れ
は
、
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
、
真
の
国
際
的
孤
立
を

招
き
か
ね
な
い
、
と
憂
い
の
増
す
こ
の
頃
で

あ
る
。
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1
9
9
6
年
の
年
間
出
生
数
は
推
計

て
1
2
0
万

3
0
0
 
0
人
で
、
前
年
に

比
べ

1
万

6
0
0
 
0
人
増
え
た
こ
と
が

厚
生
省
が

31
日
付
で
発
表
し
た
「

96
年

人
口
動
態
統
計
の
年
間
推
計
」
で
分

か
っ
た
。
出
生
数
の
増
加
は

94
年
以
来

2
年
ぶ
り
。
第
2
次
ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
世

代

(
7
1
1
7
4
年
）
が
出
産
期
に
差
し
か

か
っ
て
い
る
た
め
と
み
ら
れ
る
。

出
生
数
は

73
年
の

2
0
9
万

1
9
8

3
人
を
ピ
ー
ク
に
ほ
ぼ
一
貫
し
て
減
少

を
続
け
て
い
る
。

94
年
に
は
前
年
に
皇

太
子
ご
結
婚
に
合
わ
せ
て
婚
姻
件
数
が

増
え
た
影
響
で
出
生
数
も
大
幅
に
伸
ぴ

丑
年
生
ま
れ
約
一
〇
六
四
万
人

今
年
の
え
と
は
「
丑
（
う
し
）
」
。

総
務
庁
統
計
局
の
調
賓
に
よ
る

橋
本
首
相
モ
ー
年
男

た
が
、

95
年
は
再
び
減
少
に
転
じ
戦
後

最
低
の

1
1
8
万

7
0
6
4
人
に
ま
で

落
ち
込
ん
だ
。
厚
生
省
は
「
出
産
適
齢

人
口
が
増
え
た
の
に
合
わ
せ
て
出
生
数

が
伸
び
た
だ
け

C

少
子
化
の
傾
向
に
変

わ
り
は
な
い
」
と
み
て
い
る
。

死
亡
数
は

89
万

6
0
0
 
0
人
て
、
阪

神
大
震
災
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響

が
あ
っ
て
死
亡
数
が
急
培
し
た
前
年
に

比
べ

2
万

6
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人
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し
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死
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①
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②
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③
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＇
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と
、
今
年
の
「
年
男
・
年
女
」
は
推
{

計
で

1
0
6
4
万
人
（
総
人
口
の

八
•
五
％
）
。
総
人
口
を
十
二
支
別

に
み
る
と
、
子
（
ね
）
年
の

1
1
5

8
万
人
が
最
も
多
く
、
丑
年
は
亥

（
い
）
年
(
1
1
4
3
万
人
）
に
次
い

で
三
番
目
。
橋
本
竜
太
郎
首
相
や

池
田
行
彦
外
相
は

1
9
3
7
（昭

和
十
二
）
年
生
ま
れ
の
年
男
で
、

今
年
還
暦
を
迎
え
る
。

丑
年
生
ま
れ
は
、
男
性
が
5
2

1
万
人
、
女
性
は

5
4
3
万
人

で
、
女
性
の
方
が
2
2
万
人
多
い
。

出
生
年
別
に
み
る
と
、
第
一
次
ベ

ビ
ー
プ
ー
ム
期
に
あ
た
る
4
9
（
同

二
十
四
）
年
が
2
4
0
万
人
と
最

も
多
く
、
次
い
で
そ
の
子
供
世
代

に
あ
た
る
73
（
同
四
十
八
）
年
が
2

0
4
万
人
。
還
暦
を
迎
え
る
37
年

が
1
6
6
万
人
0
6
1
（
同
三
十
六
）

年
が
1
5
4
万
人
、

85
（
同
六
十
）

年
が

1
4
2
万
人

I

な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

（
毎
日
新
間

一
九
九
七
・
一
・
一
）

【
有
田
浩
子
】

政
府
は
、
世
界
各
国
の
余
剰
農
産
物

を
購
入
・
備
蓄
し
、
食
糧
不
足
国
に
供

給
す
る
新
た
な
国
際
食
糧
備
蓄
機
関
の

設
立
を
、
余
剰
食
糧
を
抱
え
る
先
進
国

や
食
糧
危
機
に
直
面
し
つ
つ
あ
る
開
発

途
上
国
に
提
案
す
る
方
針
を
決
め
た
。

政
府
筋
が
六
日
明
ら
か
に
し
た
。
開
発

途
上
国
な
ど
の
人
口
増
加
に
伴
う
世
界

的
な
食
糧
危
機
に
備
え
る
ほ
か
、
膨
大

な
国
内
在
庫
米
の
海
外
援
助
へ
の
転
用

を
促
進
す
る
た
め
に
も
、
農
産
物
の
備

蓄
・
配
分
機
関
が
必
要
と
判
断
し
た
。

韓
国
や
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
に

呼
び
掛
け
、
具
体
的
な
構
想
作
り
に
入

る。
政
府
で
検
討
さ
れ
て
い
る
案
は
、
①

加
盟
各
国
は
運
営
費
と
し
て
新
機
関
に

一
定
の
負
担
を
す
る
②
余
剰
農
産
物
を

持
つ
国
が
現
物
を
拠
出
し
、
そ
れ
を
新

機
関
が
国
際
価
格
で
購
入
す
る
③
国
際

価
格
の
方
が
拠
出
国
の
農
産
物
の
買
い

入
れ
価
格
を
下
回
る
場
合
、
差
額
は
余

剰
農
産
物
の
拠
出
国
が
負
担
す
る
|
|

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

― 

農
産
物
の
作
柄
は
天
候
に
大
き
く
左

右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
、
一
定
量

以
上
の
現
物
拠
出
を
義
務
付
け
る
こ
と

は
不
可
能
な
た
め
、
現
物
拠
出
が
で
き

な
い
場
合
は
、
資
金
拠
出
を
行
う
と
の

考
え
方
も
出
て
い
る
。
今
後
、
食
糧
庁

や
外
務
省
経
済
局
が
中
心
に
な
っ
て
、

具
体
的
な
検
討
を
急
ぐ
。

世
界
的
な
人
口
増
加
や
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
の
経
済
成
長
の
ほ
か
、
環
境
破
壊

の
影
響
な
ど
も
あ
り
、
世
界
て
現
在
八

億
人
と
さ
れ
る
飢
餓
・
栄
義
不
良
人
口

が
、
二
0
一
五
年
に
は
十
数
億
人
に
達

す
る
と
の
試
算
も
あ
る
。
し
か
し
、
食

糧
援
助
が
農
産
物
輸
出
国
へ
与
え
る
悪

影
響
を
最
小
限
に
と
と
め
る
た
め
、
現

在
は
、
援
助
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
当

事
国
間
て
の
事
前
通
報
・
協
議
が
義
務

付
け
ら
れ
る
な
ど
の
制
約
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
新
機
関
は
、
食
糧
援
助

に
対
す
る
現
在
の
制
限
を
緩
め
る
形
で

余
剰
農
産
物
を
集
め
、
飢
餓
に
苦
し
む

国
に
効
率
的
に
配
分
す
る
機
能
を
持
た

せ
る
考
え
だ
。

「
余
剰
」
購
人
し
、
備
蓄
・
配
分

飢
餓
や
人
口
増
加
に
新
国
際
機

＿
九
九
七
・
一
・
七
）

現
在
は
途
上
国
な
ど
に
資
金
で
援
助

し
、
途
上
国
は
国
際
価
格
で
世
界
の
市

場
か
ら
購
入
す
る
形
が
主
流
に
な
っ
て

い
る
。
余
剰
食
糧
の
現
物
供
与
が
さ
ら

に
自
由
に
な
れ
ば
、
結
果
的
に
飢
餓
に

苦
し
む
国
な
ど
の
調
達
コ
ス
ト
も
下
が

り
、
よ
り
多
く
の
食
糧
の
確
保
が
可
能

に
な
る
。
慢
性
的
な
食
糧
不
足
の
イ
ン

ド
な
ど
も
「
世
界
食
糧
銀
行
」
（
仮
称
）
の

設
立
な
ど
を
訴
え
て
い
た
。

日
本
が
現
在
実
施
し
て
い
る
主
な
食

糧
援
助
は
、
①
国
連
世
界
食
糧
計
画

(
W
F
P
)
②
ケ
ネ
デ
ィ
・
ラ
ウ
ン
ド

(
K
R
)
食
糧
援
肋
規
約
11
国
際
小
麦
協

定
③
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
経

由
の
難
民
支
援
ー
ー

f

の
三
ル
ー
ト

だ。

W
F
P
経
由
は
年
間
百
三
十
億
円

前
後
、

K
R規
約
ル
ー
ト
は
同
二
十
数

億
円
規
模
の
現
金
拠
出
を
実
施
し
て
い

る
が
、
大
規
模
な
食
料
品
を
現
物
供
与

す
る
こ
と
は
、
事
実
上
不
可
能
な
状
態

に
あ
る
。（

読
売
新
間
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厚
生
省
の
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
は
21
日、

1
9
9
5
年
の
国

勢
調
査
結
果
な
ど
を
基
に
し
た
「
日
本

の
将
来
推
計
人
口
（
中
位
推
計
）
」
を
人

口
問
題
審
議
会
（
厚
相
な
ど
の
諮
問
機

関
）
に
報
告
し
た
。
女
性
1
人
が
生
涯

に
産
む
子
供
の
平
均
数
（
合
計
特
殊
出

生
率
）
は
史
上
最
低
だ
っ
た
95
年
の
ー
・

42
を
下
回
り
、
今
後
l
.
3
8
ま
で
低
下

一
1101-l=i ． 

す
る
と
予
測
。
今
年
中
に
65
歳
以
上
の

老
年
人
口
が
15
歳
未
満
の
年
少
人
口
を

上
回
り
、

21
世
紀
半
ば
に
は
国
民
の

3

人
に

1
人
が
65
歳
以
上
と
い
う
「
超
高

齢
社
会
」
が
到
来
す
る
。

2
0
5
1
年

に
は
総
人
口
は
1
億
人
を
割
り
込
む
見

通
し
。
（
社
会
面
に
関
連
記
事
）

惟
計
の
前
提
と
な
る
平
均
寿
命
は
2

0
5
0
年
に
男
性
が
79.43
歳
、
女
性

年
に

1
億
人
割
れ

65
歳
以
上

3
人
に

1
人

総
務
庁
は
十
四
日
、
成
人
の
日
の
一

月
十
五
日
現
在
で
、
こ
の
一
年
間
に
二

十
慶
迎
え
た
青
年
男
女
の
人
口
を
百

八
十
二
万
人
と
発
表
し
た
。
前
年
に
比

ベ
六
万
人
減
っ
て
お
り
、
三
年
連
続
の

減
少
と
な
っ
た
。

総
人
口
（
一
億
二
千
五
百
八
十
六
万

人
）
に
占
め
る
割
合
は
一
•
四
％
。
新
成

人
を
男
女
別
に
み
る
と
、
男
子
は
九
十

三
万
人
、
女
子
は
八
十
九
万
人
。

新
成
人
人
口
は
、
第
二
次
ベ
ビ
ー

プ
ー
ム
（
七
一
年
ー
七
四
年
）
の
影
響

で
、
九
三
—
九
五
年
は
毎
年
二
百
万
人

を
超
え
て
い
た
が
、
九
四
年
の
二
百
六

万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
た
。

今
年
の
新
成
人
の
大
半
が
生
ま
れ
た

七
六
年
に
は
、
日
本
で
初
の
五
つ
子
が

誕
生
し
、
故
•
田
中
角
栄
元
首
相
が
逮

捕
さ
れ
た
。
円
は
当
時
一
砂
三

0
八

円
。
大
卒
男
子
の
初
任
給
は
九
万
四
千

円
で
現
在
の
ほ
ぼ
半
分
だ
っ
た
。

（
読
売
新
間
一
九
九
七
•
一
・
十
五
）

が
86.47
歳
に
な
る
と
見

込
ん
だ
。
女
性
の
晩
婚

化
、
未
婚
率
の
上
昇
に
よ

り
年
々
低
下
し
て
い
る
合

計
特
殊
出
生
率
は
2
0
0
 

0
年
に

1
.
3
8
ま
で
落
ち

込
む
と
予
測
。
晩
婚
化
の

終
息
に
伴
っ
て
回
復
す
る

も
の
の
、
前
回
1
9
9
2

年
の
推
計
の

1
.
8
0
を
大

幅
に
下
方
修
正
、

1
.
6
1

(
2
0
3
0
年
以
降
）
で
定

着
す
る
と
予
測
し
て
お

り
、
人
口
維
持
に
必
要
な

2
.
0
8
に
遠
く
及
ば
な

‘.
o
 

し

こ
の
結
果
、
日
本
の
総
人
口
は
1
9

9
5
年
に
1
億
2
5
5
7
万
人
だ
っ
た

が、

2
0
0
 
7
年
の

1
億

2
7
7
8
万

2
 0

0

 0人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

じ、

2
0
5
1
年
（
同
年
以
降
は
参
考

推
計
）
に
は

9
9
6
3
万
8
0
0
 
0
人

と
1
億
人
を
割
り
込
む
見
通
し
だ
。
前

回
推
計
で
は
1
億
人
を
割
る
の
は
2
0

7
4
年
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、

20
年
以

上
早
ま
っ
て
い
る
。

2
1
0
0
年
に
は

6
7
3
6
万
6
0
0
 
0
人
ま
で
減
少
す

る
と
み
て
い
る
。

出
生
率
な
ど
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
た
低
位
推
計
で
は
、

2e

0
4
3
年
に
1
億
人
を
割
り
、

2
1
0

0
年
に
は
5
0
0
 
0
万
人
余
ま
で
落
ち

込
む
と
い
う
。

今
年
中
に
年
少
人
口
を
上
回
る
65
歳

以
上
の
老
年
人
口
は
2
0
1
3
年
に
は

3
 0
0
 
0
万
人
を
超
え
、
人
口
割
合
は

2
0
2
5
年
に
は
2
7
.
4
%
、
2
0
5

0
年
に
は

3
2
.
3
％
に
達
す
る
見
通

し

。

【

前

田

浩

智

】

（
毎
日
新
間
＿
九
九
七
•
一
・
ニ
十
＿
）

一
新成人182ガ人
3年連続減少
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千
万
人

80年 2000 2020 2040 2060 2080 2100 
（社会保障・人口問題研究所推計）

●
年
金
・
医
療
破
た
ん
寸
前

I
現
役
の
負
担
限
界
に

璽璽置

人

n減
少
社
会
、

原
生
省
の
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
が
二
十
一
日
公
表
し
た
将
来
推
計

人
口
は
、
日
本
の
総
人
日
が
二
0
0
七

年
を
ビ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
二

0
五

0
年
に
は
約
一
億
人
ま
で
減
る
と
い
う

「
人
口
減
少
社
会
」
の
到
来
を
告
げ
た
。

予
想
を
上
回
る
出
生
率
の
低
下
は
経
済

の
活
力
を
そ
ぎ
、
社
会
保
障
制
度
や
雇

い
ま
働
き

盛
り
の
四
十

歳
代
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
た

ち
が
六
十
歳

代
を
迎
え
る

高
齢
化
社
会

て
、
最
も
影

楷
を
受
け
る

の
が
年
金
制

度
だ
。
民
間

企
業
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
が

加
入
す
る
厚

生
年
金
の
場

合
、
現
行
の

保
険
料
率
は

従
業
員
の
月

細
る
活
力

二

0
二

0
年
か
ら
の
警
鐘

用
・
賃
金
体
系
な
ど
を
揺
る
が
す
。
高

齢
化
に
伴
う
経
済
成
長
率
の
低
下
、
国

民
負
担
の
増
大
な
ど
も
構
造
改
革
が
遅

れ
る
な
か
で
避
け
ら
れ
ず
、
日
本
経
済

の
活
力
を
ど
う
維
持
し
て
い
く
か
、
厳

し
さ
は
増
す
。

給
の
一
七
＇
三
五
％
（
労
使
て
折
半
）
。

九
四
年
の
年
金
制
度
改
革
で
は
二

0

ニ

五
年
度
以
降
、
保
険
料
率
は
二
九
・
八

％
で
一
定
に
な
る
と
し
て
い
た
が
、
新

惟
計
て
計
算
し
直
す
と
最
終
保
険
料
率

は
「
三
四
％
前
後
に
上
昇
す
る
」
（
厚
生

省
）
恐
れ
が
あ
る
。

原
因
は
総
人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳

以
上
の
老
年
人
口
比
率
の
上
昇
だ
。
老

年
人
口
は
九
七
年
中
に
十
四
歳
以
下
の

年
少
人
口
を
逆
転
。
九
五
年
に
は
一
人

の
高
齢
者
を
六
十
五
歳
未
満
の
国
民
五

•
八
人
で
支
え
て
い
た
が
、
二
0
五
O

年
に
は
わ
ず
か
二
人
で
支
え
る
社
会
が

到
来
す
る
。
九
二
年
九
月
の
前
回
推
計

で
は
同
時
期
に
二
•
五
人
で
一
人
を
支

え
る
計
算
だ
っ
た
た
め
、
大
き
な
誤
算

と
な
っ
た
。

厚
生
省
は
「
こ
れ
以
上
、
負
担
を
増

や
さ
な
い
た
め
に
も
年
金
の
給
付
額
の

引
き
下
げ
は
避
け
ら
れ
な
い
J

（
矢
野
朝

水
年
金
局
長
）
と
み
て
お
り
、
九
九
年

の
次
期
年
金
制
度
改
革
で
の
大
き
な
焦

点
に
な
る
。
年
金
制
度
の
資
金
を
育
児

批
市
へ
の
支
援
に
活
用
し
、
年
金
制
度

の
中
で
少
子
化
対
策
を
打
ち
出
す
案
も

検
討
課
題
と
な
る
。

医
療
保
険
の
保
険
料
率
も
さ
ら
に
高

ま
る
。
九
五
年
度
の
国
民
医
療
費
は
二

十
七
兆
円
強
で
、
う
ち
老
人
医
療
費
が

三
割
強
。
前
回
推
計
を
基
に
厚
生
省

は
、
二

0
二
五
年
度
の
国
民
医
療
費
が

鳳〕
2

＝＂[
a
t推が

u年
年
旧

畠
3-w誓

厚
洲
旱

閏
5

＿讐ぃ

函
山
国
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百
四
十
一
兆
円
に
伸
び
、
う
ち
七
十
一

兆
円
を
老
人
医
療
費
が
占
め
る
と
予
測

し
た
が
、
高
齢
化
の
加
速
で
見
通
し
を

上
回
る
の
は
確
実
な
情
勢
だ
。

年
金
や
医
療
に
加
え
、
二

0
0
0
年

度
に
は
公
的
介
護
保
険
制
度
の
導
入
で

先
進
諸
国
の
合
酎
特
殊
出
生
率
は
六

0
年
代
か
ら
ほ
は
一
斉
に
低
下
し
始
め

た
。
た
だ
、
積
極
的
な
子
育
て
支
援
策

な
ど
に
よ
っ
て
、
八
0
年
代
後
半
か
ら

上
昇
に
転
じ
た
国
も
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
日
本
で
は
、
少
子
化
対
策
が
本
格
的

に
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
か
つ
て

先
進
国
の
中
で
は
高
い
方
だ
っ
た
合
計

特
殊
出
生
率
も
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ

ア
な
ど
と
と
も
に
最
も
低
い
グ
ル
ー
プ

に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

積
極
的
な
子
育
て
支
援
策
の
成
功
例

の
代
表
は
、
七
0
年
代
後
半
か
ら
育
児

休
業
制
度
の
創
設
、
保
育
所
の
整
備
な

ど
を
進
め
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
だ
と
い
わ

れ
る
。
特
に
育
児
休
業
制
度
は
先
進
国

中
最
も
充
実
。
四
百
五
十
日
の
育
児
休

暇
の
う
ち
最
初
の
三
百
六
十
日
は
給
与

●
激
変
す
る
雇
用
・
賃
金

ー
中
高
年
、
失
業
増
大
の
恐
れ

●
遅
れ
る
少
子
化
対
策

r第
三
子
手
当
や
育
児
休
業
充
実

負
担
は
さ
ら
に
軍
く
な
る
。
急
速
に
進

む
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
年
金
、
医

療
、
福
祉
の
各
制
度
を
効
率
的
に
設
計

し
直
す
た
め
の
時
間
は
残
り
少
な
く

な
っ
て
い
る
。

の
九
割
（
九
五
年
以
降
順
次
七
五
％
に

引
き
下
げ
）
が
保
障
さ
れ
る
。
そ
の
結

果
、
八
三
年
に
一
・
六
一
だ
っ
た
合
計

特
殊
出
生
率
は
九
0
年
に
は
二
'
-
四

ま
で
回
復
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
第
一
子
に
は
家
族
手

当
が
支
給
さ
れ
な
い
半
面
、
第
三
子
以

高
齢
化
の
急
速
な
進
展
で
、
雇
用
・

賃
金
体
系
に
も
大
き
な
変
化
が
予
想
さ

れ
る
。
労
働
力
人
口
の
減
少
で
賃
金
の

伸
び
は
総
体
的
に
鈍
化
す
る
一
方
、
構

造
改
革
が
進
ま
な
い
場
合
に
は
高
齢
者

の
就
業
が
難
し
く
な
る
な
ど
完
全
失
業

降
を
対
象
と
し
た
手
当
が
複
数
あ
り
、

「
三
子
優
遇
」
と
呼
ば
れ
る
。
税
制
面
で

も
多
子
家
族
が
優
遇
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
仕
組
み
が
出
生
率
を
底
支
え
し
た
。

日
本
で
は
九
0
年
代
に
な
っ
て
初
め

て
子
育
て
支
援
が
語
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
後
に
実
現
し
た
政
策

も
、
九
二
年
の
「
育
児
休
業
法
」
施
行
、

九
五
年
の
「
緊
急
保
育
五
カ
年
計
画
ス

タ
ー
ト
」
、
育
児
休
業
給
付
新
設
な
ど

に
と
ど
ま
る
。

対
策
と
し
て
は
、
保
育
所
の
整
備
や

育
児
休
業
制
度
の
拡
充
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
が
「
子
育
て
コ
ス
ト
の
大
部
分

を
占
め
る
教
育
や
住
宅
問
題
に
つ
い
て

も
解
決
す
べ
き
課
題
は
多
い
」
（
宮
島
洋

東
大
教
授
）
と
の
見
方
が
関
係
者
の
間

で
は
強
い
。

率
が
大
幅
に
悪
化
す
る
と
の
予
測
も
あ

る。
労
働
省
の
雁
用
政
策
研
究
会
の
試
算

に
よ
る
と
、
労
働
力
人
口
は
二

0
0
0

年
に
九
四
年
比
で
三
・
三
％
増
加
す

る
。
し
か
し
、
二

0
1
0
年
に
は
減
少

に
転
じ
、
同
一
・
七
％
増
に
と
ど
ま
る

見
通
し
だ
。
特
に
二
十
歳
代
が
減
る
た

め
、
労
働
力
人
口
の
高
齢
化
が
進
み
雇

用
体
系
の
激
変
は
避
け
ら
れ
な
い
。

一
方
、
賃
金
の
伸
び
も
「
団
塊
の
世

代
」
が
労
働
市
場
か
ら
退
く
こ
と
で
鈍

化
す
る
。
経
済
企
画
庁
の
試
算
で
は
、

賃
金
全
体
で
二

0
0
0
年
に
九
四
年
比

三
・
一
％
増
加
す
る
が
、
二

0
1
0
年

に
は
同
一
・
七
％
増
に
と
ど
ま
る
。
九

六
年
の
経
済
白
書
は
「
若
年
労
働
者
の

不
足
か
ら
若
年
層
の
賃
金
が
相
対
的
に

上
が
り
、
年
功
賃
金
カ
ー
プ
が
崩
れ
て

く
る
」
と
し
て
い
る
。

慶
応
大
学
の
島
田
晴
雄
教
授
は
「
労

働
力
人
口
の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、

高
齢
者
や
既
婚
女
性
の
就
労
を
促
進
す

る
こ
と
が
必
要
」
と
指
摘
。
働
く
女
性

に
不
利
益
な
給
与
所
得
者
の
配
偶
者
控

除
や
労
働
基
準
法
の
女
子
保
護
規
定
の

早
期
撤
廃
な
ど
が
必
要
だ
と
し
て
い

る
。
こ
れ
も
雁
用
・
賃
金
体
系
を
大
き

く
変
え
る
。

労
働
省
は
「
雇
用
環
境
が
激
変
す
る

中
で
、
失
業
率
悪
化
は
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
（
瞼
業
安
定
局
）
と
強
調
し

て
い
る
。
成
長
分
野
へ
の
労
働
移
動
が

う
ま
く
い
か
ず
、
中
高
年
齢
層
を
中
心

と
し
た
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
拡
大
す
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一
れ
ば
、
二

0
―
一
五
年
に
は
失
業
率
は
一

五
％
を
超
え
る
と
の
試
算
（
日
本
総
合

研
究
所
）
も
あ
る
。
公
共
喘
業
安
定
所

の
機
能
強
化
な
ど
に
取
り
組
む
方
針
だ

が
、
対
応
は
遅
れ
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
七
•
一
・
ニ
十
二
）

人

n減
少
社
会
へ
の
対
応
急
げ

少
子
高
齢
化
の
進
行
が
こ
れ
ま
で
の

予
測
よ
り
い
っ
そ
う
速
く
深
刻
な
見
通

し
と
な
っ
た
。
近
づ
く
人
口
減
少
時
代

に
備
え
て
社
会
の
仕
組
み
を
切
り
替
え

つ
つ
、
少
子
化
対
策
を
充
実
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

が
発
表
し
た
将
来
推
計
人
口
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
第
一
に
、
十
年
後
の
平
成
十
九

年
を
ピ
ー
ク
に
総
人
口
が
半
永
久
的
に

と
め
と
な
く
減
少
し
て
い
く
こ
と
た
。

平
成
六
十
二
年
（
二

0
五
0
年
）
に
は
現

在
よ
り
二
千
五
百
万
人
減
り
、
東
京
、

神
奈
川
、
埼
玉
の
全
人
口
が
消
え
る
計

算
で
、
そ
の
影
響
は
極
め
て
大
き
い
。

人
口
が
減
少
す
れ
ば
過
密
を
解
消
で

き
る
面
も
あ
る
が
、
経
済
活
力
の
低
下

や
社
会
保
障
負
担
の
増
大
に
ど
こ
ま
で

耐
え
ら
れ
る
か
。
政
府
の
各
種
試
算
も

こ
の
ま
ま
で
は
経
済
社
会
が
破
滅
す
る

と
予
測
し
て
い
る
。

し
か
も
総
人
口
の
う
ち
六
十
五
歳
以

上
の
割
合
（
昨
年
一
五
・
-
%
）
は
平
成

十
八
年
に
二

0
％
を
超
え
、
六
十
二
年

に
は
三
ニ
・
三
％
に
達
す
る
。
国
民
三

人
の
う
ち
一
人
は
高
齢
者
に
な
る
わ
け

ぷ

J
O

t
 別

の
角
度
か
ら
み
る
と
、
現
在
生
産

年
齢
人
口
(
+
五
ー
六
十
四
歳
）
四
・
五

人
で
一
人
の
一
高
齢
者
を
扶
養
し
て
い
る

が
、
半
世
紀
後
に
は
一
・
七
人
で
一
人

を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企
業
戦

略
や
生
活
設
計
を
含
め
、
長
期
計
画
や

政
策
の
甚
礎
デ
ー
タ
を
修
正
し
、
対
策

を
練
り
直
す
必
要
が
あ
る
。

と
く
に
人
口
減
少
と
急
激
な
高
齢
化

を
前
提
と
す
る
社
会
構
造
の
改
革
が
急

務
だ
。
す
で
に
学
校
な
ど
子
供
関
連
の

制
度
や
産
業
が
厳
し
い
事
態
に
直
面
し

て
い
る
が
、
国
内
需
要
が
減
退
し
続
け

一65

歳
門
い
且
い
鱈
三

て
も
耐
え
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
切
り
替

え
、
高
齢
者
や
女
性
の
雇
用
を
拡
大
し

て
い
か
な
け
れ
ば
、
近
い
将
来
に
っ
ち

も
さ
っ
ち
も
い
か
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

第
二
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
出
生
率
が
さ

ら
に
低
下
す
る
見
通
し
に
な
っ
た
こ
と

だ
。
晩
婚
化
が
い
っ
そ
う
進
み
、
女
性

の
生
涯
未
婚
率
が
一
三
・
八
％
に
上
昇

し
、
夫
婦
の
子
供
数
が
平
均
一
・
九
六

人
に
落
ち
込
む
。

合
計
特
殊
出
生
率
（
生
涯
出
産
数
11

平
成
七
年
一
・
四
二
）
は
、
平
成
十
二
年

に
一
・
三
八
ま
で
低
下
す
る
。
そ
の
後

ゆ
る
や
か
に
上
昇
し
、
平
成
四
十
二
年

（二
0
三
0
年
）
に
安
定
す
る
見
込
み
だ

が
、
そ
れ
て
も
一
・
六
一
ま
で
し
か
回

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
全
人
口

の
三
割
と
い
う
超
高
齢
社
会
が
や
っ
て

く
る
。
医
療
や
年
金
、
各
種
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
社
会
保
障
の
費
用

は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
。
だ
が
、
そ

の
財
源
を
負
担
す
る
働
き
盛
り
世
代
は

減
少
す
る
。
二
十
一
世
紀
の
少
子
・
高

齢
社
会
に
も
機
能
す
る
よ
う
、
社
会
保

復
し
な
い
。

政
府
は
今
年
か
ら
人
口
問
題
に
正
面

か
ら
取
り
組
む
。
ま
ず
少
子
化
そ
の
も

の
に
対
す
る
国
民
の
意
見
を
広
く
求

め
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な
が
ら
対
策

を
立
て
る
方
針
だ
。

地
滑
り
的
な
人
口
の
減
少
と
高
齢
化

に
よ
る
日
本
の
破
局
を
避
け
、
超
高
齢

社
会
に
軟
着
陸
す
る
に
は
、
出
生
率
の

回
復
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
社
会
全

体
で
育
児
を
支
援
し
つ
つ
、
同
時
に
人

口
減
少
時
代
に
対
応
で
き
る
社
会
構
造

に
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
て
い
か
な
い
限

り
日
本
の
前
途
は
開
け
な
い
。

（
産
経
新
間
一
九
九
七
・
一
・
ニ
十
二
）

障
を
改
革
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
。
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
欧
米
先
進
国

の
学
者
を
招
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
福
祉
国
家
の
再
構
築
」
が
二
月
十
日
、

恵
凩
•
有
楽
町
の
朝
日
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
る
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
主
催
。
朝
日
新
聞
社
後
援
）
。
シ

ン
ポ
を
前
に
少
子
・
高
齢
社
会
を
考
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え
、
社
会
保
障
の
課
題
を
検
討
し
て
み

た
。
（
編
集
委
員
・
有
岡
二
郎
、
学
芸

部
•
森
本
美
紀
）

111
世
界
で

群
抜
く
進
行
度

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
が
二

十
一
日
に
発
表
し
た
将
来
惟
計
人
口
は

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
内
容
だ
。

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
、

一
九
九
五
年
の
国
勢
調
査
で
千
八
百
二
十

万
人
。
全
人
口
の
一
四
・
六
％
だ
っ
た
。

そ
れ
が
、
グ
ラ
フ
ー
に
見
る
よ
う

に
、
約
三
十
年
後
の
一
―

0
二
五
年
に
は

三
千
三
百
万
人
、
人
口
の
二
七
・
四
％

に
な
る
。
そ
の
後
は
高
齢
者
の
実
数
は

増
え
ず
ほ
ぼ
描
ば
い
状
態
に
な
る
が
、

若
者
世
代
が
減
る
の
で
、
高
齢
者
人
口

比
率
二

0
五
0

年
に
三
ニ
・
三

％
に
達
す
る
、

と
い
う
予
測
で

あ
る
。少

子
・
高
齢

化
は
、
国
民
の

生
活
水
準
が
高

い
先
進
諸
国
に

共
通
の
現
象
だ

が
、
そ
の
中
て

日
本
は
た
い
ヘ

ん
な
ス
ビ
ー
ド

で
西
欧
諸
国
を

追
い
越
し
つ
つ

あ
る
。国

連
の
ま
と

め
に
よ
れ
ば
、

二
0
二
五
年
に

西
欧
諸
国
の
高

4000 
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Ill
結
婚
し
な
い

若
者
増
加

齢
化
率
は
、
高
い
ほ
う
の
イ
タ
リ
ア
や

ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
二
五
％

か
ら
ニ
―
％
程
度
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
日
本
は
、
世
界
一
の
、
し
か
も
群

を
抜
い
た
高
齢
社
会
に
な
る
。

も
う
一
っ
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
今

後
三
十
年
間
で
、
七
十
五
歳
以
上
の
後

期
高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
だ
。
二

0
ニ

五
年
に
は
千
八
百
九
十
万
人
で
一
五
・

六
％
と
な
る
見
込
み
だ
。

急
速
度
の
高
齢
化
は
、
高
齢
者
の
長

寿
化
と
、
出
生
率
の
低
下
に
よ
る
子
ど

い
っ
て
み
れ
ば
、
い
ま
地
域
社
会
に

六
十
五
歳
以
上
の
人
び
と
が
暮
ら
し
て

い
る
の
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
、
三
十
年

後
に
は
七
十
五
歳
以
上
の
人
び
と
が
暮

ら
す
こ
と
に
な
る
。

七
十
五
歳
以
上
に
な
る
と
体
調
の
衰

え
る
人
も
多
く
、
痴
ほ
う
や
寝
た
き
り

状
態
に
な
る
人
も
増
え
て
く
る
。
そ
れ

だ
け
医
療
や
介
護
の
費
用
と
人
手
が
必

要
に
な
る
。

も
の
減
少
に
理
由
か
あ
る
。

六
十
五
歳
の
平
均
余
命
は
い
ま
、
女
性

が
二
十
一
年
、
男
性
が
十
六
・
五
年
た
。

グ
ラ
フ
2
に
見
る
よ
う
に
、
過
去
三

ト
年
間
で
女
性
が
約
六
年
、
男
性
は
五

年
近
く
長
く
な
っ

た
。
日
本
は
近

年
、
平
均
寿
命
世

界
一
を
続
け
て
い

る
が
、
そ
の
主
な

原
動
力
は
高
齢
者

が
長
生
き
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
あ

る。
こ
れ
か
ら
も
六

十
五
歳
の
平
均
余

命
は
伸
ぴ
て
、
ニ

0
二
0
年
に
は
女
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性
が
二
十
三
年
、

男
性
は
十
八
年
に

な
る
。
日
本
人
は

平
均
し
て
、
二
十

年
前
後
か
そ
れ
以

上
の
長
い
老
後
を

過
こ
す
時
代
が
始

ま
っ
て
い
る
。

出
生
率
低
下
と

い
う
と
、
若
い
母

親
か
子
と
も
を
産

ま
な
い
た
め
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
。
し

か
し
、
夫
婦
の
平
均
出
生
児
数
は
近

年
、
は
ほ
―
,
．
二
人
て
推
移
し
て
い
る
。

一
人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む
赤
ん
坊

が
平
均
し
て
ニ
・
一
人
よ
り
少
な
い
状

況
が
続
く
と
、
そ
の
民
族
や
国
民
の
人

口
は
減
り
始
め
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
意

味
で
は
、
結
婚
し
て
い
る
女
性
は
人
口

の
維
持
に
必
要
な
赤
ん
坊
を
産
ん
て
い

る
Q

出
生
率
低
下
の
も
っ
と
も
大
き
な
原

因
は
、
若
者
が
な
か
な
か
結
婚
し
な
く

な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
若
者
の
未
婚

率
は
五
年
ご
と
の
調
査
の
た
び
に
上
昇

し
て
き
た
。
九
五
年
に
は
、
二
十
代
後

半
で
男
性
は
六
六
％
、
女
性
の
四
九
％

が
未
婚
だ
。
グ
ラ
フ
3
の
よ
う
に
、
三

11135-39歳男女の未婚率推移

50 40 302010 O (%) 0 10 2030 
I I I I I叶

11970 
年

十
代
後
半
に
な
っ
て
も
男
性
の
二
三

％
、
女
性
の
一

0
％
近
く
が
結
婚
し
て

、
ふ
‘
°

,̀
・t,`
 ̀

出
生
率
の
低
下
を
問
題
視
す
る
か
ど

う
か
は
意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

だ
が
、
出
生
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
、

子
育
て
支
援
策
と
と
も
に
、
若
者
が
結

婚
し
な
く
な
っ
た
背
後
に
あ
る
親
子
関

係
や
社
会
の
あ
り
よ
う
ま
で
考
え
て
対

策
を
立
て
な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
は
、
人
口
の
三
割

を
占
め
る
高
齢
者
の
三
分
の
二
が
、
一

人
て
暮
ら
す
か
老
夫
婦
だ
け
で
暮
ら
す

社
会
と
な
る
。

.
独
居
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
社
会

男
性

22.6% 

女
性

（
国
勢
調
査
か
ら
）

厚
生
省
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ

れ
ば
、
九
五
年
に
は
六
十
五
歳
以
上
高

齢
者
の
う
ち
、
―
ニ
・
六
％
が
一
人
暮

ら
し
で
、
二
九
•
四
％
が
夫
婦
二
人
だ

け
で
暮
り
し
て
い
る
。
合
わ
せ
て
四
二

%。
夫
婦
に
は
、
年
齢
の
離
れ
た
夫
婦
も

い
る
だ
ろ
う
が
、
多
く
は
同
世
代
夫
婦

だ
。
ほ
か
に
、
高
齢
の
姉
妹
だ
け
て
暮

ら
す
世
帯
も
あ
る
。
高
齢
者
は
半
数
近

く
が
、
息
子
や
娘
、
さ
ら
に
は
孫
な
ど

肉
親
の
若
者
世
代
と
別
に
暮
ら
す
時
代

に
な
っ
て
い
る
。
「
高
齢
者
シ
ン
グ
ル

時
代
」
の
到
来
て
あ
る
。

二
0
1
0
年
に
は
、
六
十
五
歳
以
上

高
齢
者
の
い
る
世
帯
の
う
ち
一
人
暮
ら

し
が
三
一
％
、
夫
婦
だ
け
世
帯
が
三
六

％
に
な
る
と
い
う
予
測
も
出
て
い
る
。

社
会
保
障
人
口
研
の
前
身
で
あ
る
原
生

省
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
も
の
で
、

六
十
五
歳
以
上
人
口
て
な
く
世
帯
て
見

て
い
る
う
え
に
、
基
礎
に
な
っ
た
デ
ー

タ
が
今
回
の
推
計
の
前
の
も
の
だ
が
、

シ
ン
グ
ル
化
の
流
れ
は
強
ま
り
こ
そ
す

れ
、
弱
く
な
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

シ
ン
グ
ル
化
は
女
性
に
著
し
い
。
九

五
年
の
一
人
暮
ら
し
の
六
十
五
歳
以
上

高
齢
者
は
二
百
二
十
五
万
人
だ
が
、
八

割
の
百
七
十
八
万
人
が
女
性
だ
。
六
十

一
九
九
七
•
一
・
ニ
十
四
）

五
歳
以
上
の
女
性
で
み
る
と
、
六
人
に

一
人
が
、
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
。
高

齢
社
会
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
一
人
暮

ら
し
社
会
」
と
い
う
面
を
も
つ
。

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
老
夫
婦
だ

け
の
暮
ら
し
が
多
く
な
る
と
、
高
齢
者

の
経
済
的
自
立
の
た
め
に
、
年
金
の
重

要
度
が
増
す
。
肉
体
的
な
自
立
の
た
め

に
医
療
や
公
的
介
護
の
必
要
性
が
増
大

す
る
。
少
子
・
高
齢
社
会
で
は
、
社
会

保
障
の
役
割
が
こ
れ
ま
て
以
上
に
大
き

く
な
る
。

（
朝
日
新
間
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にゅうすふぉーらむ

中
国
国
家
環
境
保
護
局
の
張
坤
民
・

副
局
長
は
本
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答

え
て
、
中
国
の
急
激
な
経
済
発
展
が
地

球
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
と
い
う
指
摘
に

反
論
し
た
。
米
国
の
環
境
シ
ン
ク
タ
ン

ク
「
ワ
ー
ル
ド
・
ウ
オ
ッ
チ
研
究
所
」
が

三
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
中
国
研
究
報

告
を
念
頭
に
置
い
た
発
言
で
、
中
国
批

判
は
先
進
国
側
の
一
方
的
な
言
い
分

だ
、
と
し
て
い
る
。

同
研
究
所
は
一
九
九
四
年
秋
の
機
関

誌
で
、
レ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ウ
ン
所
長
が

「
だ
れ
が
中
国
を
食
べ
さ
せ
る
の
か
」
と

い
う
論
文
を
発
表
、
中
国
人
の
生
活
が

安
定
し
、
肉
食
が
増
え
て
き
た
た
め
穀

物
が
大
量
に
必
要
に
な
り
、
食
糧
の
自

解
説
部
岡
島
成
行

中
国
の
環
境
保
護
局
幹
部
が
地
球
環

境
問
題
に
お
け
る
中
国
脅
威
論
に
強
く

反
発
し
た
。
中
国
の
主
張
は
正
論
で
、

先
進
国
側
が
自
ら
の
生
活
態
度
を
改
め

ず
に
、
途
上
国
の
発
展
に
異
議
を
唱
え

る
資
格
は
な
い
。

給
が
難
し
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
世

界
の
食
糧
事
情
に
大
き
な
影
轡
を
及
ぼ

し
は
じ
め
た
、
と
指
摘
し
た
。

こ
れ
に
中
国
政
府
が
「
中
国
は
今
後

も
食
糧
を
自
給
で
き
る
」
と
猛
反
発
し

た
。
し
ば
ら
く
両
者
の
間
で
論
争
が
続

い
た
が
、
そ
の
後
中
国
が
穀
物
輸
入
を

は
じ
め
た
た
め
、
プ
ラ
ウ
ン
所
長
の
主

張
が
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
た
形
に
な
っ
た
。

同
研
究
所
は
そ
の
後
も
中
国
に
つ
い

て
の
追
跡
調
査
を
進
め
、
昨
年
秋
の
機

関
誌
で
「
ア
メ
リ
カ
と
世
界
に
対
す
る

中
国
の
挑
戦
」
と
い
う
特
集
を
組
み
、

中
国
の
経
済
発
展
そ
の
も
の
が
世
界
の

環
境
悪
化
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
、
と
警

告
し
た
。
食
糧
生
産
、
牛
肉
の
消
費
、

鉄
鋼
の
生
産
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
覇

な
と
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
と
中
国
と

の
比
較
を
行
い
、
中
国
が
近
い
将
来
、

多
く
の
分
野
で
ア
メ
リ
カ
を
追
い
越
し

て
い
く
だ
ろ
う
と
予
測
し
た
。

―
経
済
発
展
は
悪
か
―

一
連
の
リ
ポ
ー
ト
で
プ
ラ
ウ
ン
所
長

一
経
済
発
□
〗
直
→
□
日
直
好
パ

新
華
社
電
に
よ
れ
ば
中
国
国
家
統
計

局
は
五
日
、
中
国
の
人
口
抑
制
策
が
維

持
さ
れ
れ
ば
、
二

0
0
0
年
時
点
の
人

●
中
国
・

2

=
=
 0年・
13
億
人
以
下
に
メ
ド

一
が
「
中
国
脅
威
論
」
を
食
糧
か
ら
経
済
発

展
全
般
に
拡
大
し
た
た
め
、
中
国
政
府

は
再
ぴ
態
度
を
硬
化
さ
せ
て
お
り
、
今

回
の
張
・
副
局
長
の
発
言
の
遠
因
に

な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

プ
ラ
ウ
ン
所
長
は
常
に
冷
静
に
事
実

関
係
を
分
折
し
て
い
る
の
だ
が
、
ス
ト

レ
ー
ト
な
書
き
方
が
、
中
国
の
発
展
そ

の
も
の
を
悪
だ
と
す
る
印
象
を
与
え
る

恐
れ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
プ
ラ
ウ
ン
所

長
の
議
論
に
は
「
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め

先
進
諸
国
の
生
活
態
度
を
改
善
す
る
こ

と
が
ま
ず
必
要
」
と
い
う
前
提
が
不
可

欠
だ
が
、
そ
の
部
分
が
や
や
弱
い
き
ら

い
が
あ
る
。

そ
の
た
め
中
国
か
ら
は
「
総
量
は
大

き
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
人
当
た
り

の
資
源
使
用
量
や
食
糧
消
費
量
は
ア
メ

リ
カ
人
に
比
べ
は
る
か
に
少
な
い
」
「
中

国
人
は
将
来
も
ア
メ
リ
カ
人
と
同
じ
よ

う
な
生
活
を
楽
し
む
権
利
は
な
い
と
い
う

の
か
」
と
い
う
反
論
が
出
て
き
た
の
だ
。

こ
の
論
点
は
す
べ
て
の
地
球
環
境
問

題
に
共
通
す
る
こ
と
で
、
地
球
上
の

様
々
な
資
源
の
使
用
権
利
に
つ
い
て
、

だ
れ
も
が
平
等
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う

論
理
に
つ
な
が
る
。
二
酸
化
炭
素
の
削

滅
に
つ
い
て
も
、
国
別
削
減
で
は
な

く
、
一
人
当
た
り
の
排
出
量
を
基
準
に
規

制
す
べ
き
だ
、
と
い
う
主
張
に
な
る
。

こ
う
し
た
正
論
を
ど
の
よ
う
に
現
実

に
当
て
は
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
今
回
の
中
国
政
府
の
反
論
は
地
球

環
境
論
議
へ
の
重
要
な
指
摘
で
あ
り
、

同
時
に
、
先
進
国
の
環
境
責
任
を
改
め

て
認
識
す
べ
き
良
い
機
会
だ
と
み
る
べ

き
だ
ろ
う
。

（
読
売
新
間

一
九
九
七
・
一
・
三
十
一
）

口
は
政
府
目
標
通
り
十
三
億
人
以
下
に

抑
制
さ
れ
る
と
見
通
し
を
明
ら
か
に
し

こ°t
 

人
口
抑
制
、

中
国
・
13
億
人
以
下
、 お

国
の
事
情

初
砂
冗

2
億
人
目
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同
局
は
①
昨
年
の
人
口
増
加
率
が
九

五
年
並
み
の
一
・
七
％
に
と
ど
ま
っ
た

②
今
年
か
ら
二
0
0
0
年
ま
て
は
増
加

率
が
年
平
均
て

0
・
九
七
八
％
と
八

O

年
代
以
降
で
は
最
低
の
水
準
に
な
る

I

ー
と
し
、
「
二

0
0
0
年
時
点
の
香
港

や
マ
カ
オ
を
含
め
な
い
人
口
は
十
二
億

七
千
二
百
万
人
」
と
予
測
し
て
い
る
。

急
速
な
人
口
増
は
食
糧
問
題
や
環
境

破
壊
に
つ
な
が
る
と
の
懸
念
も
あ
り
、

中
国
政
府
は
人
口
増
の
抑
制
に
懸
命
。

九
六
年
を
初
年
度
と
す
る
第
九
次
五
力

年
計
画
て
は
、
二

0
0
0
年
時
点
の
人

口
を
十
三
億
人
以
下
に
抑
え
る
と
の
目

標
を
掲
げ
て
い
た
。
国
家
統
計
局
は
増

加
率
の
低
下
に
は
出
産
制
限
で
あ
る

「
一
人
っ
子
政
策
」
を
農
村
部
な
ど
で
徹

底
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
も
指
摘
し
て

い
る
。

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

2
億
人
目
祝
う

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
口
が
初
め
て
ニ

億
人
を
超
え
た
。
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
は

四
日
に
生
ま
れ
た
八
千
人
近
く
の
赤

日
本
の
食
糧
自
給
率
が
、
ま
た
下

が
っ
た
。
農
林
水
産
省
の
調
べ
に
よ
る

と
、
一
九
九
五
年
度
は
前
年
度
を
四
ポ

イ
ン
ト
下
回
り
、
四
二
％
に
な
っ
た
。

こ
の
数
字
は
、
食
べ
物
を
す
べ
て
カ

ロ
リ
ー
に
換
算
し
、
そ
の
う
ち
国
内
で

生
産
さ
れ
た
割
合
を
示
し
た
も
の
で
、

ち
ゃ
ん
の
中
か
ら
東
部
の
ロ
ン
ボ
ク
島

で
生
ま
れ
た
子
供
を
「
二
億
人
目
」
と
認

定
し
、
「
偉
大
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
申

食
糧
需
給
の
実
態
を
表
し
て
い
る
。
大

冷
害
に
見
舞
わ
れ
た
九
三
年
度
の
三
七

％
を
除
け
ば
、
過
去
最
低
を
更
新
し
た
。

し
か
し
、
前
年
度
よ
り
四
ボ
イ
ン
ト

下
が
っ
た
こ
と
自
体
は
、
さ
ほ
ど
深
刻

な
こ
と
で
は
な
い
。
牛
肉
の
輸
入
増
も

あ
る
が
、
こ
の
急
落
は
米
に
か
か
わ
る

―
飽
食
が
ま
ね
く
自
給
率
の
低
下

（
北
京
1
1
湯
浅
健
司
）

し
子
」
と
命
名
し
た
。
政
府
は
こ
の
二

億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
を
含
め
、
四
日
に

生
ま
れ
た
百
人
以
上
の
子
供
に
奨
学
金

を
出
す
こ
と
を
決
め
た
。

ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
口
は
世
界
第
四

位
。
一
日
平
均
で
約
八
千
八
百
人
培

え
、
＿
雇
用
の
拡
大
が
人
口
増
加
に
追
い

つ
か
ず
失
業
率
が
上
昇
し
て
い
る
。
政

府
は
避
妊
法
の
普
及
に
よ
る
人
口
抑
制

に
努
め
て
い
る
が
、
人
口
増
は
国
内
市

場
の
拡
大
と
い
う
経
済
面
で
の
強
み
に

も
な
る
た
め
、
二
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん

を
国
を
挙
げ
て
祝
う
こ
と
に
な
っ
た
。

（
ジ
ャ
カ
ル
タ
II
加
賀
谷
和
樹
）

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
七
・
ニ
・
六
）

特
殊
な
事
情
と
し
て
説
明
て
き
る
か
ら

e

こ°t
 

冷
害
の
翌
年
で
あ
る
九
四
年
度
は
、

豊
作
に
加
え
て
緊
急
輸
入
米
の
評
判
が

悪
く
、
米
の
消
費
が
減
っ
た
。
こ
の
た

め
に
、
米
の
自
給
率
は
一
―

1
0
％
に
達

し
た
。
と
こ
ろ
が
翌
九
五
年
度
は
、
減

反
が
強
化
さ
れ
て
生
産
量
が
減
っ
た
半

面
、
消
費
が
少
し
回
復
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
米
の
自
給
率
は
一

0
1
―-％に

落
ち
着
い
た
。

供
給
カ
ロ
リ
ー
に
占
め
る
米
の
割
合

は
、
四
分
の
一
に
も
な
る
の
て
、
こ
の

間
の
米
の
自
給
率
の
低
下
分
だ
け
で
、

全
体
の
食
糧
自
給
率
を
四
ポ
イ
ン
ト
も

下
げ
て
し
ま
っ
た
わ
け
だ
。

米
が
大
量
に
余
っ
た
九
四
年
度
の
自

給
率
四
六
％
が
、
名
目
上
「
高
す
ぎ
た
」

の
で
あ
っ
て
、
九
五
年
度
の
四
二
％
の

方
が
、
自
給
率
の
実
態
を
示
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

自
給
率
は
、
高
い
に
越
し
た
こ
と
は

な
い
。
三
十
年
前
に
は
七
三
％
も
あ
っ

た
自
給
率
が
、
年
々
下
が
り
続
け
て
き

た
現
実
は
無
視
で
き
な
い
。

下
が
っ
た
要
因
を
く
わ
し
く
分
折
す

る
と
、
食
生
活
の
変
化
に
よ
る
影
響
の

大
き
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
三
十
年

間
に
自
給
率
を
三
一
ポ
イ
ン
ト
も
押
し

下
げ
た
要
因
と
し
て
、
米
の
消
費
の
減

少
に
よ
る
寄
与
度
が
三
一
％
、
畜
産
物

の
消
費
の
拡
大
に
よ
る
飼
料
穀
物
の
輸

入
増
加
が
一
六
％
、
食
用
油
を
つ
く
る

た
め
の
大
豆
や
な
た
ね
な
ど
の
輸
入
増

加
が
一
六
％
を
占
め
て
い
る
。

つ
ま
り
自
給
率
低
下
の
三
分
の
二

が
、
食
糧
の
消
費
構
造
の
様
変
わ
り
に

よ
る
も
の
な
の
だ
。
言
葉
を
換
え
る

と
、
豊
か
な
食
生
活
を
追
い
求
め
る
日

本
人
の
「
飽
食
」
が
自
給
率
を
下
げ
て
き

た
の
で
あ
る
。
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rへヘゾヽヘへ~ ~ ヽ~. へへへ～へ～～へヘヘ-,・- ---、
従
っ
て
、
自
給
率
の
低
下
は
農
業
生

産
力
の
衰
退
に
よ
る
も
の
だ
と
し
て

「
も
っ
と
保
護
を
」
と
い
う
農
業
団
体
の

い
い
分
に
は
無
理
が
あ
る
。
農
業
団
体

は
「
自
給
率
を
農
政
の
目
標
に
掲
げ
よ
」

と
も
主
張
す
る
。

だ
が
、
自
給
率
の
ゴ
漂
直
を
政
策
に

掲
げ
る
こ
と
は
非
現
実
的
だ
。
自
給
率

は
需
給
関
係
の
結
果
て
あ
り
、
力
ず
く

て
上
げ
よ
う
と
す
れ
ば
、
生
産
や
消
費

を
ゆ
が
め
て
し
ま
う
か
ら
て
あ
る
。

も
っ
と
も
、
力
ず
く
で
自
給
率
を
上

げ
る
方
法
が
な
い
わ
け
て
は
な
い
。
た

と
え
は
、
肉
食
を
人
為
的
に
減
ら
す
の

で
あ
る
。
畜
産
物
を
中
心
に
し
た
「
欧

風
」
の
食
事
よ
り
、
米
や
魚
の
「
日
本

型
」
食
生
活
の
方
が
健
康
に
い
い
と
い

わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
日
本
型
食

生
活
の
勧
め
に
は
意
義
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

消
費
者
に
米
を
食
え
、
肉
を
食
う
な

と
、
強
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

日
本
が
輸
入
し
て
い
る
食
糧
の
相
当

量
を
生
産
し
よ
う
と
し
た
ら
、
そ
れ
に

必
要
な
農
地
は
千
二
百
万
診
に
の
ぼ

る
。
現
在
の
国
内
農
地
の
二
•
四
倍
に

当
た
る
。
一

0
0
％
の
自
給
率
な
ど
、

も
と
も
と
無
理
な
話
だ
。

だ
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
国
民
に

最
低
限
の
食
糧
を
供
給
で
き
る
態
勢
た

象り凰合屈り ~'i~ 見見
の

て問ズ画
受 扱題 連工の受 7博人

ぃ調廿盟・巫賞年+ロ

胃 て査新会見!~凰冠悶
は 3 会聞長家加° 人が所

闘 名
岱 置・〖

双

扁
夕 翡
イ 国連人口賞に黒

黒川俊夫氏 上
院
議
員
の
コ
ン
・
ミ
チ
ャ
イ
氏
、

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
家

族
局
長
の
ア
ギ
ー
レ

・
デ
・
カ
ル
デ
ロ
ン

ソ
ル
さ
ん
の

3
人。

6
月
1
0
日
、
ニ
ュ
ー

ョ
ー
ク
の
国
連
本
部

で
授
賞
式
が
行
わ
れ

る。

一日本の受賞は3件目一

（
毎
日
新
間

一
九
九
七
・
ニ
・
十
四
）

【
ワ
シ
ン
ト
ン

19
日
11
中
田
雅
博
】

「
中
国
の
食
糧
需
要
の
増
大
は
世
界
市

場
の
脅
威
と
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」
—

国
際
食
糧
政
策
研
究
所
(
I
F
P
R
l
)

は
こ
の
は
ど
、
中
国
の
食
糧
需
要
に
つ

い
て
新
た
な
研
究
結
果
を
ま
と
め
た
。

十
二
億
の
人
口
を
抱
え
る
中
国
の
食

糧
需
要
の
増
大
が
世
界
市
場
の
脅
威
に

な
る
と
い
う
従
来
の
定
説
に
異
議
を
唱

え
、
米
国
な
ど
食
糧
輸
出
国
に
と
っ
て

は
、
逆
に
よ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
よ
い
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と
の
新
た
な

見
方
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

従
来
の
説
で
は
、
米
国
の
地
球
環
境

研
究
家
、
レ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ウ
ン
氏
の

見
方
の
よ
う
に
中
国
の
人
口
増
加
と
経

済
発
展
が
世
界
市
場
か
ら
の
食
糧
の
調

達
を
飛
躍
的
に
増
大
さ
せ
、
結
果
と
し

て
市
場
価
格
は
暴
騰
す
る
ー
ー
と
い
う

の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
し
か
し
、
同
研

究
所
の
研
究
結
果
は
、
中
国
の
食
糧
の

輸
入
が
今
後
十
年
間
で
大
き
く
増
加
す

る
こ
と
は
認
め
て
い
る
も
の
の
、
二
0
ニ

0
年
ま
で
に
は
安
定
す
る
と
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
中
国
の
二

0
0
0

年
の
食
糧
需
要
は
、
四
億
五
千
Jj
トンた

が
、
二

0
1
0
年
に
は
五
億
千
三
百
万

ト
ン
、
二

0
二
0
年
に
は
五
億
九
千
四
百

万
ト
ン
に
達
す
る
。

一
方
、
食
糧
生
産
は
、
二

0
0
0
年

に
は
四
億
二
千
六
百
万
ト
ン
で
、
二

O
-

0
年
に
は
四
億
八
千
六
百
万
ト
ヘ
ニ

O

ニ
0
年
に
は
五
億
七
千
万
ト
ン
に
な
る
と

い
う
。こ

れ
は
、
中
国
の
経
済
発
展
に
と
も

な
い
、
肉
類
の
消
費
が
拡
大
し
、
飼
料

歴

食

料

孟

要

増

大

は

一
世
界
市
場
の
脅
威
で
は
な
い

け
は
、
備
え
て
お
き
た
い
。
い
わ
ゆ
る

潜
在
生
産
力
で
あ
る
。
五
五
年
当
時
の

カ
ロ
リ
ー
程
度
な
ら
、
最
大
限
努
力
す

れ
ば
供
給
で
き
る
と
農
水
省
は
試
算
し

て
い
る
。
そ
れ
に
は
優
良
な
農
地
と
、

や
る
気
の
あ
る
担
い
手
の
確
保
が
欠
か

せ
な
い
。

凶
作
を
想
定
し
た
備
蓄
や
、
安
定
供

給
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
食
糧
輸
出
国

と
の
関
係
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
こ
と

は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
朝
日
新
間
一
九
九
七
・
ニ
・
十
三
）
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ー
用
の
穀
物
需
要
も
拡
大
す
る
が
、
そ
れ

と
同
時
に
食
糧
生
産
シ
ス
テ
ム
の
改
善

と
化
学
肥
料
の
普
及
で
、
生
産
も
拡
大

す
る
と
の
見
方
を
考
慮
に
入
れ
た
試
算

だ
と
い
う
。

こ
の
試
算
で
は
、
中
国
は
二

0
0
0

年
に
二
千
四
百
万
ト
ン
、
二

0
1
0
年
に

は
二
千
七
百
万
ト
ン
の
食
糧
輸
入
が
必
要

と
な
る
が
、
二

0
二
0
年
に
は
二
千
五

毎
日
新
聞
社
が
創
刊
1
2
5
年
を
記

念
し
て
創
設
し
た
2
1
世
紀
危
機
警
告
委

員
会
は
2
0
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
経

団
連
会
館
で
開
い
た
「
盆
緑
の
惑
星
の

棗〉
2
1
世
紀
危
機
警
告
委
員
会
ソ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
ー
生
物
圏
に
安
全
保
障

を
」
て
、
「
東
京
宣
言
」
を
発
表
し
た
。

宣
言
は
前
文
と
1
0
カ
条
か
ら
な
り
、
人

穎
が
直
面
し
て
い
る
地
球
環
境
の
危
機

を
打
開
す
る
た
め
、
国
連
に
地
球
環
境

保
全
理
事
会
を
設
置
す
る
よ
う
提
案
。

さ
ら
に
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
革
と

個
々
人
の
生
活
レ
ベ
ル
か
ら
の
環
境
保

全
活
動
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
宣

言
は
国
連
や
各
国
政
府
、
環
境
関
連
機

百
万
ト
ン
の
輸
入
で
安
定
す
る
と
の
見
通

し
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
程
度
の
輸
入
な
ら
米

国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど

の
食
糧
輸
出
国
に
と
っ
て
は
「
脅
威
で

は
な
く
、
む
し
ろ
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

だ
」
と
し
て
い
る
。

（
産
経
新
間
一
九
九
七
・
ニ
・
ニ
十
）

国
連
に
環
境
保
全
理
事
会

21
世
紀
危
機
警
告
委
「
東
京
宣
言
」
で
提
案

関
に
送
付
さ
れ
る
。

同
委
員
会
（
座
長
・
京
極
純
一
東
大

名
誉
教
授
）
は
昨
年

4
月
に
発
足
し

た
。
国
内
外
の
環
境
問
題
専
門
家
や
知

識
人
1
7
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
地
球

環
境
の
現
状
と
課
題
を
分
析
し
、
そ
れ

を
踏
ま
え
て
、
次
世
代
に
豊
か
な
地
球

環
境
を
引
き
継
ぐ
た
め
の
指
針
と
な
る

東
懇
旦
言
を
ま
と
め
た
。

宣
言
は
、
前
文
で
「
環
境
保
全
と
社

会
経
済
活
動
を
両
立
さ
せ
、
総
人

Wl果

を
上
げ
る
制
度
は
実
現
し
て
い
な
い
」

と
指
摘
し
、
直
面
す
る
危
機
を
人
類
の

英
知
と
行
動
を
も
っ
て
回
避
す
る
よ
う

訴
え
た
。
本
文
で
は
、
人
穎
と
他
の
生

一
九
九
七
・
ニ
・
ニ
十
＿
）

物
と
の
共
存
、
地
球
環
境
保
全
の
前
提

と
な
る
世
界
平
和
の
実
現
と
維
持
な
ど

の
基
本
理
念
を
示
し
た
後
、
環
境
教
育

に
参
加
す
る
機
会
の
拡
大
や
環
境
保
全

型
の
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
求

め
て
い
る
。

最
後
に
、
2
1
世
紀
最
大
の
課
題
て
あ

る
地
球
環
境
保
全
に
人
類
が
共
同
し
て

取
り
組
む
方
法
と
し
て
、
国
連
地
球
環

境
保
全
理
事
会
を
設
置
し
、
環
境
関
連

の
既
存
の
組
織
を
統
合
し
て
体
系
的
な

計
画
を
惟
進
す
る
よ
う
提
案
し
た
。

各
国
や
各
国
際
機
関
が
個
別
に
保
全

策
を
進
め
て
い
る
現
状
で
は
、
実
効
の

あ
る
対
策
が
取
り
に
く
い
と
の
認
識
に

基
づ
い
た
新
た
な
提
案
で
、
国
際
的
な

反
響
を
呼
ぶ
と
み
ら
れ
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
こ
の
日
午
後
、
第

2
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
人
口
爆
発
と
地
球
環

境
」
と
第
3
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
希
望
の
世
紀

へ
の
条
件
」
に
入
り
、
基
調
報
告
や
委

員
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。

（
毎
日
新
聞

2
0
日
開
か
れ
た
2
1
世
紀
危
機
警
告
委

員
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
地
球
環
境

保
全
と
経
済
活
動
の
両
立
な
ど
の
課
題

を
め
ぐ
り
、
委
員
の
活
発
な
討
議
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

環
境
と
経
済
の
関
係
は
第
1
セ
ッ

シ
ョ
ン
「
2
1
世
紀
の
課
題
地
球
・
市

場
・
人
間
の
共
生
」
で
討
議
さ
れ
た
。

ま
ず
、

65
歳
に
な
っ
た
の
を
機
に
仏

教
の
修
行
を
始
め
る
と
い
う
稲
盛
和
夫

•
京
セ
ラ
会
長
が
「
大
量
生
産
、
大
量

消
費
を
維
持
す
る
に
は
、
寿
命
の
短
い

も
の
を
作
り
、
捨
て
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
だ
っ
た
。
そ
れ
が
生
活
を
豊
か
に

す
る
と
信
じ
、
実
行
し
て
き
た
が
、
環

境
破
壊
が
加
速
し
た
。
経
済
人
は
地
球

環
境
を
悪
い
方
向
に
導
い
た
」
と
反
省

の
弁
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
関
本
忠
弘
•
N
E
C

会
長

一「足るを知り」
「知恵を使う」

毎日新間21世紀危機警告委

環境保全への活発討議
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は
「
環
境
保
全
と
経
済
発
展
は
一
見
矛

盾
す
る
が
、
我
々
に
は
知
恵
が
あ
る
。

知
恵
と
は
技
術
力
で
あ
り
、
例
え
ば
核

融
合
発
電
を
開
発
す
れ
ば
、
無
限
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
得
ら
れ
る
。
公
害
の
愚
か

さ
を
知
っ
て
い
る
産
業
界
は
環
境
問
題

の
解
決
に
知
恵
を
出
し
て
い
く
」
と
決

意
を
示
し
た
。

野
生
生
物
保
護
の
先
頭
に
立
っ
て
き

た
沼
田
真
・
日
本
自
然
保
護
協
会
会
長

は
「
自
然
を
征
服
す
る
と
い
う
思
い
上

が
り
を
捨
て
、
節
度
あ
る
自
然
の
利
用

を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

「
欲
望
に
は
際
限
が
な
い
。
足
る
を

知
る
こ
と
が
大
切
」
と
説
き
、
「
経
済
シ

ス
テ
ム
を
根
本
か
ら
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
主
張
す
る
稲
盛
さ
ん
。
「
知

恵
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲
げ
、
科
学
技

術
の
発
展
が
環
境
問
題
の
解
決
の
か
ぎ

だ
と
す
る
関
本
さ
ん
。

2
人
の
論
議
に

約
4
0
0
人
の
聴
衆
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
、
拍
手
を
送
っ
た
。

第
2
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
人
口
爆
発
と

地
球
環
境
」
。
基
調
講
演
に
立
っ
た
フ

レ
ッ
ド
・
サ
イ
•
前
国
際
家
族
計
画
連

盟
会
長
は
「
何
千
も
の
世
代
を
経
て

20

億
人
に
な
っ
た
世
界
人
口
が
、

1
世
代

で
3
倍
に
な
っ
た
。
人
口
増
加
率
の
低

減
の
た
め
に
、
家
族
計
画
の
普
及
が
必

•
東
大
名

要
だ
」
と
語
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
池

上
清
子
・
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
調

査
事
業
部
長
は
「
女
性
、
カ
ッ
プ
ル
が

適
正
な
子
供
の
数
を
考
え
て
、
そ
れ
を

実
現
で
き
る
体
制
を
つ
く
る
た
め
、
草

の
根
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
が
大
事
だ
j

と
指
摘
し
た
。

岡
崎
陽
一
・
元
日
本
人
口
学
会
会
長

は
第
1
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
論
議
を
念
頭
に

「
今
の
生
活
は
ぜ
い
た
く
過
ぎ
る
。
日

本
人
は
も
う
少
し
反
省
す
べ
き
だ
」
と

述
べ
、
危
機
回
避
に
は
途
上
国
の
人
口

の
安
定
化
と
と
も
に
、
先
進
国
で
の
消

費
の
自
重
も
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
強
調

し
た
。第

3
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
希
望
の
世
紀
へ

の
条
件
」
で
は
、
イ
ン
ド
・
ス
ワ
ミ
ナ

タ
ン
研
究
財
団
の
モ
ン
コ
ン
プ
・
ス
ワ

ミ
ナ
タ
ン
会
長
が
、
効
率
が
高
く
持
続

性
の
あ
る
農
業
を
目
指
す
ぶ
吊
緑
革
命
」

の
試
み
を
招
介
し
た
。
ま
た
、
茅
陽
一

•
慶
応
大
教
授
は
「
長
期
的
な
科
学
技

術
振
興
に
力
を
人
れ
る
こ
と
が
重
要

だ
」
と
指
摘
。
吉
良
龍
夫
•
前
琵
琶
湖

研
究
所
所
長
は
「
危
機
に
対
し
て
タ
イ

ム
リ
ー
に
手
を
打
っ
た
め
に
、
正
確
な

情
報
を
多
く
の
人
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

最
後
に
座
長
の
京
極
純
一

． 誉
教
授
が
「
東
京
宣
言
」
を
ま
と
め
た
経

緯
を
述
べ
、
「
地
球
環
境
の
危
機
管
理

東

京

宣

1
9
7
2
年
の
「
国
連
人
間
環
境
会

議
」
か
ら
92
年
の
「
環
境
と
開
発
に
関
す

る
国
連
会
議
」
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）
を
経

て
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
国
際

条
約
が
結
ば
れ
、
各
国
内
で
も
法
令
が

整
備
さ
れ
た
。
し
か
し
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
現
状
が
示
す
よ
う
に
、
政
策
目

標
が
現
実
の
施
策
と
し
て
実
行
さ
れ
て

い
な
い
例
が
多
い
。
環
境
保
全
と
社
会

経
済
活
動
を
両
立
さ
せ
、
総
合
効
果
を

上
げ
る
制
度
は
ま
だ
実
現
し
て
い
な

い
。
こ
の
ま
ま
て
は
、
人
頬
文
明
存
続

の
基
盤
が
脅
か
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

人
類
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
危
機
を
克

服
し
て
き
た
。

21
世
紀
に
人
類
が
直
面

す
る
危
機
も
ま
た
、
人
類
の
英
知
と
行

動
を
も
っ
て
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
創
立
l
2
5
年
を
記
念
し
て
、
毎

日
新
聞
社
は
21
世
紀
危
機
警
告
委
員
会

を
創
設
し
た
。
次
の
世
代
に
豊
か
な
地

球
環
境
を
引
き
継
ぐ
た
め
の
行
動
甚
準

と
し
て
、
委
員
会
は
、
世
界
の
人
々
に

対
し
、
以
下
の
よ
う
に
提
言
す
る
。

地
球
環
境
は
現
在
お
よ
び
将
来

-
[
 

の
人
類
の
共
有
財
産
で
あ
る
。
そ
の
恩

恵
は
、
国
家
、
民
族
、
人
種
、
性
の
区

別
な
く
、
世
代
を
超
え
て
す
べ
て
の
人

が
公
平
に
享
受
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

人
類
自
体
が
地
球
の
生
態
系
の
一
部
で

あ
り
、
他
の
生
物
と
共
存
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

2

人
類
は
、
地
球
の
生
態
系
が
持

つ
環
境
維
持
作
用
と
生
物
多
様
性
の
保

全
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く

に
、
生
物
種
の
宝
庫
で
あ
る
森
林
を
保

全
す
る
条
約
を
早
急
に
稲
結
す
べ
き
で

あ
る
。3

戦
争
と
地
域
紛
争
は
、
そ
れ
自

体
、
巨
大
な
環
境
破
壊
で
あ
り
、
そ
の

準
備
、
経
過
、
事
後
処
理
は
環
境
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
地
球
環
境
の
回

復
と
保
全
の
た
め
、
人
類
は
、
正
義
と

公
平
に
基
づ
く
世
界
平
和
を
実
現
、
維

持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

工
業
社
会
の
発
達
は
貧
困
を
解

消
し
繁
栄
を
も
た
ら
す
一
方
、
地
球
環

境
を
悪
化
さ
せ
た
。
人
類
社
会
の
持
続

的
な
発
展
の
た
め
に
、
人
文
科
学
、
社

の

全

文

を
全
人
類
に
呼
び
掛
け
た
い
」
と
稲
め

く
く
っ
た
。
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会
科
学
、
自
然
科
学
と
産
業
技
術
が
地

球
環
境
の
変
化
を
適
切
に
と
ら
え
、
そ

の
回
復
と
保
全
に
貢
献
す
る
よ
う
、
方

向
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
貧
困
は
基
礎
教
育
、
医
療
、
食

糧
供
給
を
受
け
る
機
会
を
人
々
か
ら
奪

い
、
環
境
破
壊
の
原
因
と
な
る
。
人
間

と
し
て
最
低
限
度
の
環
境
さ
え
も
享
受

て
き
な
い
人
々
に
、
環
境
保
全
に
協
力

を
期
待
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
人

頬
は
、
経
済
発
展
と
環
境
保
全
を
両
立

さ
せ
、
貧
困
の
解
決
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

6

す
べ
て
の
人
に
健
康
て
文
化
的

な
生
活
を
保
障
す
る
た
め
、
適
切
な
人

口
政
策
が
必
要
で
あ
る
。
と
く
に
、
女

性
の
社
会
参
加
を
は
じ
め
と
す
る
両
性

の
平
等
、
性
と
出
産
に
つ
い
て
女
性
が

自
己
決
定
す
る
権
利
、
子
ど
も
が
心
身

と
も
に
健
全
に
養
育
さ
れ
る
権
利
が
、

全
世
界
に
お
い
て
、
尊
甫
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

7

地
球
環
境
の
中
で
は
す
べ
て
の

人
が
加
害
者
と
な
り
、
ま
た
被
害
者
と

な
る
。
個
々
人
が
地
球
環
境
に
配
慮
す

る
且
吊
生
活
こ
そ
が
、
地
球
環
境
回
復

の
基
礎
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
環
境
に

か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
公
開
さ

れ
、
環
境
教
育
と
環
境
保
全
活
動
に

人
々
が
参
加
す
る
機
会
を
拡
大
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

8

各
国
の
政
府
、
企
業
お
よ
び
個

人
は
、
物
質
消
費
の
拡
大
が
そ
の
ま
ま

「
生
活
の
質
」
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
な

い
こ
と
を
的
確
に
理
解
し
、
資
源
の
利

用
と
環
境
の
保
全
を
両
立
さ
せ
る
社
会

経
済
シ
ス
テ
ム
と
生
活
様
式
を
確
立
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
国

民
の
合
意
の
も
と
、
還
境
保
全
を
促
進

す
る
日
常
生
活
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
系
を

実
現
す
る
よ
う
、
積
極
的
に
努
力
す
べ

き
で
あ
る
。

9

持
続
可
能
な
開
発
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
生
産
、
流
通
、
消
費
な
ど

の
産
業
構
造
、
都
市
構
造
、
食
糧
需
給

構
造
な
ど
の
改
善
に
つ
い
て
、
総
人
凩
四

で
長
期
的
な
計
画
と
、
そ
れ
を
可
能
に

す
る
社
会
的
括
盤
が
地
球
全
域
に
お
い

て
実
行
さ
れ
る
よ
う
、
各
国
政
府
お
よ

ひ
国
際
機
関
が
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
開
発
途
上
国
が
そ
の
た

め
必
要
と
す
る
技
術
、
資
金
を
、
先
進

国
が
適
宜
援
助
す
べ
き
で
あ
る
。

1
0
2
1
世
紀
最
大
の
課
題
で
あ
る
地

球
環
境
の
保
全
に
、
全
人
頬
が
共
同
し

て
取
り
組
む
方
法
と
し
て
、
地
球
環
境

保
全
理
事
会
を
国
際
連
合
に
設
置
す
べ

き
で
あ
る
。
地
球
環
境
に
か
か
わ
る
既

高
齢
化
社
会
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

き
た
厚
生
省
の
「
心
豊
か
で
活
力
あ
る

長
寿
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
懇
談
会
」

（
座
長
・
坂
巻
熙
淑
徳
大
教
授
）
は
二
十

五
日
、
一
般
に
六
十
五
歳
以
上
と
さ
れ

て
い
る
「
高
齢
者
」
の
定
義
を
、
七
十
歳

以
上
に
引
き
上
げ
る
べ
き
だ
と
す
る
最

終
報
告
を
ま
と
め
た
。
六
十
五
歳
か
ら

高
齢
者
と
呼
ぶ
こ
と
が
、
現
在
で
は
そ

ぐ
わ
な
く
な
っ
た
た
め
、
と
い
う
の
が

理
由
で
、
厚
生
省
は
今
後
、
新
た
な
高

齢
者
の
定
義
の
普
及
を
図
っ
て
い
く
。

厚
生
省
に
よ
る
と
、
国
連
の
経
済
社

会
理
事
会
が
一
九
五
六
年
、
全
人
口
に

-70歳
げ
鱈
渭
新
定
義

一堂本議員
国連が選んだ

女性リーダー
として表彰

存
の
国
際
組
織
を
こ
の
理
事
会
の
も
と

に
も
れ
な
く
統
合
し
、
体
系
的
に
整
理

さ
れ
た
計
画
を
こ
の
理
事
会
が
強
力
に

推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
毎
日
新
間
＿
九
九
七
・
ニ
・
ニ
十
一
）

新
党
さ
き
が
け
の
堂
本
議
員
団
座
長

が
環
境
問
題
に
貢
献
し
た
女
性
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
国
連
か
ら
表
彰
さ
れ
る
こ

と
が
二
十
三
日
ま
で
に
決
ま
っ
た
。
国

連
環
境
計
画
(
U
N
E
P
)
の
創
立
二
十

五
周
年
に
ち
な
ん
で
、

U
N
E
P
が
決

定
し
た
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
ニ
十
五
人
」
の

一
人
に
選
出
さ
れ
た
も
の
て
、
我
が
国

か
ら
は
堂
本
氏
一
人
。
ほ
か
に
は
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
プ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
前
首

相
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歌
手
で
環
境

保
護
運
動
家
と
し
て
知
ら
れ
る
オ
リ
ビ

ア
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
・
ジ
ョ
ン
さ
ん
ら
が

選
ば
れ
た
。
三
月
六
日
に
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
授
賞
式
が
行
わ

れ
る
。堂

本
氏
は
八
九
年
に
初
当
選
し
て
以

来
、
環
境
問
題
に
熱
心
に
取
り
組
み
、

世
界
的
な
環
境
保
護
団
体
「
国
際
自
然

保
護
連
合
」
の
理
事
を
務
め
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
七
・
ニ
・
ニ
十
四
）
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にゅうすふぉーらむ

占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
割
合
を

「
一
高
齢
化
率
」
と
定
義
し
た
こ
と
か
ら
、

日
本
で
も
、
六
十
五
歳
以
上
を
高
齢
者

と
す
る
例
が
多
く
、
老
人
福
祉
法
な
ど

も
六
十
五
歳
以
上
を
施
策
の
対
象
と
し

て
い
る
。

し
か
し
、
急
速
な
高
齢
化
社
会
の
進

展
で
、
「
六
十
歳
代
で
は
、
自
分
が
高

齢
者
と
は
思
っ
て
い
な
い
人
が
多
い
」

（
同
省
老
人
福
祉
振
輿
課
）
の
が
実
情
。

報
告
書
は
「
平
均
寿
命
が
世
界
で
最
高

水
準
の
わ
が
国
て
は
、

i

的
齢
者
自
身
の

意
識
も
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
六
十

五
歳
以
上
を
高
齢
者
と
す
る
考
え
方

が
、
現
状
に
合
っ
た
も
の
と
は
言
い
難

い
」
と
指
摘
す
る
。

国国 J~ 贋丁艮嗅ど
閃t囚だ鳳ゥ靡神人｝ど第

のドロ今ム 戸口息闘
国‘

と'?'ィ貝市’ヂ人

ムベ水
回議ラ 、開議

ヰ ーの場ン陣 tよ発員ロ
議卜でテでド P ど協代と
員ナ 'I 始の・ 後会表開
がム 18 主者発

喜信且 偲凰闘
視力中
な 15 で〗置E置兵二す

庫アる

ま
た
、
六
十
五
歳
以
上
を
高
齢
者
と

す
る
と
、
六
十
歳
代
か
ら
九
十
歳
代
ま

で
に
は
、
三
十
歳
も
の
開
き
が
あ
り
、

価
値
観
の
違
う
世
代
が
同
一
視
さ
れ
て

し
ま
う
と
い
っ
た
問
題
点
も
挙
げ
た
。

こ
う
し
た
点
の
改
善
策
と
し
て
報
告

書
は
、
高
齢
者
の
範
囲
を
七
十
歳
以
上

と
し
た
上
で
、
「
（
高
齢
者
て
あ
る
）
七

十
歳
に
な
る
ま
で
は
、
社
会
で
活
躍
で

き
る
シ
ス
テ
ム
作
り
を
目
指
す
こ
と
が

必
要
」
と
、
提
言
も
し
て
い
る
。

同
省
に
よ
る
と
、
日
本
の
総
人
口
の

う
ち
、
六
十
五
歳
以
上
の
占
め
る
割
合

は
、
九
五
年
時
点
で
一
四
•
六
％
、
七

十
歳
以
上
で
は
九
•
五
％
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
七
十
歳
以
上
の
割
合

点
か
ら
水
資
源
の
在
り
方
に
つ
い
て
討

議
す
る
。
開
会
式
で
、
僅
山
幸
俊
•
神

戸
市
長
は
「
ア
ジ
ア
各
国
と
手
を
携
え

て
共
に
発
展
で
き
る
道
を
探
っ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
第
1
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
黒
田
俊
夫
・
日
大
人
口
研
究

労
働
力
を
左
右
す
る
日
本
の
生
産
年

齢
人
口
(
+
五
ー
六
十
四
歳
）
が
減
少
に

転
じ
た
こ
と
が
総
務
庁
が
二
十
七
日
発

表
し
た
九
六
年
十
月
一
日
現
在
の
推
計

人
口
で
明
り
か
に
な
っ
た
。
生
産
年
齢

人
口
は
前
年
よ
り
十
万
人
少
な
い
八
千

七
百
十
六
万
人
て
、
減
少
は
戦
後
初
め

て
。
少
子
化
が
最
大
の
要
因
で
、
十
四

歳
以
下
の
年
少
人
口
か
十
五
年
連
続
で

所
名
誉
所
長
ら
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
都

市
化
と
開
発
調
査
な
ど
を
踏
ま
え
て

問
題
提
起
し
た
。

18
日
は
ベ
ト
ナ
ム

の
ボ
ー
・
ト
ン
・

「人

nと
開

発

」

ア

ジ

ア

会

議

ズ

ア

ン

議

員

（

カ

ン
ト
ー
大
教
授
）

神
戸
で
開
幕
—
—
ら
が
、
「
持
続
可

能
な
農
業
開
発
と

水
資
源
」
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交

換
す
る
。
【
因
幡
健
悦
】

（
毎
日
新
間
一
九
九
七
・
三
・
十
八
）

減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
減

少
が
続
く
見
通
し
。
生
産
年
齢
人
口
が

減
り
続
け
れ
ば
労
働
力
が
不
足
す
る
恐

れ
が
あ
り
、
経
済
成
長
の
制
約
要
因
に

な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

総
人
口
は
前
年
よ
り
二
十
九
万
人

(
O
・
ニ
三
％
）
増
の
一
億
二
千
五
百
八

士
ハ
万
人
。
六
十
五
歳
以
上
の
老
年
人

口
は
前
年
よ
り
七
十
四
万
人
増
え
、
千

九
百
二
万
人
と
な
り
、
高
齢
化
は
一
段

と
進
ん
で
い
る
。

生
産
年
齢
人
口
が
前
年
を
下
回
っ
た

の
は
終
戦
時
の
一
九
四
五
年
以
来
。
年

齢
別
人
口
を
総
人
口
に
占
め
る
割
合
て

見
る
と
、
生
産
年
齢
人
口
は
六
九
•
三

％
て
前
年
比

0
・
ニ
ポ
イ
ン
ト
低
下

し
、
九
二
年
に
六
九
•
八
％
で
ピ
ー
ク

と
な
っ
て
以
降
、
四
年
連
続
の
減
少
と

な
っ
た
。

欧
米
諸
国
と
比
較
す
る
と
、
米
国

（
六
五
・
三
％
）
、
独
（
六
八
•
三
％
）
、
英

国
（
六
四
•
八
％
）
、
仏
（
六
五
•
四
％
）
な

一

生

産

[
2鱈
い
げ
恐
れ

は
、
二

0
二
五
年
で
ニ
―
'
七
％
、
ニ

0
五
0
年
で
二
五
•
七
％
に
増
え
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。

（
読
売
新
間
一
九
九
七
•
三
・
ニ
十
六
）
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ど
よ
り
ま
だ
高
い
水
準
に
あ
る
。
た
だ

十
四
歳
以
下
の
年
少
人
口
は
千
九
百
六

十
九
万
人
で
、
前
年
よ
り
三
十
五
万
人

減
っ
て
お
り
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

が
続
く
の
は
確
実
。

生
産
年
齢
人
口
が
減
少
し
、
一
方
で

高
齢
者
や
女
性
の
雇
用
が
拡
大
し
な
い

と
労
働
力
が
不
足
す
る
公
算
が
大
き

い
。
労
働
力
が
不
足
し
、
生
産
性
の
向

上
が
追
い
付
か
な
い
場
合
に
は
経
済
成

長
が
停
滞
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
少
子
化

が
成
長
の
足
か
せ
に
な
っ
て
き
た
こ
と

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

総
人
口
に
占
め
る
年
少
人
口
の
割
合

は
出
生
児
数
の
減
少
を
反
映
し
、
前
年

を
0
•
四
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
一
五
・
六

％
と
二
十
一
年
連
続
て
過
去
最
低
を
更

日
本
の
生
産
年
齢
人
口
が
昨
年
、
戦

後
初
の
減
少
に
転
し
た
こ
と
は
、
日
本

が
今
の
経
済
力
を
維
持
で
き
る
か
ど
う

か
岐
路
に
差
し
掛
か
っ
た
こ
と
を
示

す
。
二
十
一
世
紀
初
頭
に
は
少
子
化
で

全
体
の
人
口
が
減
少
に
転
じ
る
中
、
長

期
的
に
は
労
働
力
不
足
の
恐
れ
も
強

ま
っ
て
く
る
。
日
本
が
ニ
ト
一
世
紀
に

も
成
長
力
を
保
つ
に
は
、
女
性
や
高
齢

者
を
労
働
力
と
し
て
と
う
活
用
で
き
る

か
が
カ
ギ
を
握
る
。

生
産
年
齢
人
口
は
十
五
歳
か
ら
六
十

四
歳
ま
で
の
全
人
口
。
国
の
生
産
力
を

直
接
左
右
す
る
の
は
、
主
婦
や
学
生
な

ど
を
除
き
、
働
く
意
思
の
あ
る
人
だ
け

を
集
計
し
た
労
働
人
口
だ
。

日本の総人口と生産年齢人口
（国立社会保障・人 問題
研究所、中位推計『

1010 1010 竺

新
し
た
。
逆
に
六
十
五
歳
以
上
の
老
年

人
口
の
割
合
は
過
去
最
高
の
一
五
・
一

％
で
前
年
比

0
•
五
ポ
イ
ン
ト
の
増

加
。
老
年
人
口
比
率
は
五
二
年
以
降
上

昇
を
続
け
、
特
に
八
九
年
か
ら
は
毎
年

約
0
•五
ポ
イ
ン
ト
ず
つ
上
昇
し
て
お

り
、
総
務
庁
は
「
今
年
の
夏
に
は
老
年

人
口
の
割
合
が
年
少
人
口
の
割
合
を
上

回
る
」
（
統
計
局
）
と
み
て
い
る
。

都
道
府
県
別
人
口
増
加
率
は
滋
賀
が

0
•
八
九
％
と
最
も
高
く
、
続
い
て
埼

玉
の
O・
七
四
％
、
沖
縄
県
の

O
・
七
三

％
の
順
。
す
べ
て
の
都
道
府
県
で
年
少

人
口
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
間

一
九
九
七
•
三
・
ニ
十
八
）

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
推
計
（
中
位
推
計
）
に
よ
る
と
、
日
本

の
総
人
口
は
二
0
0
八
年
か
ら
減
少
に

転
じ
る
。
そ
の
中
で
生
産
年
齢
人
口
は

二
0
二
0
年
に
は
七
千
三
百
万
人
と
、

九
六
年
（
八
千
七
百
ガ
人
）
に
比
べ
千
四

百
万
人
も
滅
る
。
二

0
五
0
年
に
は
五

一
労
働
げ
い
は
ロ
ーI

千
四
百
万
人
と
、
い
ま
の
六
割
程
度
に

な
る
。こ

れ
に
つ
れ
て
、
労
働
力
人
口
も

減
っ
て
い
く
。
日
本
労
働
研
究
機
構
の

予
測
で
は
、
労
働
力
人
口
は
二

0
0
0

年
を
ビ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
二

0
ニ

0
年
ま
て
の
二
十
年
間
で
約
四
百
五
十

万
人
も
減
少
す
る
。
二
十
一
世
紀
に
入

り
、
団
塊
の
世
代
が
定
年
を
迎
え
る
た

め
だ
。労

働
力
人
口
が
減
っ
て
も
「
生
産
性

が
向
上
す
れ
ば
あ
る
程
度
は
成
長
率
低

下
を
食
い
止
め
ら
れ
る
」
（
香
西
泰
•
日

本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
。
た

が
、
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
の
予
測

て
は
、
生
産
性
の
向
上
を
高
め
に
見
込

ん
で
も
、
二
O
-
0
ー
ニ
0
二
0
年
の

日
本
の
成
長
率
は
年
平
均
0
，
五
％
と

ゼ
ロ
成
長
に
近
付
く
。

長
期
的
に
は
あ
る
程
度
の
労
働
力
人

口
を
確
保
し
な
け
れ
ば
日
本
経
済
は
成

長
の
壁
に
突
き
当
た
る
。
八
代
尚
宏
上

智
大
学
教
授
は
「
成
長
率
の
低
下
が
企

業
の
投
資
意
欲
を
減
退
さ
せ
、
さ
ら
に

成
長
率
を
下
げ
る
と
い
う
悪
循
環
を
招

き
か
ね
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

労
働
力
を
確
保
す
る
選
択
肢
は
三
つ

あ
る
。
女
性
、
高
齢
者
、
外
国
人
労
働

者
の
活
用
だ
。
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生
産
年
齢
人
口
に
占
め
る
労
働
力
人

口
の
割
合
を
示
す
労
働
力
率
は
男
性
で

は
八
割
近
く
に
達
し
て
い
る
の
に
、
女

性
は
五
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

女
性
を
い
ま
以
上
に
労
働
力
と
し
て
活

用
す
る
に
は
、
育
児
休
業
の
充
実
や
結

婚
・
出
産
後
の
再
就
業
が
し
や
す
い
よ

う
な
雇
用
制
度
作
り
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

高
齢
者
活
用
も
、
年
を
と
っ
て
も
働

け
る
よ
う
な
職
場
の
確
保
や
賃
金
体
系

の
見
直
し
が
必
要
に
な
る
。
だ
が
、
こ

う
し
た
制
度
の
見
直
し
は
一
般
に
企
業

総
務
庁
は
二
十
七
日
、
一
九
九
六
年

十
月
一
日
現
在
の
日
本
の
推
計
人
口
を

発
表
し
た
。
総
人
口
は
．
億
二
千
五
百

八
十
六
万
人
で
、
一
年
間
て
二
十
九
万

人
（
前
年
比
O・
二
三
％
増
）
の
増
加
に

と
ど
ま
っ
た
。

年
齢
別
に
見
る
と
、
十
五
歳
以
上
六

十
四
歳
以
下
の
生
産
年
齢
人
口
は
前
年

一H本の総人日
1億祁68ガ人
一生産年齢は減少一

の
負
担
を
増
や
す
。
定
年
延
長
に
も
経

済
界
は
消
極
的
な
姿
勢
を
み
せ
て
い

る
。
技
術
革
新
の
早
い
生
産
現
場
で

は
、
高
齢
者
は
変
化
に
対
応
で
き
な
い

と
い
う
問
題
も
あ
る
。

外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
の
議
論

も
、
バ
ブ
ル
期
の
人
手
不
足
時
代
が
終

わ
っ
て
か
ら
は
、
火
が
消
え
た
よ
う

だ
。
労
働
力
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

（
日
本
経
済
新
間

一
九
九
七
•
三
・
ニ
十
八
）

よ
り
十
万
人
減
り
、
八
千
七
百
十
六
万

人
だ
っ
た
。
生
産
年
齢
人
口
が
前
年
比

で
減
っ
た
の
は
戦
後
初
め
て
だ
。
ま

た
、
十
四
歳
以
下
の
年
少
人
口
も
三
十

五
万
人
減
り
、
千
九
百
六
十
九
万
人
と

な
っ
た
。

（
朝
日
新
聞

一
九
九
七
・
三
・
ニ
十
八
）
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v:＜
ご

入

会

の

お

願

しヽ

v
t

A

P

D

A
賛

助

会

員

A
n
問
題
は
‘
・
了
＇
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球

L
の
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
二
九

J
L
L
年
の
世
界
人
口
は
上
八
億
人
‘
一
九
九
八
年
に
は
六

0
億
人
を
超
え
る
と
推
計

さ
れ
て
お
り
ま
す

V

ア
ジ
ア
の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
人

0
％
を
占
め
て
お
り
ま
す

C

人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
＇
経
済
問
題
に
深
刻
な
影
響
を
及
ば
し
ま
す
。

世
界
人
日
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
が
、
人
煩
生
存
の
カ
ギ
を
押
っ
て
い
る
ー
|

と
い
っ
て
も
過
―

i
1

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
占
環
境
問
題
＂
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
な

の
で
す
。
人
II
増
加
に
什
う
段
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
阻
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
採
な

ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
‘
’
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
買
汚
濁
な
ど
多
く
の

栢
菜
公
害
を
引
き
起
こ
し
‘
地
球
環
境
の
悪
化
は
‘
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
，
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
瀑
発
的
に
人
口
の
増
加
を
続
け
る
地
域
と
、
日

本
な
ど
の
よ
う
に
‘
こ
れ
以
卜
十
供
か
欲
し
く
な
い
と
い
う
夫
掃
か
ふ
え
て
い
る
地
域
、
こ
の
こ

と
が
も
た
ら
す
高
船
化
現
象
に
伴
う
労
働
力
不
足
や
福
祉
代
の
増
大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
軍
大
な

社
会
・
経
済
問
題
も
発

4
し
て
い
ま
す

3

こ
れ
ら
の
恨
瀦
は
、
す
べ
て

;
A
n
"
問
題
に
帰
拮
さ
れ
ま
す
ぐ

A
P
D
A
（ア

7
夕
｝
は
‘
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
‘
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
方
策
を
さ
ぐ
り
協
澗
す
る
た
め
、
日
夜
‘
貞
剣
に
努

h
を
続
け
て
い
ま
す
。

何
年
、
あ
す
の
人

Hi
の
叫
る
い
よ
来
と
‘
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お

顎
い
い
た
し
ま
す
。
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¥l'elface rn Bangkok D叫—ー~

（英語版）

7, スライド

" {ヽ の都市II;と/,LI I f1本語版）

¥J,bani,at,on ;m,¥ Pop,,(at,on in J;,pan I英語丙 I

H本的城市化与人口 （中用語版）

し）,bani~,si D,m ke;x,ndod,,kao D, Je;xmg 

（イン Fネンア語版（

昭和61年度

I. 7'0・ア品田の農村人IIと農茎間発に代1する誇介報告，'J

インドネン 7罰一，

Rc1xxt oo the s,,cve,・,,f R"ぃIl'"μ"bt"m ,rnd 

Agmult,ual Dm・),,pmenl in A,,,m C、uunt,iゼS

lndon, 心 u I英語,,1

2. 東南ア;,ア諸田等1,11・ 開発甚提誇在糾＼閃

インドネンア同

~epo,t on tlw B心,,- Su"'迅'nfPupulotwn ,rnd 

Development m Southじ,,,,Asi≫n Count,i硲

lndonピ"" I英語版）

'. {i―il留学生の学召と '1'.io条付に関する研究

人的能｝）開発の森四に即して

4. H本の労佑}]Anと間発

L心o,Fmce ,rnd D匹 c・lnpmentm J"pan (英語如

S. 人口と開発IUII茫扶,1梨
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Demogrnphic am! S以 m・E,ooomi, lndiい""'ヽ""
Popnbt,oo aod n,,,,,,J,,pm,nt I英語版）

lcprnent In Sm,thcast AヽJ,,nCoont,oペ

Th,nkrnd 

:i. 日・1、グ）人口転換と農Ill甘I兌

D,•m,,g,aphic T,anヽ"""',nJ,,p,m and Rmal 

Iし,pment I英語出 I

4 , Su<1・ey uf Fc,t,hi)',md L,vmg St,md,,,dヽ'"
"""" Acc"ヽ -o,,,,, All th,・Im"ヽ'""'"',,f

,-,11,,gビsm Jdm Pmnmぐヽ"""'"'hr

（英語版）

矢 f中[ii衣t1的 /di生科字与生，古水ギe'J滉介

一対千古 IIむ雨1、村せ行全戸而改ii月/d!JH,,果

-'I, ii 国 （中同点敗）

.S. スう f卜 日4、の農生、農t1開発と人LI

ーその戟判 'H {団が'"

Ag,lrnlt"叫&Rw"I恥 "lllp1ncnt,md, 

m Japan I英語内）

"-1、衣立衣村的友展 flJ人口的l仕移 1中1月語如

Pcckc・mb1mg、m Pc「l1tni1tn, M吟叫知tDゼ"

Kcpcndudnbn Di J,-,,,n,g Iイン 1-ネンア,;h版）

（以卜-4カ1月版スライドは- H本,,1、米教育スライ

ンク—_,しにて優秀Rを受頁し iした）

昭和60年度

l. アジア諸同の農村 I、LIど農呆間発に関する

~••ータイ国

Repml ,m the Sumy≪f Rc,ul Pnpol≪t,o,; 

AgnrnltuぃIlkv,・l≪prncat m 贔 unConnllic・, 

Thu山叫 ~ー（英語版）



,. 東南アンア諸国等人口• 開発J/;碍調丘報符，'l

一~ 中華人民共和田

Re1mt nn !he R,,s,c S,nve,, of Popnlnti,m ;md 

Develnpment in Snutlwnst Asnrn Cmmt,iせS

-Chinn I英語版 I

:i. アジア諸国からの労的力心IIに関する調1,,研究報古＆

クイ !ti

,. fl本の人口と家快

Popc,latcon and tho F狙nilyin Ja,,m , 英冶,,,,,

C,, アジアの I、tl転挽と 1111発 托叶見

Denrngrnphi, Twn叫im,am¥ Dc・,・clopmc,;t in Aヽぃn

Cow,t,ieヽ o,,け"'じwam¥ Stonst≪al Tab! ビ，

（英語版）

6. スライド

n'>の人口ど家快（日 1ヽ語如

Family and Popubtion in J,;p皿

Asiao Expcnonce I英語如

日本的人IIり家庭（中犀：；版I

Pendmlnk & Kd,rnga Jcp,rng Iイン I"ネ／ア語版 I

7. ヘル :It和国人 U家阻I国基径判丘

平成元年度

l アノア語国の農 Ill、 IJ と伐梧 IサI 兌に Wl1 る調介栢：•;,:

パングラテンュI王I

Re1mt 011 the Sm,ey of Rm、,I Popol,n,rn, ,md 

Ag,in,lt,,,ol Dmlopm叫

（英語版）

恥 ,;gl;,c恥 h

2. 束南アノア諸国守人 LI・Iii発，,，礎調介報竹粛

ネ9ヽール国 ．一

Reprnt en the ""ヽ"Smw・y c,f Popnl, 礼l"n and 

Development In S"uthe<tsl ,¥st,rn Cuont,leヽ

Nep,t—• （英語版）

3, アジア諸国からの労勁力，た出に関する洞丘研究行I告占

マレし、ンア田

4. II本の人口構造変動と開発

裔飴化のアンアli'J視点

St「"""ぃICl,mge m Pctpobtwct aml Devピlopmeol

Japan¥ Exp日1日o,・m,¥ging I英誼戌 I

.s. スライド

高柏化社会への日木のI丸毀

•一生きかいのある名後を日指して IH本語成 1

Agmg in _J;,pcn Ci><,11, ・ngc,and hoミIぷ Iヽ

（英語版）

辺人高齢IUbc的日 1叫而叫i滋

―追求具'I命む人的老年屯『 — 1 中国語戌 I

,; • スライド [l本,,,,1某間兌と人lJ

その原動力・ 電気 , o, へ語Hい

加 l,,st,11I D母岬nc1nt,md P1>pc1il1ti,m m J11p1m 

- Th, P11mピ ,J,.,e1Elcctnuty-- 1知 h山i

日1ヽ 的戸止友 /J(り1ヽ「1

Jf_原幼 /J-曳'( I中用語l:'ll

Pembnngm;,m lndnst, i dim k1・prndml11k1md1 kp1mg 

Prngg1・11,k Ut1111w -Tじcg11L≪tnk 

1イントネ OT』計 i

7, 1,, ヽ―,,.J国 1ヽ「l家＼知1両吊二次J/呼調 S、

Comp!emenl≪<>'8ふ>< Sn,w;・Ii汀rnt"" Popnbt≫m 

, ,ml F,n,nly Planning m lhe lcmgdom ol ,,,,.,,[ 

昭和62年度

,_ア／、ア諸国の畏ti人nと畏干間発に関する誇介報：';/j

中位人民共tnm

l<,prnt "" the Sn.,-,y "'l<nud """""''"m nm! 

Ag,irnlt"ぃIll亡,,,t,,pm,ntin Aヽ'""Cmmtnぃ

Clrnw 9茨語坂 I

'・ 東'"ア，・ア諸]J]等 1,n・ 惜］発 l/.. 礎詞行報：';;/

中岸人民共和1月ー•

R<・po,t oo th,、Bふれ Sc!!Y<'Yof Pupuk,tlc,n ""'' 

D心 ,・l!!pm,・nlm'""""'"ヽt,¥,,,m Cuc,ut,I, 

Chm" ! 英語応

ふ. Y: ア諸『から力労廿',力げ：出に1し'Iする調令研先報告書

-; ィリ fc,f¥1

I. e J、の人LI'戻宕開兌

ド01ml≪t!!!!l,rnd Ago,oltwal ll憂 l!!pm,ot!!! J<qno 

！英，＇が＇い

C,, ネ 9 、 -Iしの人 17•] 片I 兌. J;j)i, 

""""'"'""'「)，・w・l≪1≪m・1H≪<HIEm・≪1<111nrnt ,n Nし.,,.,,
I英語''"

c;_ スライト

H本の人口移約とふh発展 ill本語坂 l

Th, Chg,,,i,,,y ,l,,,・,・nwnt 、mdEn汀"""'し ll,wl<>p

"""'><>.l≪i'"" '英語"'i

日付iり人 II移功り i/1月女展 9中国語内 I

Pc, p;,≪l11h11<> l'end,,,Jnlc「)"" P,,k日 nh,mg,mEk,m<>n≫ 

D, k111mg , fン I/. c 7',;;,,, 

！几ユ1月1ヽ「l家！虹t幽）/,{し討丘

昭和63年度

l. T; ア諸国の農H人口と農呆開発に関する詞砂報告出

ネ9 ・ヽ・ル匡

"'""''"" th, sし,.,,.,.nf Ru,al Popubli11n and 

Ag,icullccul Dm・lupnwnl'" A,wn Counl,iぬ

-,cpnl I英語如
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:1. アシア請国からの労術/Jiた出に関する洞介研究報告甚

ー中華人民共Ill甘］

'. 0'""地域開発と人n )(I'll)年代の展哨

R,gimぃIDぐ,・,lopnm,t nevi Pop心 t≪n< m Jn1xm 

- T,end, nnd Pcospcct, en the I虫}()ヽ

（英語版）

5' スライド

II本の地域1111発と人III H本語版）

Regin,, Dmlopm叩 t,nd Popoblion m J,p,n 

（英語屯I
H闘諏城升友!tl人口（中国語戌I
Prnnlヽ,ngon,mD心 rnhd,n PopobさIdi Jq>img 

（インドネンア社ii

Ii. アンアの労佑力移動

Lahm ""g,atloo In ,ht I英語版）

平成 4年度

,_アジア諸国り）楼村人U ど農某開発に関する調斉報告書

マレーシア国

Rq,wt oo the s,,,, ベ')'uf l<uu,I Popobtion au<l 

i¥grirnltu叫 De1・eluじmcc.t

（英語版）

-- "i..1 .. ,,.,, 

2. 束南ア-:ア諸国等 I、n-間発'・'諜調介報告占

ヘ I・ ナム用

Rcpon un t lw B"ヽw Sumy of Pctpobtlm, tmd 

Dct・elopment In Sctmho";t ,¥,rnn Cmo,tneヽ

V,c-t N,m, I英語版）

3. アンア諸国からのサ贋iJJィだ：I: に関する説存がf究報告占

スリランカ III

4. アンアの産某転I免と人n
lnd,,stnnl T≪mヽit,nn ,md Pnpnlnt≪m m A叫

（英語如

c,. スライ 1、9

叫 n に生きる—- ";,, の所染転I谷ど人u

（日ト詔屯（

U,・ing fo, T<>m<>crnw lndnヽttittl

foms,ti,m and l'npnl,ni1>n in J、,pcm

I ,e;bl'i! 

生iM,明T、 0 ,j, 的戸立苔I各り人n
（中国語如

!!idup Untuk H;,ci Eヽ<>k lh,lilwn Stn,ktし"

lndust,i o,,, Popul;,;i D, Jepcm.e 

，イン！ネ，ア語卜,,,

平成 5年度

1. ァ，＂ア諸国の農 H人口ど農菜開発に関する誇企報古，＇1
ーヘトナム国
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Tantang,m ,b,y"ぃbtLnw,t nヽ"'Jepang

（インドネ／ア話坂 I

"-冗ア品田の農袷開発 5ヵ団の比較

s""'''"',1,,, ヽ""'ヽ foeilw Agnn,liucc>I llrn-lopnwnt 

ー- (c,mp1uotli・e St叫恥 ,nfoe A,,an Cmmtnca 

I英語丙 I

（木作品は、 19!10年じIf)日4ヽ 視聴覚教有協会土催侵秀映

像教材屯奨社会教脊部門て1受秀貨を受貨）

平成 2年度

l. ア／ア諸国の農Ill、LIど農茶開発に関する洞査報古，＇｝

フィリヒン［王［

R,,,.,, oo the Sun・ey of Ruwl l'opubtioo and 

Agucoltwol De1•el叩叫nt Philippine 

（英語れ1

2. 東南アジア諸『］等I、ロ・間発），＼礎調介・報告書

,, ングラテ‘ンユ • 

Rep叫 ton the B"ヽi, SU)}'ビy ol l'opul,,tion ""d 

Dmlopmcnt in South,,, さtA,i,m Cuunt,ies 

・Rrngbd,・sh・・ ・I英語版）

ふ'7'"7'諸国からの労樹）Ji/廿I¥に関する潤査研究報古占

インドネン 7'[£1

』I.a {況）人Lt・[片1発 ・J,i)兌 7'ジアグ）叶験――

P≪pnbt""'・D,・,-,lc,pn記 nt 、md Emi,mrnwnt m 

J≪p≪n ,¥叫"E,pc.,c•,; 心 I英語成1

"・ スライド

日｛辺）現境・人口 ・1m発（日 4浮§丙I

Em・irnm,wnt. P<1p<1bti<1<1 nm! o,,,.,1,,1mwi,t ,n 

J,,p,m I英；訊 I

H本的杯境・/、fl・ 升友（中国語由 I

I、11,gk111,gnn曹 p,,,,h,duk d11n l'日1<b1mgrnmnJ1・p1mg 

（インドネ／ア語成 1

1本作品は、 1¥1¥11年卯 H本視聴立教育I杓会主催俊秀映

像教1/送焚II会教育部門て1,t秀貨を受頁 I

ii, アジアの人口 fil油化 統計集

Prしいl邸 lヽofllrh,mi, ぶionrn Aヽin I英語'"

平成 3年度

1 アノア諸国の農!tAllと哀呆間発に関する詞査報'/;占

ースリランカ国一・

R⑪刈t on the Swwy Rillal Pnpnbtlnn and 

A如rnltornlDevelopment S,llnnb 

（英語れ）

2. 東南ア）ア諸ll1等／、n・ 間発基陛詞査報告内

フィリピン国

Ro図,too the Dふ i, Su, い of Populotioo ood 

ll,・,・olopmoot in SootheaヽIA,i,m Cn≪otm・s 

Plulippioes I共語版）



平成 7年度

l. 7''7訊 l上］の発展切沿別牒辛，農村間兌胆加月介況昂

/} ハヤスクン 1且

I灼"''""thcB"さi,・Somyon Agnrnltm"I ,md II"ぃl

Dc,・elop,>te"t by hog庄"Si,,gc in Aヽi≪nCm,,H,iぃ

応 lmt,m I笑話ihl

2, ア，ア語町の都市Itと1サI兌）｝呼聾麟書

― ネ9 ・ヽ・ル田一

R,,,,,, "" thcs,,,, せy≫fUdm(,,,Ii≫n ,,,,d Dmlop,ncnt 

m A,lan Cm,otnい 一N,・1叫ー（英語iii!

:;_ァ，ァ品団の人間紅’点I開発と労Iい）Jに代1する詞む研究

Iii古貨 ーインド打l

I. TJ7'1cおける女性のエン，、ワー Jン！

Empowc,ownt of ¥l'rn;wn m Aさiot共語,,,,

5. -アシ了つを一拓It 女｛生たち し H本語坂 I

A B,i只htnf Gcmle, Eqn≪hty 

-Em籾"''""'"''of¥¥'rnnen in A国一（英語内 1

油i1H弾之路 今ll正，：ii女11 I中!>I語如

I 1",p,m Ce,,h h,gi PビIヽ""'"""・-K、mmWcnitn 

A,in M叩 mb"hJ,Lmー （イントネンア語版）

Reじmt on the S,nvey of R"cal Population and 

;¥gnrnltnul Dc,·clopmont — -Viet N岡

（英語}"}

2. 東南アノア諸国等/,LJ・開発基礎誇企報告翡

スリランカ国

Repml on !he Bふ ic Sncw,y ol Popnl,hon and 

lhdopmcnt m So,.theast Aヽian Co,rnt,iぃ

-S,i Lanka I英語版）

'・ アンア諸国の人間森原開発と労！豹力に関する調在研究

報告書 フィリヒン It]

,l. アジアからの！北戦 人口と開発

Ch"llenge and St,、>leg)',,fAsian Nalmns 

Pop!!l"t,on and Sostainable Dせ,,,[,,pment

（英語版）

5. スライ I'
女たちグ）桃戚 女性の地位向上と日木のI、LI

Ill本語版）

＼閻menaml thei, Challenges — lmp,o,·ements 

in the Statos of Women the Po1mlalion of Japan 

（英語版）

女i'I的桃哉 女性地位的提高与 II本的人ロ一．．．．

（中国語坂I
Tantangan Kanm W≪rnta 

Emao,ipa;i ¥Vanita ,fan l'opnlc1,i Jepang 

1インドネンア語i'II

平成 6年度

l. アジア諸国の発展段循別農業・殷村間発J虹礎詞在報作

＆ ィンド国一一

Repo,1 on the B,isic So「veyon Ag,icultmal and Rom! 

D,・,・clopmectt hy Prngo心 St,,g,・mA,i,rn Cmm1,i, ヽ

--India --I英語版）

2. ア／・ア諸国の都巾化と開発調介報告書 —クイ国―

Reix.,t en the Sillvey of U,bani公,tinnand Development 

in Asian Cmmtries Thmland I英語版）

3. アジア諸匡の人間れ汀原開発と労佑力に開する調査研究

報告占 ----≪IナムI!]

4, アジアの女性労術力参IJIIと経済発展

21世紀の救略

Women's Labo, Pa,ticipabon and Economic Develop 

ment in Asia ---Strntegy towa「d21 Centuty― 
（英語版）

5, スライド

アジアの女性たちは 9 ヽま•…,, I H本語版）

New lloriwns to, the Women of Asia I英語版）

幽 Ill姐女的新/Ji程（中国語版）

¥Vanita Asia Kini……（インドネシア語版）
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1中国語出）
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P
F
か
出
席
。

於
~
神
戸
、

ポ
ー
ト
ヒ
ア
ホ
テ
ル
会
議
室

A
P
l
l
A
主

催

ぶ
m
．． 

二
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国

会
議
員
代
表
者
会
議
」
開
催
。

於
＂
神
戸
国
際
会
議
場
•
国
際
会
議
室

参
加
田
＂
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
‘
中
国
、
フ
ィ
ジ
ー
、
イ
ン
ド
‘

イ
ン
ト
ネ
ン
ア
、
日
本
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ネ
ハ
ー
ル
‘

ニ
ュ
ー
シ
ー
ラ
ン
ト
、
フ
ィ
リ
ヒ
ン
‘
シ
ン
カ
ポ
ー

ル
、
タ
イ
‘

ヘ
ト
ナ
ム
(
-
三
ヵ
国
）

国
際
機
関
芦
U
N
F
P
A
、
I
P
P
F
、
A
F
p
p
l
l
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◇
こ
れ
か
ら
地
球
卜
て
最
も
不
足
し
‘

限
界
の
見
え
る
資
源
は
＂
水
＂
だ
と
い
わ

れ
る

C

飲
料
水
、
上
党
用
水
、
紅
料
生
所
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
水
資
源
は
、
世
界
的
レ

ヘ
ル
て
現
状
分
析
を
急
き
‘
対
策
を
た
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

例
え
は

m水
の
有
効
千

illmゃ
‘
灌
閥
技

術
の
開
発
な
ど
を
は
し
め
‘
水
の
ム
タ
使

い
を
防
ぐ
た
め
に
各
国
か
連
僻
し
て
地
球

規
棋
の
社
会
経
済
社
血
を
策
定
し
た
り
、

恨
源
に
横
た
わ
る
＂
人

LJ
増
加
＂
の
抑
制

か
急
務
だ

C

山
紫
水
明
豊
か
な
わ
か
国
て
は
‘
占
来

よ
り
消
冽
な
水
に
恵
ま
れ
‘
豊
葦
原
瑞
穂

の
国
は
灌
漑
農
薬
に
よ
っ
て
独
特
の
コ
メ

文
化
を
築
い
て
苔
た
。
し
か
し
、
世
界
の

事
情
は
深
刻
だ
。

A
P
D
A
会
議
か
．
“

を
投
し
た
＂
水
＂
論
議
か
‘
さ
ら
に
大
き

な
輪
を
広
け
‘
解
決
へ
拍
車
を
か
け
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

◇
"
人
口
の
父
“
と
俵
わ
れ
る
黒
田
悛

夫
博
上

(
A
P
D
A
理
事
‘

H
本
大
学
人

ロ
研
名
誉
所
長
）
か
‘
栄
え
あ
る
国
連
人

後

記

距

集

口
賞
を
受
賓
さ
れ
る

c

先
生
は
八
十
八

4
。

壮
者
を
凌
ぐ
こ
健
什
ふ
り
で
‘
ニ
ー
ク
・
ネ

ー
ム
は
「
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
」
(Coelacanth)'

故
福
田
首
相
は
「
お
化
け
先
生
し
と
呼
ん

で
い
た
。
か
く
し
ゃ
く
と
し
て
、
今
な
お

国
内
や
洵
外
の
研
究
会
‘
講
演
旅
行
に
飛

ひ
回
り
、
原
稿
執
箪
量
は
流
行
作
家
顔
ま

け
の
量
に
の
は
る

C

焦
ら
す
‘
気
ど
ら
す
‘
て
ら
わ
ず
‘
悠

然
か
つ
淡
々
と
し
た
温
容
は
敬
愛
の
的
＂

”
柑
界
の
人
口
の
父
＂
と
し
て
‘
ま
す
ま

す
長
生
き
を
し
て
は
し
い
先
生
て
あ
る
。

◇
熊
代
昭
彦
代
議
七
（
自
民
、
岡
山
一
．

区
）
か
、
日
本
の
著
し
い
少
子
化
現
象
を

迂
え
て
同
代
議
士
発
行
の
＂
国
会
短
信
“

て
ユ
ニ
ー
ク
な
キ
ャ
ン
ヘ
ー
ン
を
張
っ
て

い
る
。内

容
は
、

111児
厳
手
当
を
．
人
月
額
三

万
円
と
し
て
十
八

4
ま
て
支
給
す
る
。

121

奨
学
令
は
今
の
ニ
ー
―
-
．
倍
に
す
る
等
々
c

そ
う
す
れ
ば
少
子
化
を
防
ぐ
こ
と
か
て
き

る
‘
と
い
う
も
の
て
、
こ
の
ま
ま
手
を
こ

ま
ね
い
て
い
れ
は
百
年
後
の

H
本
の
人
口

は

h
‘
1
0
0
万
人
に
な
り
‘
亡
国
に
導
く
‘

と
習
告
し
て
い
る
。
次
号
に
こ
登
壇
を
、

と

y’
え
て
い
る
。

(
T
.
H
)
 

表紙の写真説明

第13加IAP DA会議の会場となった神戸固

際会議場は、（財）神戸国際交流協会が運営し

ている。 1口］協会は、経済協力の推進、学術，

文化等の国際交流の促進を目的に昭和55年 8

月神戸ポートアイランドに設立された。約700

名を収容するメインホールはじめ、 A PlJ A 

会議を開催した国際会議室のはか中小12の会

議室かある。これまての主な国際会議は、第

人口と開発・春季号〈通刊59号〉

1997年4月1日発行〈季刊〉

●編集発行

財団汰人 アジア人口•開発協会

〒l(i()東点都新術区新術 1--5 ---1 

コリンズ 3 ヒ~ ル 3F 

TE L(03)3358-2211 (大代表）

FAX (o:i):l:l58-223:l 

〇印 刷

文化印刷材、式会社

2回国際布護学術集会や第 3lwlライオンス世

界青年フォーラムなど500名から I,500名の参

加者による大会議を開催している。大震災に

見舞わ

れた神

戸にあ

った、

同協会

は、復

興神戸

の国際

都市神

戸の再

建とコ

ンベン

神戸国際会議場

ション

都市づ

くりを

目指し

ている"
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うれしいことから。
JAfのご予約は
フリーダイヤルでどうぞ。

日本航空

ー

・

:Y.--¥ I¥ 

-~-

新しし、空の旅をめざして、「うれしいことから」JALはスクートしたいと名えています。

その第1弾として、「JALフリーダイヤル(L!il除線・凶内線）」を、開始いたしました。

こゞf約し、ただくお電話を無料とし、たします。しかも、全同どこでも同じ電話番サで使利になりました。

今年45/rr]年を迎えるJALの、これからの「うHしし、こと」にこ期待ください。

JALフリーダ・イヤ9レ
国際線予約

ニッコーコクサイ

⑱ 0120-25-5931 

国 内 線 予 約
ニッコーコクナイ

函 0120-25-5971
・:・ 今までの予約センターの番号はご利用J負けません．

J4IL 




